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昭 和 38 年 度

事 業 成 績

水産庁北海道さ け・ますふ化場

書



刊 行 の こ と ば

昭 和 3  8 年度の事業成 検を 報 告 致 し ま す o

昭 和 3 8 年 度 は陸tS增 ';a事業強化拡充計画実施 の 2 年 目に当 り ま す の で 前 年

度に引続 き

① 積極的な親魚捕獲数の增加

② 蓄 養 技 術 の 向 上 に よ る 採 卵 数 の 增 加

③ 孚化操作の改善に よ る放流数の增カ 9

④ 稚魚給国放流尾数の培大

⑤ 河口通過稚魚の数量把握

④ 応 業 に 関 す る 研 究 調 査 の 推 進

を 重 点 と し て 実 推 し た の で あ り ま す が、

先 づ 捕 獲 場 施 設 に つ い て は 西 別 川、 湧別川、 天 塩 川 の 3 河 川 を 強 化 整 備 す る

と 共 に、 書養施設 を整備 し、 捕獲採 9Pの 増 大 を 計 り ま しに。

孚化施設にっ 、.、 て は 中 川 ( 天 塩 川 ) 、 游 別 ( 湯 別 川 ) 両 孚 化 場 を 新、増 設 し
て孚化放流施設 l1o拡 充 を 計 つ た の で あ り ま す。

本 年 度 回 帰 し た 難 親 魚 は 前 年 度 を 大 rt1 に 上 理 り、 3 4 、 3 5 年 度 の 倍 近 い 数

字 を 示 し ま し た が、 河 川 に 対 す る 行 上 が 書 し く 悪 か った た め、 計面日標 を達成

す る こ と に 出 来 ま せ ん で し た,

しかしjel 岸の始漁i高 が 年 i 增 加 す る 傾 向 が あ る こ と ti、ふ化事業 の 効果 が
向 上 し て き た 現 れ で 大 変 喜 ば し ぃ こ と で あ n ま す が、 その反面 と し て回帰親角

の河川 1liT上率が逐年低下 し て河川内の捕獲数が積這状態を続け、 そ の 差 が 年 'o

大き < な っ て ぃ く 傾 向 に あ り ま す ,こ と ta資源維持上 i意 に j整 え な ぃ 所 で あ り ま

す。 従 つ て 沿 岸 に 回 帰 し た 親 魚 を 如 何 に し て 多 く 河 川 内 に 議 導 す る か が 今 後 の

間 題 点 で あ り 、 我,と し て も 更 に 工 夫 改 良 を 加 え て 捕 獲 採 卵 数 の 增 加 を 計 る と
共に、 そ の 放 流 効 果 の 増 大 を も 國 る よ うに と 第・力 し たい 考 え で あ り ま す°

忌 .博 の な ぃ 御 生 正 と 御 報・達 を 陽 り ま す よ う 、, お 願 い 致 し ま す o  .

昭 和 4 0 年 2 月 北 海 適 さ け、 ま す」i,-化場長
三 原 健 夫
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昭 和 3  8 年 度 新 設 .i、化室

北見支場 湧別事業場

增設ふ化室

[増設収容設備 1

1,ooo万粒
既 設 ″

2 , 0 0 0万粒

総収容設備

3 , 0 0 0 .万粒

稚 魚 飼 育 池

[増 設 面 積 3 °°a

既 設 面 積 3 6 4 j平

総面積 6 6 4 : l 、 平



天 塩 支 場  中 川 事 業 場

新設ふ化室

収容設備 1,0 o 0万差i

稚魚飼育池

面 積 3 0 0 i平

l. 鮭 鱒 捕 獲 事 業 実 施 体 制

昭和3  8年度館離捕獲採卵事 1業は道内6 3水系、 7 6捕波'採1lili場( さけ十ます2  7個所、 さけ

4 1 個 所、 ます7個所M個所 -)で実施した。
このうち北海道に委託して道が直営で捕獲を実施した ものは1 9個所 ( さけ十ます 9個i11l1l、 さけ

g 個所、姫j建1 個 所 )、1ill間団体に委託して実施した ものは 5 7 個所 ( さ け十ます 1 8 個所、さ け

3 2個所ます、7 個 所 ) で、 その詳細は第1、第2表の通りであるo  . 棒太ます
ます 〇 桜ます十棒太ます

( .第 1 表 )  昭和38病 , E生 体制 ? てl).めます

1 捕 獲 1担 当
水 系 l i

l 標 9 9場1事 集 場
実施区分 l

海 1水 系区l
l :9日:1:業: 実施区分毎

9
さ け l ます さけ l ます
道 離無尉日i 適 副日 l董民間

l t見 理1
岩尾別 l科 里 ,

集 琴 1
1爾 走
l

//  l

常 昌

湧 別

港' 滑

興 部

幌 内

雄 武
天塩支場
音 標
風 烈 布

徳 志 別

幌 別

屯 別

岩 尾 別

科 里

深 琴

網 走

西 組 走

常 呂

湧 別

清 滑

興 部

幌 内

雄 武

音 標

風 烈 布

徳 志 別

北見幌別

屯 別

一言 尾別
科 里

集 琴

l相 走
//'

北 見

湧 別

路 滑

/ /

幌 内

//

徳志別

/ /

/ /

歌 登

屯 男l

o l o
〇 o 1〇 .
:。l ?

日

本

海

区

朱 太 l朱 太
利 別 l冷 水
太 精 l太 t魯
厚 沢 部 l厚 沢 部
見 市 l見 市

/ /

f ll 別
//

寧1沢部

1Cj、、雲 )

〇

〇

〇

5 5

〇

〇

〇

3 4

1ll

i

l

1・1

J

油

11l

計 l 9 1 3 8

o 1 ・ l 度事f等'
o l ? l l業刈古言
;1 f '根に言要l l l
。1。 l室 1言 多 業
。°に ◎ 1 1ま 茶 差

1ll'シルイ

震 臼

課刈古月

随 別

元崎無異

e 無 異
K ' 別

古 多 構

患 類

伊 茶 仁

際 掉

武 佐

当 頓

春 11il

床 與

西 月i

矢 自 1l1 l
風 ヨ
別 当 要

藤 自

//

//

蘇 別

/ /

/ /

//

/ /

伊 茶 仁

//

根 室

中 標 津

計 校 別

//

/ /

虹 別

浜 中
/ /

厚 床

・
・
・
・

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

0
〇

〇

0
〇

〇

〇

〇

計 1 5 1 6 1 1 5 8 5 1 0 1標 津

海l
l当 幌

¥
春 別

床 丹

西 別
区
矢 自 別

風 蓮

l別 当 資

大tlSL支:場)
天 塩
//

違 別
1千 オ 理
石 狩

//

//

//

l渡島文場
尻 別

天 塩

中 川

速 別

石 常

音 江

西 起

支 笏 海

名 城

天 境

中 Jl

C天塩)
Cf 歳 )
音 i l

千 1lll支物話
尻 月

〇

〇

〇

〇

〇

〇

ll°

に◎

l

2

E l 1 8 1 9 9 2 1 5 2 l1_ l-



i l捕 数

採 卵 場:業: 実施区分 l
海 l 水 系
区 l

捕 1雄

採 卵 場

担 当

事 業 場

実 施 区 分
海 1水 系
区 1

ま け l1 す
一爾

さけ 1 ます
適田1 逆 適 田聞l d離 lll構l別寒辺牛

釧 路 1茅 程
″ 1雪 種

襟 1阿 寒 l河 寒
裳 l茶 路 l茶 路

以 1音 別 l音 別
l十 勝 l十 勝 太" l千 代 田
東
l ″ l東 3 3 号
海 1 ″ 1幕 別

区 l : 1利 別
1 l打 内. ″ 東 l 5 号
l歴 舟 ,歴 舟

太 国

創 路

館 居

阿 寒
/ /

/ /

十 勝
ll1'

慕 別
//

//

札 内

/ /

大 樹

c
C
C l

l

l .

i
ll
l'

1
l
l
l
l
l

1

l (子蔵更場l 幌 別
元 浦

l 三 石
後 l
j 静  内

裳 1 新 冠
l 船 川
以 l 勇 払
西 l自 老
1敷 生
l l渡島支翻
海 : 長 万 部1 遊 楽 部
区 i 茂 辺 地

1 知 内
l 電 川

l幌 男

元 浦 1lii
三 i l

静 n
新 冠

iti Jl

勇 t1
白 差

敷 生

長 万 部

遊 楽 部

茂 辺 地

知 内

急 川

静 内

/

/ /

//

/ /

/ /

( 千 歳 )

白 老

敷 生

八 雲

/ /

知 内
/ /

/

°o l

ol

o 1
c) l
l

i l〇 l
1

o l

c c
c
C
0

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇
0

〇

〇

7 1 4 8 2 1 :2 '0 ol
l

1 4 1 1 4 5 4 10 0 0

総 計 l l 6 3 l 7 6 4 1 1 8 50 10 2 11

( 誌 )

サケ、 マ ス共実施個所
サケ  のみ  ″ ″

マ ス  ″ ″ ″

姫 マ ス ″  ″ ″

計

( 道 )

9

9

0

l

・ l g

-2-

( 民間 )

1 8

3 2

7

0

5 7

( 計 )

2 7

4 1

7

1

7 6

( 第 2 表 )  陸総捕獲事業実施体制総括表

海 区

1 1 実 tla 区 分
備 考水系数 捕 獲

採卵場数

さ け 1 ま す

道委託 民間委託 適委託 民間委託

オ ホ ー - ツ ク 海 区
日 本 海 区

根 室 海 区

標 裳 以 東 海  区

:際 - 裳 以 西 海  区

計

1 5

9

1 8

7

1 4

6 3

1 6

1 3

1 9

l 4

1 4

7 6

5

5

2

2

4

1 8

8 l 5 l l 0
5 l 3 l 4

:; l ; l '。
15:1 1:l 2:

2. 鮭a化放流実施体制
昭和3  8年度の人工」i・化放流津業は 4  4個所 (国営4  1 ケ所、民営ふ化1a3ケ所 )で実施し、3 8
水系に放流した。なぉ親魚の捕獲を実施している河川のうち、ふイ l期iのない1 1水系には、稚魚e)
還元放流を行つた。

( 第 3 表 )  昭和38年度陸総ふ化放流実施体制

海

区

放 流

水 系 名

放流実施

事業場名
支 場 名

魚 種

iii5i 海区 放 流水 系 名 放流実施算業場名 支場名
魚 種

館 總

岩 尾 別

斜 里

藤 琴

細 走

常 昌

蕩 別

清 滑

幌 内

徳 志 別

北見觸ll

屯 別

岩 尾 別

斜 里

漢 琴

細 走

北 見

移 別

清 清

幌 内

德 志 別

歌 登

屯 別

北 見
/ /

/ /

/ /

/ /

/ /

/ /

/ /

天 塩
/ /

/ /

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

日
本
海
区

石 持

現 別

利 別

厚 沢 部

支 場 湖

尻 別

利 別

厚 沢 部

千 載

渡 島
/ /

/ /

⑩
〇

オ

ホ

1
ツ

ク

海

区

〇

〇

〇

計 6 8 3 8

ア-

羅 自

素 別

伊 茶 仁

標 津

/ /

当 幌

西 別

風 蓮

別 当 資

羅 自

:意 別

伊 茶 仁

根 室

中 標 津

計 根 別

虹 別

浜 中

厚 床

根 室
/ /

//

/

//

/ /

//

//

//

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

根

室

海

区
計 l l l 1 2 l l 、2
日
本
海
区

天 ;li
/ /

石 持
/ /

天 塩

中 川

千 歳

音 江

天 境
/ /

千 歳

//

〇

〇

〇

〇

〇

計 8 9 1 9 7

-3-



( 民 間.i l・化 施 設 )

海
区
放 流

水 系 名

放流実施

事業場名
支 場 名

魚

: i
種-=題: 海区 放 流水 系 名 放流実施事業場名

民 間

実施者名

魚 種

一始f
篠

整

以

東

海

区

一評

別寒辺牛

創 路

/ /

図 寒

十 勝

/ /

/

歴 舟

太 田

9ll 路

8 居
阿 寒

十 勝

札 内

幕 別

大 樹

十 勝

//

/ /

/ /

/ /

/

//

//

〇

〇

〇

0
〇

〇

〇

〇

根室

以西
/ /

床 丹

的 川

茂 辺 地

床 丹

期 川

茂 辺 地

野付漁協

期川″

茂辺地″

〇

〇

〇

〇

計 3 3 3 3 l

e) 書?lし 利別は休止
(還元放流実施河川)

海

区

放 流

水 系 名

放流実tla
事業場名

支 場 名 l告r器一5 8 1 8 0

標
集
以
西
海
区

静 内

白 老

教 生

遊 楽 部

知 内

静 内

自 老

敷 生

八 雲

知 内

千 歳
,//

/ /

渡 島

/ /

〇

〇

〇

〇

〇

日本

根室
/ /

/ /

以東

以西

/ /

/ /

/ /

/ /

/ /

朱 太

元崎無異

患 類

矢 臼 別

茶 路

幌 別

元 浦 河

三 石

勇 払

長 万 部

亀 川

尻 別

藏 別

伊 茶 仁

風 蓮

鶴 居

静 内

l '

/

千 裁

八 雲

知 内

渡 島

根 室
//

/ /

十 勝

千 歳
/ /

/

/ /

渡 島
/ /

〇 1
l

o l
〇 l

l〇〇:ll〇 l
l

o l
o 1

5 5 2 5 0

計 l
総t 3 5 4 1 6 1 41120

l 1

l
l

l

1

計 ' '1  9 4 1 l l1l

( 第 4 表 ) 陸llliiふ化放流実施体制総括表

1 放 流
海 区 ,' 水系数

.i,化 場  数 実施区分 1
一二n ' 1 備 考
態 l 解 1国 営 民 営 l 計

オホーツク海区 1 l 1
日 本 海 区 1 6
根 室 海 区  9

l 標裳以東海区 5l
標 整 以 西 海 区 l 7

l
計 1 3 8

1 1

- 8

9

8

5

l 4 1

0

0

l

0

2

3

l ':

l ?;
l ':

l i
l 4 4

1 0

3

8

0

0

2 l

観 の 項 に は 解 l  を含t

l

、一a-

3. 鮭 鱒 増 殖 事 業 経 費

昭和38年度の予算額及び決算額は下記の通りである。

( 組  0
水 産  庁

( 項 )

北海適al朝解イ開
( 目 )

人 当 経 愛

職 員 旅 費

庁 費

光 熱 水 料

採 卵 解  化 放 流 費

事 業 用 機 '械器具購入  費

土 地 建 物 . 借 科

名 所 修 構 費

親 魚 捕 構 事 業 委 託 t(

国有資産所在地市町村交付金

施 設 整 備  費

不 動 産 購 入 費

( 予  算 額 )

2 6 2 . 5 7 l Z 2 5 8

2 6 2 5 7 7. 2 5 8

l 0 7 6 8 2 . 4 7 3

3. 5 5 2 . 6 1 1
4 . 3 6 4. 8 6 0
1. 4 5 ' S l l 7 4
1 ',. .'1 ・・ ・ ク 1・

3 0 . 0 4 1. 2 1 3

、7. 5 8'6 7 3
5 . 5 4 1 . 7 9 8

2 . 4 1 4 9 9 3

3 91 8 5 5 . 1 9 6

5 1. 7 1 0
4 4. 7 0 (1. 6 7 7

3 2 a 8 8 0

( 決  算 額 )

2 6 4. 2 7 3 . 0 0 0

2 6 4. 2 7 3. 0 0 0

1 0  a 6 5 7. 0 0 0
3 . 7 8 3. 0 0 0

4. 6 . 4,6,0 0 0

1. 5 l 6 . 0 0 0

3 a 0 5 , t 0 0 0
、7. 5 8 a 0 0 0
5 . 5 4 2 . 0  0 0

:l l.4 1 フl.0 0 0
3 9. 9 7 t 0 0 0 0

5 2 . 0  0 0

4 4 . 7 0 l. 0  0 0

3 4 4. 0  0 0

4. 北 海 道 鮭 鱒 孵 化 場 の 現 員

昭和3 8年 3月 3 1日現在の本' 前別の人員の配置状況は第5表の通りである。

( 第 5 表 )  本支場別人員配置表

場 名 事 務 官 l 技 官 属 l 定 夫 常 動 合 計

4 7

2 1

3 0

2 4

l 4

1 7

l 2

本 場

北 見

根 室

十 勝

天 塩

千 歳

渡 島

1 7

2

2

2

4

1

2

2 4

1 6

2 3

2 0

7

1 2

l 0

5

3

4

2

3

4

l

l

_ 計 l 3 0 l 0 2 2 1 2 1 6 5

( 證 ) 定el,1 6 7 名  C内?1)1 5 5 名?2)3名研9名〕欠員2名(研 l名行( l ) 1名)M、3 5 名-5-



5.

能 li1尊漁業 の 現 況

本il?沿岸にぉける能解漁業は、特に確の漁解は毎年增加の傾向を示し、1lfiは奇数年次に好漁を

示している。 しかし一方では沿岸に画帰する購親魚が增加しているにも拘らず、 河川への .沂上率が
逐年低下の傾向を示しているため、 河川内における捕獲勢力の向上にも拘ら 一;:、人工ふ化部義に必
要な時親魚の河川内補獲数は横tiいの状態にある。

このことは人工ふ化事表における放流効率が向上してきた tのによる tのと推測されるが今後、

館總資源量を更に増大させ るためには、再生産計面に必要な親魚の沂上数を1ll,li加させることが急務
であるo

最近5 ケ年1l111lの海区別、 魚觸 l」漁獲高は第6、第7表及び第l 、 第 2図に,l-i1:i- ',1養l,りである。
( 第 6 表 )  海区別サケ沿岸漁獲高 ( 単 位 : 尾)

( 設 )  上段◆ 應は計に対する百分率。

( 第 7 表 )  海区別マス沿岸漁獲高 ( 単 位 : 尾)

海、、、、、、、、 度 1 昭 和 3 4 年 1 昭 和 3 51 昭 和 3 6d 昭 和 3 7 年l 昭和3 e年 1 解 均
区、、..、 l(1 959年) l ( 1 9 6 0 年1j ( 1 9 6 l 年1j ( t96 2年j(1 9 6 3年 ) j  5 ケ

オホーツク海区

日 本 〟

根 室 ″

線 整 以 東 ″

″ 西 i 「

計

( 1・4 %j ( 1.3%:
5 29 4 9 0l 3 9 9 1 5 4
( 1 0 . 3  )1 ( 1 6 . 5  )
3 . 8 1 6 . 0 3 91 5.023.8 9i
( 4 1 . 7  )l ( 3 a 4 )
1 5 . 4 2 6 . 1 1 S110.176.76 :l
( 4 i 9 ) l ( 4 4.4 )
1 6 . 2 53.7 6 7 13. 5 5a78 1
( 2.7 ) ( 4.4 )
9 8 2 . 0 4 3  1. 345 .337
( 1 oo.o ), ( l cao )
3 11:0 07 4 5 4l30.50 3.9 2 1E

( 1.3%)l ( 1.4%) l  ( 1 ・ 4% ) l ( t 4%)
5 29 9 5 9 l 394 . 6 8 7 l 806 .2 0 0 l 5 3 1.89 9
( 3 . 8 ) ( , t 1 ) l ( 5 . 3 ) , ( 7.8 )
t 5 5 1.4 8 1 1 t 6 6 1. 9 7 1 1 '0 3 6 . 7 8 3 i i 0 1 a 0 3 4
,7解 411、7.;;ii31 l 32 .機2 a 1、a燃 7i
( 5 t 7 ) l ( 2 4 . 4 ) 1 ( 3 3 . 6 ) l ( 3 9 . 8 )
2 1・1 2 2 . 9 9 21 6フ3 a 6 4 0、1 93 71. 1 1 5 l 5 . 4 0 1il.0 S9
( 1.3 ) ( 2 . 8 )  ( 2 . 7 )  ( 2 . 7 )
jj言・;9 81 j j a3 8 8 1 l・58-8 1 ・o 4 5 . 1 4 9
( . ) l ( ao ) ( l oao ) ( 1oao )
4 a87 4.8 7 9,21.56 1l:l 2 5 l 5768 1l:2 0 2 l3 a72a1 1 8

( 註 )  上劇 )内は計に対する百分率。-6-

7 0」

6 0

3 0

2 0

%

( 第 1 図 )  海 区 別 沿 岸 漁 獲 傾 向

( 昭 和 3 4 ̃ 3 8 年 )

/、、/
/ 、¥
/ 、、/ 、、、、,.__一一一一 オ ホ ー ツ ク・・ ' ' '  '

/
/

:t.リモ以東

'，/

/、1 、

/ 、
/ 、
1 '
/ 、

/ 、

/ 、

/ .;t爽 室

、,/' エリモ以東・'

3 4  3 5  3 lll 3 7  3 8  平均 3 4  3 5  3 6  3 7  3 8  平 均

( サ ヶ ) ( '・' ス )

-7-



( 第  2 図 )  海区別沿岸漁獲高対比図 ( サ ケ )

一8-

(). 、健 增 殖 事 業

( 1 )  鮭 捕 獲 採 卵 概 況

本年度、本適沿岸に回帰してきた 確親魚は、前年度を更に上理る数字を示し、特にta岸漁獲高は
最近5年間の前半年度(昭和34、 3 5 年 ) の 2 倍 強 に あ た る 3 . 9 5 3 0 9 l l;尾の好漁であった。

しかし河川えの沂上数は、前年度より推定で 1i 6 % も下il国lるS 9万尾程度に終 一:たため、 1lli上推定

数に対する捕i愛効率が向上を(58 . 5 %→ 6 0 . 7 % ) 示 し た に i、拘らず、 揃獲は計画数の749 %、
3 6 a 3 6 8 尾 で あ った : o なぉこの捕獲数は前年度より 1 0 . 6 2 0尾少いが,,難l親魚がini1l:度 よ り
1.1 ll; 8尾多かった た め、採卵数は前年度より 7 5 4 3 . 8 l 0 粒 上 理 る 3 6 2 . 4 4; 1. 2 1 0 粒 で あ
つたが、計画数に対しては 6 4 . 2?の成績を ,ll、つて終了した。

次に最近5ケ年間にぉける沿岸漁輕高と河川えの f i:上数及び河川内施数の関係を示すと第8表

及び第3図の通り-と な る が、 この表で明らかに示されるように、 5年前においては治岸回帰親魚の
う ち 2 4.9 'll,が河川に1fi上し、 また総捕獲数のうち ' t 0 %は河川内で漁推されてぃるのであるが、
本年度の河川流上率は1・. 1 ? 、河川内捕獲率は a 4 %と何れも半分に返い低率を示している。

g_



( 第 8 表 )  サケ親魚の沿岸回帰と漁獲の傾向

海

・区

、 、、、t
区 度、、、____ 昭ft134年 1 昭和35年(1959均 l ( l 9 6 0均

l
t

昭和3 ,ll年
(196lg

昭和37年

( l 9使与

昭和38年

( l 9 6 3与

・ i A、 沿 岸 漁 獲 高
1
l B、 河 川 流 上 推 定 数
全 l
・ C、回 帰  総 数  ( A 十 B )1
適 l D、 河 川 内 捕 獲 数
l
1E、捕 fi 総 教  ( A 十 D )

尾
'uB511;17 6
612915

2464.89l

311通499

2205475

尾
1al 5:249
51aア77

ク事l','ln26

30S.l32

2;l2a38 l

尾
3081iフ21

767.l 84

3e50905

421l1506

35112:27

尾
i1l'Sl654

6357S9

y 53413

3709 38

3A901642

尾
3953095

59u57

4546552

360136e

43134e

一 l 沿岸漁獲率
l F、回'解i数に対する
計 l 河川1ir上率

75.l %

249

7a1 %

219

801l %

1'99

833 %

1 0

869 %

lal

l 沿岸漁獲率 l 84p l 的 6l
l 0、捕粧総数に対する '

1 河 l 開 率 l 160 l 144

1 H、 河川折上数に対する捕獲率 l (器) l (ja器)

81l.8

122

(田9)
前

8a.4

1a6
(605)
sas

9t6

a4
(626)
60フ

オ

ホ

l
ツ

ク

海

区

l沿 岸 漁 獲 高 l M多
l

河 川 1lli 上 推 定 数 l 1 4 0 9 7 3

回 総 総 数 l 9 7r:52ア
河 川 内 捕 糖 数 l 額,:742
l捕 獲 総 数 l 922296

l lma春1 21理66
t313286

ll 13a170
l 123a190

尾
1;7:2S.635

1服 1解

1S2a789

6232e

tフ811l.9e

尾
1411.666

8 ll22

t4タa68B

5al554

1.,46i320

尾
1 8M 1 8

l 01309

l95Z927

65892

1922S10

回婦総数に対す る河川新上  率

捕獲総数に対する河川内捕獲率

河 川 iFi:上 数 に 対 す る 捕 獲 率

141ll %

船

(622)
6 的

l6 2 %

112

(60B)
ll151l

54 %

的

(620)
6Q ,a

58 %

i 9

(695)
6li:l

52 %

u

(689)
65fl

沿 岸 :l意1 獲 高

河 川 ft 上 推 定 数

回 帰 総 教

尾
3at95 .
a755

6a,6!i0

尾
24891

22438

4Z329

al 7、
lu062

尾
16245

31l l294

;l5539

13B87

30;l32

尾
44372

'56 340

l01212

22235

6Z157

尾
25553

56082

81635

21.981

4Z534

日

本

海

区

河 川 内 捕 獲 数

捕 獲 総 数

11383

5Q278

回帰総数 化 対す る  河川析上 率

捕獲総数に対する河川内捕獲率

河 川 析 上 数 に 対 す る 捕 獲 率

4.l3 %

22l6

(429)
. 383

l 4Z4 f
24フ

r (i器)

7a7 %

46.1

(3Sl8)
353

55フ %

332

(45l6)
39・6

6a7 %

4,62

(440)
.3 9.つ

- l 0-

海

区

根

室

海

1̃ j l 昭 和 4 年年 l
l̃ ( l 9的与

昭和35年

- ( 19,6,0?

昭 和 6 年

(l961,f9

昭和37年

( l 9 6錦

昭和38年

(1963与

沿 岸 漁 獲 高

河 川 lift 上 推 定 数

回 帰 総 数

河 川 内 捕 獲 数

捕 獲 総 数

尾
224833

274269

49Sl.1 02

1 7電 1

39a,484

尾
133928

106029

232.957

6 61l59

200087

是
498636

25l:しo88

64a.621ll

15l840

65llll76

尾
424111

l9 7l952

6220e

l 25319

部9.430

尾
677B l:l4
180586

フ5a390

1 2a818

79a622

区 回帰総数に対する河川 沂上率

捕 解 、数に対する河川内捕獲率

河川沂上数に対する捕獲率

549 %

43.6

( 635)
a

442 %

31S.1

(626)
624

3a6 %

233

( 6“)
605

31.8 %

228

(a7 )
6 第

238 %

l 51

(6Z2)
669

沿 岸 漁 獲 高

河 川 1l;T 上 推 定 数

回 帰 総 数

河 川 内 捕 獲 数

捕 獲 総 数

尾

555フ6S

14a074

69li842

64B90

6206S8

尾
351i415

151072

50,u93

n99 6

435.411

尾
625243

341381

966624

17a266

803509

尾
754303

25a224

tf112527

144689

8981992

尾
866フ82

233492

1.10a274

1 36i)16

1.0027'98

標

裳

以

東

海

区

lE開総数に対する河川 析上 率

捕獲総数に対する河川内捕獲率

河川沂上数に対する捕獲率

20.1 %

104

( 461)
463

:n8 %

1a,,l
(5il5)
530

353 %

2a
(528)
522

255 % l 212 %
161 j l i 6
( 56 5) 、 ( 5a7)
560 1 583

襟

裳

以

西

海

区

沿 岸 漁 獲 高

河 川 西 上 推 定 数

回 帰 総 数

河 川 内 捕 獲 数

捕 獲 総 数

尾
195926

2Z844

221i770

17B33

211i759

尾
19ll995

1a% 6

2 la961

1 2 9 6

212631

9 %

5 9

( 7“)
6,6,6

尾
211l962

32367

25a329

21.l85

239.147

尾
48';i'02
3422l

518923

22041

506フ43

“ %
43

(728)
644

尾
526338

21.988

54a326

15.661
541999

回帰総数に対する河川 1ft上率

捕獲総数に対する河川内捕獲率

河川新上数に対する捕獲率

1 2ll %

的

(732)
640

l 2 9 %

a8
( 7最1 )
6a5

4」0 %

29

(869)
7 l 2

( 註 )

1. 上記の表の内、 河川 tlti_数に対する捕獲姿_ 概の、上段( )内の数字は事業実施河川に
:1it:1iした数に対する捕獲率である。
2, サケのillj:上する河川は. 全適で1 6 0河川あって、 このうち55河川が事業実施河川で
あるo

- l l-



（単
位
万
尾

）

a 事業実らai河川に流上する数は、全河川 ifti::数の 9 7~9 8 %に当 り、?利用河川1lli'上数

は 1 0 . 0  0 0̃ 2 0 . 0  0 0尾の間であるo
4 ifi:上河川と事装i実施河川は、 オ ホー ツク海区では3 3河川のうち1 3河川、 日本海区で

は. 42河川のうち6河1l l l.根室海区では、 2 , l l河川のうち l 6河川、標室以東海区で
は 2 1河川の うち7河川、同以西海区では38河川o::lう ち 1 3 河 川 と なっている。

( 第 3 図 )  沿岸漁獲高と河川内捕獲数との比較図

( 過去 5ケ年間海区別 )

iコ…・・・………… 沿 岸 漁 獲 高

-

國……一……… 演りl l内捕獲数

第 e表及び第3図から考察されることは次の通りであるo

全適総計で、 回帰親魚の沿岸漁獲と河川演tの比率力1、年◆沿岸漁獲高に增加し、河川 、通上に城
少を示して い るtとは、 増; t尊業推進上,の大きな問題点で、 これを解決しな <ては大きな推進は期
L難、、。 ,,

特に本年度のように回?魚が著しぃ增加を示した年に、最近5ケ年の平均であるl 9 3 %程度の- l 2- ・

河川1lfj上率が得られたと仮定すると、河川? 上魚は87 7. 5 0  0余尾とな り、 5年前同様の24・9
f と す る と 1. 1 3 2 . 0  0 0余尾となるので、平均 6 0 %の捕獲率をあげれば、 前 者 は 5 2 4 5 0  0
尾、後者は6 7 ';l 2 0 0尾の捕獲数となり、 6̃7償粒の採卵数をあげることt、可能であったと考
ぇられる。
したがって強イl:拡充計画を達成するためには、 沿岸に於ける漁業の規制を合めて抜本的に、 河川
流上数の增加を図る対策を樹てる・,・,t.きで河川1iij1上率を向上させることが出来れば、近年の回帰数か

らみて8億粒の日標達成 t難事ではないo

次に各海区別に傾向及び問題点を挙げるo

( -ォホーツク海区)

沿岸漁l座高〇最4多い海区で、 全道治岸漁獲高の約50 % (第 6表及び第1図参照)を占め、l 0  0
万尾以上の漁獲をあげているが、河川えの親魚 1llr上率は 3 6 年 ( 1 9 6 1 年 ) 以降は 、 この海区に

回帰する親魚の僅か s %強である。 この率l,:i本年度の全通平均 ' 3, 1 %に比ぺて;書し<低く、 特に
沿岸漁獲が著し< j精大した年次以降、 3ケ年に亘つて低率を示してぃることは、 今後の增殖事業を

実施してゆくに当り、 最先に取上げなければならなぃ問題点であるo

この海区にぉける河川新:上率を、 現在の 2 倍に当 る l 0 %以上に向上させることが出来れば, 近
年の親魚回遊状組からみて、 1 0万尾以上の河川内捕獲が容易であるo

( 日  本 海 区 )

沿岸回帰数 tオホーツク海区の3、, 7 %程度で、 近年は沿岸漁業の不振による構もあって、河

川.1流上数のほう が沿岸漁獲高より多い額向にある。 しかし1l;:r上の絶対数が少いことと、 構、天塩

の2大河川内での捕獲効率が低、,、た‘1・)、 5海区のうち最低の捕破率を示しているが、 全適的にみて
大きな影響は与えていなしo

この海区にぉける今後の問題点は、サ ケift上河川4 2の うち 6河川よ り事業に利用してぉら 一f、

しかi,金部で5.50 0万粒余りしか収容設備のな 'いことが不振の大きな原因の一つにあげられる。

勿論石狩、天塩の2大河川の水質汚濁ll,大きな原因の他の一つである力11.?河川の育成と共に 」l '
化放流稚魚 ,lo増大を図ることであるo

( 根  室 海 区 )

沿岸漁獲高よ'l河川1ll1l上数の方が若干上理つてぃた唯一の海区であって、 他の海区に比較し沿岸
線も著しく狭く、 その上サケ1fj上河川26のうち1 6河川で事業を実施してぉり、河水 t清程でサ

ケの1l1j上には申分のない環境を示しているため、.i・化施設も逐年增強され、 現在ではl 7 l 3 0 万
粒の収容設備を有し、この海区の回帰親魚数は逐年増加しているが、 38年度の河川流上率は23.

8 lbで、 3 4 年 度 の 5 4. 9 f に比ぺ半分以下になっているo

この河川流1上率は全適的にみた場合、 決して低いものではないが、 i化放流の規模と河川、 海面
の環境を考えた場合は、海区捕獲総数の25必程度が河川内で捕獲し得るように、河川沂上数の増
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加を図ることが望ましぃ。

( 採裳以東海区  )

t一職、釧路の2大河川を有し、河川 1fi生 1線魚も両河川で大半を ・占めている。 しかし河川が大きぃ

ことは、 日本海区の2大河川の場合と同様、河川内の捕獲効率が悪く、河川 1ilii::数に対する海区と

してa)捕獲率を低下させていたが、近年捕獲場の下流移転等の積極的捕獲1i力が実り、 逐年向上の

一途を示している。一方この海区は根室海区に次 ぐ l 6 8 6 0万粒のi化施設を有し、放流稚魚も
逐年增加しているた め、これに伴つてiel岸回帰数、 漁渡高とl、に増加傾向を示している。一方回帰
数に対する河川iii上率 t 3 6年 ( 1 ';' 6 l 年 ) を除いて余り大きな変化がなぃ。
したがってこの海区の今後の間題点としては. 河川内の捕獲効率を更に向上させることと、捕獲
場 1o下流移転に伴つて生ずる未熟親魚を如何にしたら長期間tli耗なく書養し,採卵に供するための

技術的問題を解決するかということである。

( 標 裳 以西海区  )

沿岸演渡高、 國帰数ともに逐年増カllし、 3 8 年 度 ( 1 9 ,6 3年 )の如きは、 34年の採裳以東海

区a.敏する 5 2 6 ・ 0  0 0余尾の沿岸漁獲高を示している。しかしこの海区は日本海区同様に. サ
ケの沿岸回遊経路e:)本適での末端に位置し、 サケの流する河川は38河川あるが、日配岸の数

河川を除、・、ては何れも流程の短い河川ばかりで、 茂辺地川以外は河川流i:率が著しく低く、.il,化設
備も 4. 0  0 0万粒余であるo

この海区の問題点としては、 日高沿岸地区の河川折上数の增加を図ることと、 日本海区同様あ化
放流稚角:oo增大を図ることである。

本年度の事業計面と実制;l.び捕獲、採:卵', 放流成検の海区別比率は第9表及び ,・図に:示llr・通りで

あるo

-l 4-

( 第 9  表 )  :事業計画と実績並びに前年度との比較

昭 . 和 3 8 年 度 昭和 3 7年度 1 誠年度との
l

l

実 la l 対 1l:1a1li城
区 分

計 画 数 実 績 l 達 成 率
捕 獲  数

字使用数

採 卵 数

収容卵数

孚出尾数

放流 ″

4 6 a7話
尾

2 0 5 . 7 5 l

粒
564.14Cl.000

粒
531.974.0 0 0

尾
494 . 736 . 0 0  0

尾
493. 7 05.0 0 0

3 6a3 6号 1 7 6f
l

l 4 4e 9 0 l 7 1.4
粒 1

3 6 2 . 4 4 1. 2 1 0 l 64.2

3 1 a 3 4 5 .6 4 0 、 59 8

1285 . 2 7 a84 0  57.7
l

2 7 2.105.9 0 0 l 5 5 . l

r号 1
3 7a98 l t-j 1 0 . 6 2 0

1
1 3 M 3 l t的. m7

3 5 5 . 0 87. 1 0 0 l的 1il . 3 5 4. 1 l 0

332 . 072 . 040 lt→1 3. 7 2 6 4 0 0

2 9 6 . 2 0 4. 3 80 l f→1 a 9 2 5 . 5 4 0
l

2ea7 4 2 . 7 0 0 :f→ a6 3 t 8 0 0

海区別陸捕獲成績図 海区別鮭採卵成續図
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昭 和 3 8 年 度 支、・ 事 業 場

支場 事業場
捕 獲 数

l
使 用 親 魚 数

率 l 3 計 年 1 な 計

北 見、

lel 内
清 精

海 別

北 見

細 走

漢 琴

斜 里

岩 尾 別

尾 l 尾
8 9 0 1 7 9 1

t 6 2 .' i 1.898
1

1 1. 2 8 9 1 l 1. 5 8 l
l

1i.4 49 l 5 . 5 96
12.7 5 4 l '1. 6 5 8

l

l 6 l 1 l 0 3

l
t 3 6 4 1  1. l4フ

l

2 '8 l 1 9 9

尾
l . 6 8 1

a 5 1 9

2 287 0

1 1.0 4 5

20.4 1 2

2 6 4

2.511

4 l 7

尾
8 5 6

1.5 5 7

l a4 4 9

4・8 1 4
l 2 . 5 3 0

1 lll1

t 2 5 0

2 l 7

尾_4 0 8
7 4 5

1i1 0 l

1.937

1li. 2 9 7

1 0 3

4 7 7

l 1 6

12.1 e 4

';l 、5 4 3

尾
l.2 ll;4

2.302

l 5 . S 5 0

6.751

15.82 ;l'
.2 o 4

' 72ア
3 3 3

計
本 年 度 1 3 a7 4 6
前 年 度 l 2 6, 9 2 5

2a 9 7 3

26.8 1 3

62.71 9

53 . 738

3 t 8 3 4

2 4.8フ7

4 ,t 0 1 8

34 .420

2.956

l li.67 6

8 0 6

1 1. 5 9 9

1ア5

4.1 4 6

3 7 7 11l 9

42 3 5

. 6,639

根 室 l 羅 日 l 2.228 1 1.886
1 素 別 l 2 5 6 0 1 62 l 4
l 伊 茶 仁 l 5 7 4 1 3 4 9l 根 室 l a3 9 0 j a2 0 8
1 中 標 津 3 t 1 8 8

l 計 根 別 l 2.910 l 2 .384
l 虹 別 l 2a3 0 4 1 3 2 . 5 0 8
l 浜 中 l ・ M 1 44 5 0

1 厚 床 l 4.671 1 4.636

l

4 . 1 l 4  l 1.9 6 7
l

15.7ア4 l 9 . 2 6 9

9 2 3  l 5 6 7

1t59 8 1 7 9 4 7

2 1 9  1 l 2 3

5 . 2 94 2.874
l

60 . 812  l 2,ll.550

l
「 7 7 7  1 2.9 3 2
9 3 0 7  1 4.494

9 8 9

4. 4 0 7

2 3 9

3. 6 52

5 2

1 .272

l t l 9 9

1. 3 0 3

2.1 4 5

計
本 年 度 1 6 a0 9 5 1 6 a7 2 3

1 .
前 年 度 1 6 2 . 8 8 9 1 62.430

l 2 a8 l 8

l 5 . 3 1 9

5 6 . 7 0 3

5 i 4 5 6

2 1i2 5 8

2 0 . 5 6 2 ;:::
十 勝 太 田

例 路

ll 居

阿 寒

慕 別

1i6 9 0 1 3,1 8 l
i

3.6 0 0 1 3.9 6 5.
4.481 l 4 .430

1

4 6 4 l 743
1
1

5.4 6 4 l 7 5 l、

,b 8 7 1

7.5.65

a 9 1 1

1.207

1 2.9 7 5

ll1 0 1 1.625、 5 . 2 35
同場のi使用親魚数は、能事業

l6 . 7 l 6  2 . 7 7 6 l  'll.492

l4 l 2  9 9  5 l l

‘lL70 5  1.369 6,0フ4
l l ・
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別、 鮭 親 魚 捕 獲 採 卵 成 績 表

採 卵  数
収 容 前

死 卵 数

l
収 容 卵 数 l:三 j 平 均採卵数 実 施 期 間

- 粒
2.48◆90 0

1l 5 69. 5 0 0

22 . l 3「7 0 0

11,,5 5 5 . 2 0 0

2 a0 26・2 0 0
容 (7フ: .500)
3 6 3 . 6 0 0

i 366・000

4 940 0 0

粒
1 1.4 0 0
1 3 a0 0 0

2.134.10 0

2 27. 3 0 0

855 .70  0

( 2 . 5 0 0 )
1 t 1 0 0

4 1i5 0 0

1.500

粒
2.472.50 0

3 .431 .50  0

2 a 0 0 1i6 0 0

1 i 3 27. 9 0 0

2:1:. l 7 0 . 5 0  0

( 75.0 0 0 )
352 . 50  0

3.3 2 2 . 5 0  0

4 9 2 . 5 0  0

%
96.2

96. l

92 .5

8 a 3

9a2

1 oao

9 1.6

9 'l l 5

粒
2 . 90 l

2.293

2 .118

2.815

:2.237

2.258

2.692

2 .276

自 至
9. 1̃ 1 2 . 2 0
9. l 5̃ 1 2 . 2 3
9. 1 ̃1 2 . 2 0

'9. 1 ̃ 1 2 . 2 0

9 l̃ 1 2 . 3 l

l l11. 1 8̃1 2 . 2 5

9. l  1 ̃ 1 2 . 2 4
1 a l 1 ̃ l 2 . 2 5

一寄 ( 7 f. 5 0  0 )
7 1i9 9 6 . l 0 0

寄 ( 8 53.2 2 0 )
5 2 6 1 4. 9 2 0

( 2 . 5 0  0 )
1i・4 2 2 .‘6 0 0
( 1-2 0 )
2 . 7 2 4.5 2 0

(ア 5 . 0 0 0 )
7 a5 71i5 0 0
( 8 3 4 8 0 0 )
5 4.a 9a 4 0  0

94.3

92.4

2.324

2 . 3 1 6

9. l ̃1 2 . 3 l

9. l ̃ 1. 1 0

1 0 .  1 ̃ 1 2 . 2 5

l;l 1 1̃ 1 2 . 1  0

9. 1 1 ̃ l 2 , 5

9 4 ̃ 1 2 . 2 2

a 1̃ 9l 3 0

9. 1 1 ̃1 2 . 1 5

9l l ̃ 1 . 2 4

9. 1  '!̃1 1. 1 5

9l l ̃ 1 1. 2 9

海 ( 9 1 2 . 0 0  0 )
4.494.60 0

2 l.0 01.70 0

t 2 6 1i3 0 0

1 a7 3 6 . 8 0 0

3 21l9 7 0

6 . 7 6 2 5 0  0

6 1. 7 l a2 0 0

';. 9 4 4. 3 2 0

1 1.3 3 l . 0 0 0

( 29. 5 0 0 )
1 09.6 0 0

8 l 4 . 2 0 0

37.8 0  0

71 9.1l l 0 0

5 . 4 70

3 l 3 . 3 0 0

6.481.900

2 0 1.2 2 0

2 4 1 . 0 0 0

( 8 8 2 . 5 0 0 )
4.385.0 0 0

2 0 . l 81l 5 0 0.

1.227. 5 0  0

l a0 1 l l l 5 0 0

322 . 50  0

1l1. 4 4 l;l.0 0 0

5 5 . 2 2a3 0 0

:ll.74 3'1 0 0

1 1.09CL0 0 0

1
8 a3 2 . 2 8 5

9 a7 2 . 2 6 6

9 a8 2:232

194.7  2 .358
l

9 3.9 l 2.666
1

9 a8 l a3 5 3
93.7 2.326

18 a1 l 2.710
196.3 2.521
l

海 ( 9 1 2 . 0 0 0 )
l 33.5 7 4.190
( 6 43.2 0 0 )
1 3 6 . 2 19. ll1 8 0

( 29 5 0 0 )
a 9 2 3 , 7 9 0
( 1 5 . 7 0 0 )
12 . 94 1.2 8 0

( 8 8 2・5 0 0 ) l  g 4.4
1 2 4. 6 5 0 . 4 0 0 l

( 6 27・ 5 0 0 )  1 8 a2
1 2 ◆ 2 7a 4 0 0 l

2.1S 5 1l1

2.456

a 1 :l,・ 1 2 . 2 5

a 1 0̃ 1 . 2 7

a8 87. 0 0 0 1 391 . 5 00
構含ん で い る。

l
1 7. 0 4'6 0 0 6. 6 6 al 0 0

9 6◆ 5 0 0  16 . 000

11.222 .100 3.1 9a1 0 0l

a 4 9 5 . S 0 0

1 a3 7 5 . 5 0 0

94 ';. 5 0 0

a0 2 4 . 0 0 0

9 1l l 8

8 3l. l
8 a8

8 6 1

2.462

2.538

2 .339

2.3 8 5

'9. 1 7̃ l 1. 1  3

1 a 6̃ l 1. 1 6

'9. 1  a ̃ l 1 . 2 6

'll. 9̃ l 1 .  3

9. 1 0̃ 1 1. l 0
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l 捕 獲 数 使 用 親 魚 数
支場 1 事 業 場

1 率 合 計 字 0 計

札 内

十  勝

大 樹

尾
3 1i2 9 2

9 l 0 6

3 5 6

尾
4 6 . 4 2 7

ae 5 2
4 5 4

尾
79 7 19

l 7. 9 S 8

8 1 0

尾
2 0 . 0 1 8

71 0 9 7

3 2 9

尾
5 3 3 7

2.0 0 5

1 S S

尾
25 . 3 5 5

9. l 0 2

4 8 4

計
本 年 度

前 年 度

lll a4 5 3

60.66 8

7 5 . 5 6 3

8 4 . 0 2 1

1 3 ム 0 1 6

l 4 . 6 8 9

4 2 . 8 8 7

4 1. 0 9 0

1 3.3 6 6

1 3 . 4 2 2

5 6 . 2 5 3

S 4. 5 1 2

天 塩 德 志 別

歌 登

屯 別

中 川

天 塩

1 4 4

7 6 7

2 5 2

2.9,llS

t 0 1 4

1 5 4

1.59 1ll

2 6 3

2 . 740

l . 3 9 4

2 9 8

2.360

5 1 5

5.70S

2 . 4 08

1 1 2

5 7 5

2 0 3

2 . 33S

6 5 5

4 l

1 9 6

9 S

4 6 4

l 4 3

1 5 3

7 7 1

2 9 8

2.ア99

7 9 8

計
本 年 度

前 年 度

5 . 1 4 2

l 3 0 9

6 . l 4 4

3.3e 1
l 1 . 2 8 6

,6.690

3 .880

2 6 4 l

9 3 9

8 1 3

4 . 8 1 9

3 . 459

千 歳 l 千 歳 l 4 . 0 96
1 音 江 l t5ア6
1 1
1 静 内 l 3 . 359
l自 老 l 1 4 8

l 敷 生 l 2 7 3

5207 1 9.3 0 3
i

1 . 6 0 1 l 1 1 7 7

13. 4.8 l  ,l1.e 4 0
1 5 3  3 0 l

1

3 l 0 1 5 8 3

2 . 8 1 4 1 t 2 2 0
1 . 4 7 7 1 3 0 2

2 . 708 l 1 0 6 5

1 4 S l 8 4

2 6 8 l l 5 7

4 . 0 3 4

1.779

3.773

2 2 9

4 2 5

計
本 年 度 1 9 4 52
前 年 度 l 1 0 . 6 4 4

l 0 . 7 5 2

1 5 . 1 9 1

20 . 2 0 4

2 5 . 8 3 5

7. 4 1 2

a1 9 4
2.828

3.5 2 5

1 0 . 2 4 0

1 1 . 7 1 9

渡 島 l 八 要

l言 沢 雲
利 別

l 尻 別

6 9 6

2 .82S

5 7 0

3 1 2

9 8

2 6 1-o.6 5 l
43ア

3 4 0

1 3 5

9 S 7

6 .476

t 0 0 7

6 S 2

2 3 3

6 2 8

2 . 6 24

5 7 0

2 9 7

8 9

1 4 7

1 .384

2 9 8

1 4 0

4 4

7 7 5

4 . 0 0 8

ε6 8
4 3 7

1 3 3

計
本 年 度

前 年 度

4 . 5 0 l

7. 7 8 6

t_8 2 4
,6. 9 3 1

9 3 2 5

1 4. 7 1 7

4 . 208

:l l .405

2 . 0 1 3

4 . 3 4 1

6,2 2 1

l 1. 74 1l;

合 計
本 年 度

前 年 度

l 7 3 . 3 8 9

1 7 2 . 2 2 1

l 8 6 9 7 9

l 9a 7 6 7

3 6 0 . 3 6 8

3 7 0 . 9 8 8

1 4 6 9 2 4

1 39 6 6 3

56 .588

5 2 . 2 1 1

2 0 3.5 1 2

t 9 t 8 7 4

( 益 )  (1t) 寄贈及び海産卵子は、 事業場、 支場計構では内数に含め -l l )を附して別
② 試験卵は別記し、 何れ ,i,内数に含め,1l:l。
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採 卵 数
収 容 前

死 卵 数

l 字 親 魚
収 容 卵 数 l

l 使用率

平; 均 1
実 施 期 間

採 卵 数 1
粒

5 i .499. 1 0(

1 a 0 3 '9. 8 0 0

8 5 6 . 7 0 0

粒
1 6 . 4 4 :1l l 0 0

3 . 9 6 l l l l 0 0

6 1 . 6 0 0

粒
37 0 5 2 .0 0 0

1 4 .072 . 7 0 0

7 9 5 . 1 0 0

'lb
6 a 1
7 7.9

92.4

粒
2 .673

2 . 542

2 . 6 0 4

自 至
9. 1 0̃ 1 1. 3 0
9. 8̃ 1 2 . l 0

1 0. 5̃ 1 2 . 2 5
1 1 a5 1 1 . 8 0 0

1 1 4.l 4 0 . 0  00

30.7 49 5 0 0

6.321. ll1 0 0

79. 7 6 2 . 3 0  0

1 07 8 1 a 4 0 0

7 a 9

67 7

2.577

2 . 6 3 7

9 8̃ 1 2 . 2 5
9. 9̃ l 2 . 2 5

3 3 4 . 4 0 0

1. 5 2 7 5 0 0

660 . 0 0 0

6 . 7 2 2 0 0 0

1. 6 9 l:L 0 0 0

1 1 . 4 0 0

a8 0 0

、9. 0 0 0
235 . 0 8 0

8 a3 8 0

l3 2 1 0 0 0  7フ18

1.51 a7 0 0  75.0

6 4 1 . 0 0 0 l 8CL6
l

6.486.920 l 7a 8
1.607. 6 2 0 1 64 .6

2 .986 l 9. 1 0̃ 1 0 . 3 、
l2.657 9 . l 1̃ 1 1 . 2 5
l

l 2 5 1 j  2 2 1̃ 1 1 . 3 0
l

2.8791 9 1 1 ̃ 1 0 . 3 l
l

2 . 5 08 l 9 1 8̃ 1 1 . 1 5
10.93 3.9 0 0

7 3 57. 4 0 0

356 , , 660

2 1 7.26 0

1 0.577. 2 4 0、 7 S 5
l

7. l 4 a1 4 0 l 79 8

l
2.8 1 8 : 9 1 0̃ 1 1 . 3 0

:
2 . 7 8 6 l 9 1̃ 1 1 . 3 0

試 ( 1 8 5 . ア 0 0 )
a686 . 3 0  0
3,6 2 1 . 5 0 0

7987. 2 0 0

3 8 3,. 6 0 0

663.2 0 0

1 5 4 . 0 0 0 1 a5 3 2 . 3 0 0 l 6 a7 l 3 . 087 l 9 1̃ 1 2 . 1 9
l l

7 t 5 0 0  3 . 5 50 . 0 00 l 9 a 7 l 2 . 4 5 2  a 2 6̃ 1 a 3 0
1 8_ 0 l 7 . 7 97 8 0 0 l 8a 6、2.94 9 l 9 5̃ 1 2 . 2 0l1 a6 0 0 l 3 6 5 . 0 0 0 l 9aO i  2 . 6 4 6 9. 2 6 ̃ 1 t 2 3

: l l
15.7 0 0 l 6 47 5 0 0 l 98.2 l 2 . 4 7 4 l l a 6̃ 1 2 .  6

試 ( 1 8 S . 7 0 0 )
2 l.3 4 1. 8 0 0
23.7 5 1.1 0  0

4 49. 2 0  0

5 5 3 . 4 0  0

20 .892 .60  0

2 3 . 1 9 Z 7 0 0

7a 4

77 0

2 .879

2.90 0

9 1̃ 1 2 . 2 0
9. 1 ̃ l 2 . 3 1

試 ( 4.0 0 0 )
2.043.30 0

6 . 4 l 5 . 2 0 0

1.540.0 0 0

89・.7 2 0
2 0 1 . 7 0 0

4 :l l 0  0 0

8 4. 700

1 7. 2 0 0

11 . 2 2 0

1. 70  0

t 9 9 6 , 3 0 0  i 90.2 l 3 2 5 4 ; 2 1 l ̃ 1 2 . 2 7
1 l

6.330.500 92.9 l 2 . 4 4 5 1 l a 3̃ l 2 . 2 3
1 .522 .800 l 100.0 1 2 . 7 0 2 j 1 0 .  l ̃ 1 2 .  8
8 8 2 . 5 0 0  95.2 3 . 0 09 l 9. l 5̃ 1 1 . 2 1
2 0 a0 0 0  j 9 a2 l 2 .266 l l a 1 ̃ 1 2 . 1 0

試 ( 4 . 0  0 0 )
1 l 0 9 a 9 2 0
16 . 0 0 4 . 0 0 0

1 6 1 . 8 2 0

2 57 0 0 0

10.932.1 0 0

l li7 47. 0 0  0

93.5

95.1

2 . 6 36

2 . 1 6 1

9 1 1̃ 1 2 . 2 7
9 1 3̃ 1 2 . 2 7

識 ( 989.5 0 0 )
試 ( 1 8970 0 )
3 6 2 4 4 1. 2 1 0

355 . 087. 1 0  0

( 3 2 . 0 0 0 )

4 4 . 0 9 5 . 5 7 0

23 , 015 . 060

( 9 57. 5 0 0 )

3 1 a 3 4 5 6 4 0

3 3 2 . 0 7 2 0 4 0

8 4.7

8 t l

2.392

2.542

a l ̃ l 2. 3 1

a 2 5̃ 1 . 2 7

記し、合計欄では内数に含め別記l,た。
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昭 和 3 8 年 度 海 区 フllK系別

l海 1
; 水  系
区 1

捕 獲 数 使 用 親 魚 数
採 卵 場

♀ t1 計 字 1 3 計

l 岩 尾 別 l岩 尾 別
1 斜 里 l斜 里
1 藤 琴 藤 毒
1
オ l 細 走 細 走
1

l ″ 1西 細 走ホ

1 小 計 l
l l 常 昌 常 昌-
1 湧 別 1湧 別
ツ l
1 1 者 滑 l 清 精
ク 1 興 部 1興 部

l. 1 幌 内 幌 内

海 ll 德 志 別 徳 志 別
区 l幌 別 l北見幌別
l 屯 別 l屯 別 .

2爲

1.364

1 6 l

1 1.,l l 2 8

1 . l 2 6

1 2 . 7 5 4

S . 4 4 9

' l l 2 8 9

1 . 6 l 6

5

8 9 0

l 4 4

7 6 7

2 5 2

1伊t

1 . 1 4 7

l 0 3

a 7 7 2

8 8 6

7.658

5.596

'1 t 5 8 1

1.8 9 4

4

7 9 1

1 5 4

1.593

2 6 3

尾
41フ

2.51,ll

2 6 4

1 a 4 0 0

2 . 0 l 2

2 a4 1 2

1 1. 0 4 5

2 2 . 8 7 0

3.5 l 0

9

t 6 8 1

2 9 8

2.3,6 0

5 l 5

21手; l 1?6 l 3長
1. 2 5 0 1 4 7 7 l 1.7 2 7

1 l

1 6 l 1 1 0 3  2 6 4

l1 t 4 6 9  2 . 9 3 0  l 4 . 3 9 9

l1 .061  3 6 7  1. 4 2 8

1 2 .5 3 0 . l 3 . 2 9 7 l 15 . 82フ
4 . 8 1 4 l 1 .937  4 7 S l

l 1
1 a 4 4 9. l 5 1 0 1  15 .5 5 0

l l
t 5 5フ l 7 4 S l 2 .301

- - l -

8 5 6 1 4 0 3  l . 2 6 4

1 f 2 1 4 1  1 5 3

5 7 S l 1 9 6 l 7 7 1

l2 0 3  9 5 ; 2 9 8

海 区 計
本 年 度

前 年 度

3 4 . 9 0 9 /

2 a 5 1 9

3 0 . 9 8 3

211l t 3 5

6 5 . 8 9 2

5,6・6S4

5 2 . 7 2 4 /1 12 . 5 1 6 1 4 5 . 2 4 0
2 6 . 3 9 8 l l 0 . l 2 7 l 36.5 2 S

遠 別

天 ia
//

小 計

石 特

//

//

小 計

尻 別

朱 太

違 別

中 川

天 塩

9

2 . 9 6 5

1.0 0 5

'9 7 0 、
t .327

t 5 7 6

2 .523

5.426

4 5

5 3

3

2 . 7 40

1.1S 9 1

4 . 1 3 l -

30 20

1 .601

1 .929

,l1. 5 5 0

5 7

7 8

l 2

5.7 0 5

2.396

a l o 1

4 . 3 4 7

i 1 7 7

4 . 4 5 2

1 l . 9 7 6

1 0 2

l 3 l

2.335

6 5 5

2.990

7 2

l. 4 7 7

2.S 1 8

4.0,l l 7

3 9

5 0

l -

4 6 4

1 4 3

ll 6 0 7
3 0

l
3 0 2

l
l .0 3 8

l . 3 7 0

1フ

2 7

11l. 7 99

7 9 8

1l l .597

l 02

l . 7 7 9

'5 5 6
5 . 4 3 7

5 6

7 7

日

本

海

区

石 持

書 江

西 越

名 ・動

朱 太

-2 0-

鮭 親 魚 捕 獲 採 卵 成 績 表

採 卵 数
収 容 前 l

収 容 卵 数
死 卵 数 l

字 親 魚

使用率

平 , 均

採卵数
実 施 期 間

- 494 . 0響0

1!l 3 6 ム 0 0 0

能卵 (フ7. 5 0 0 )
3 6 3 . 6 0 0

2 5 . 4 6 6 . 3 0 0

2.55'l l9 0  0

2 8 0 2 6.2 0 0

13.555.20 0

2 2 . 1 3 ;l l 7 0 0

3 , 5 6 ' 2 500

2.48・.9 0 0
3 3 4 . 4 0 0

1.527. 5 0 0

660.0 lii 0

粒 1 粒

1.5 a 0 l 4 9 2 .5 0 0

4 3し 5 0 0 ・ 15 3 2 2 . 5 0 0

( 2 .5 0 0 )  ( 7!l . 0 0 0 )

1 1.1 0 0 l 3 5 2 . 5 0 0

8 3 6 M l 2一_ 0

l 1;l . 400  2 . 5 4 0 . 5 0 0

8 55,7 0 0  27. 1 7 0 . 5 0 0

2 27.3 0 0  1 15. 3 2 ';. 9 0 0

2 . l 3 4 .1 0 0  2 0 . 0 0 3 6 0  0

1 3 a 0 0 0  ◆43 1 . 5 0 0

1 1. 4 0 0 - 2 .472 .500

l1 1. 4 0 0  3 2 3 . 0 0 0

a8 0 0  1. 5 1 a 7 0 0

1 9. 0 0 0  6 4 1 . 0 0 0

9系5

9 1 . 6

100 . 0

9 a6

94.2

9 a2

8a3

;l 2.5

96.3

96.2

7 78

75.0

8 0 . 6

2.2差

2.6 9 2

2 2 S 8

2 .220

2 . 4 1 0

2 . 2 3 7

2 .815

2 . 1 1 8

2 . 2 9 3

2.9 0 1

2 .986

2 . 657

3 . 2 5 1

, a与 ,̃ , 晶 5
9 1 1 ̃ 1 2 . 2 4
1 a 1 8̃ 1 2 . 2 . 5

9 1~ 1 2. 2 3

1 0 . 2 8 、・ 1 2 . 3 1

9. 1 ̃ 1 2 . 2 0

9 1 ̃ 1 2 . 2 0

9. 1  5̃ 1 2 . 2 3

1 1. 1 8̃ 1 2 . 2 0

9 、~ 1 2 . 2 0
9. 1 0 ̃ 1 0 . 3 1

9. 1  1 ̃ 1 1 . 2 5

9. 2 1 ̃ 1 1 . 3 0

寄 ( 77. 5 0 0 )
7 6 . 5 1 a0 0 Q・

( 試 ) ( 8 5 1i2 2 0 )
6 1. 026 .60  0

( 2 . 5 0 0 )
3 . 4 6 1. 8 0 0
( 1 6 4 2 0 )
2 . 7 8 2 . 2 6 0

( 7 5 . 0 0 0 )
7'056 . 20  0
( 8 3 6 . 8 0 0 )
5a 2 4 4 . 3 4 0

93.フー

9 2 .6

2.338、

2.547

6.722.0 0 0

1. 6 9 0 . 0 0 0

a 4 1 2 . 0 0  0

l 8 2 . 6 0  0

l i 6 2 1 . 5 0 0l 試 ( 1 8 5 .7 0 0 )
8 .012 .400

11 . 8 1 a5 0 0

L_ 1 0 a5 0 01 0 t 2 0 0

235 . 0 80

82.380

3 1 1l1 4 6 0

4 . 0 0 0

l 7 1. 5 0 0一0 0

l 2 1 4 . 7 0 0

S 0 0

1. 2 0 0
1

- 1 -6 . 486 . 920  7 a8
l

1.6 07. 6 2 0、65.2
a094 . S40  75.1

1 7 8 . 6 0 0  5.4

・s S0 . 000  91i'7
7. 8 73. 2 0 0 9 1;l 8

1 1. 6 0 t 8 0 0  75.0

1 0 0 . 0 0 0  86,7

1 0 a 0 0 0  9 43
l

1i8 7 9

2 .580

2 .613

2 . 5 36

2.452

3.1 8 2

2 , 905

2 . 5 7 7

2.024

9.、0̃ 1 1. 3 0
9. l l ̃ 1 a 3 1

9. 1 8̃ l 1 . l 5

9 l ̃ 1 a 1 7

a 2 6̃ 1 a 3 0
9l 1 l ~ 1 2 . l 9

1 0. 1̃ 1 l . 3 0

1 a 1̃ 1 2 . 1 0

-2 i-



1

要 l 水 系 _ _。 l 捕 獲 数 1 使 用 親 魚 数
y !、・1i' l・?

字 1 3

爲 ' 尾

3 1 l 3 4 0
l

5 7 0 1  4 3 7
l

計 1 字 1 0 1 計
j 利 別
1 厚 沢 部
1.-_---
l
1 海 区 計
l
l

6晶 1 2學7 1 ,号o
1 . 0 0 7 1 5 7 0 1 2 9 8

4學,
8 6 e

冷 水

厚 沢 部

本 年 度 l l 0 . 3 8 5 l l 1 . 5 9 6
l l

前 年 度 l 8 . 9 0 2 1 l i 3 8 3

l l
2 1 . 9 8 1 i el0 l 3  2.459

1 l
2 5 l 3 1 2
2.28 6.6 6l . 4 5 0l

1 0 . 4 7 2

9 0 86

1 ル サ1ル サ l 2 l l l 3 l - l -l -
1 羅 臼1 羅 自 1 2.047 l t 7 9 0 l m 7 1 1. 7 8 8 1 9 0 6 l 2 .694
l l l l ' l l
l 春刈古丹 l 春刈古丹 l 1 7 o l  9 5  2 7 4 1 1 7 9 1 8 3  2 6 2

1 電ii 別l 構 別 l 1 3 7 6 1 6 9 2 l 2.068 1 t 3 6 5 l 5 8 7 1 1.95 2
根 1 _ i 元  l 1 l 1 l 1l 兀崎無異 l 崎無只 1 2 1 9 2 1 , l l j 5; 1 6

1 .t i  1始 無  i l l i l ll -. 無 異 , 。 _: 異 l t S 2 ,6 9 3e: 2 . 4 6 4 l  1 . 4 8 2 ・  ,ll,l;0 l 2 . 1 4 2
1 1 l l l 1 i

1 藪 別 1 表i 別 1 6.598 1 4 . 523 1 1 t 1 2 1 l ,b.36 7 1 3. l 2 9 l 9. 49 6
l 古多報 1 古 多構 l 4 8 l 5 2 1 '0 0 1 4 4 l 2 6 l 7 0
室 l 1 l 1 1 1 l

1 忠 類1忠 額 l  561 9 7 l 1 5 3 1 S2 j  2 8 1 8 0
, i l , 1 l - 1 l

1 伊 茶 仁 l伊 茶 仁 l 5 1 8 l 2 5 2 1 7 7 0 1 5 1 5 l 2 1 l l 7 2 6
1 標 津 1標 津 、 a39 0 1 a 2 0el 1 も5 9 8 l 7 947 1 3.652 l 1 1 . 5 9 9

l ″ l(武佐)、 l 3 l 1 8 8 1 2' 9 l 1 2 3 1 S2、 1 7 '5
1l;: l 小 計 l 1 8S2 1 1 、a2 9 6 l 16 8 1 7 l  a 0 7 0 1 i .7 0 4 1 1 t 7 7 4

1 当 幌 1当 幌 1 2 . 5 3 5 l 2.' 6 9 l 4 . 7 0 4 1 2 5 0 6 1 1 . l 0 8 l -
1 審 別 1春 別 1 1 3 8 l 8 8 1 2 2 6 l ' 36 l 6 l j 1 9 1'

l 床 丹 1床 iSi l 2 3 7 l l 2 7 l 3 6 4 l 2 3 2 1 l 0 3 l 3 3 5
1 l i l l '

区 1 西 別l西 別 l 2a3 0 4 : 3 2 . 5 0 8 1 lll0.8 '2 26 . 5 30 1 1 1.1 9 9 3:l 7 2 9
l 矢 日 別 1 矢 日 別 l 7 l 3 4 l 4 ' - 1 - l -、風 蓮 1風 蓮 1 1 3 20 1 4.41 6 1 7. 7 3 6 l 2 . 9 32 1 1 3 0 3 l 4 . 2 3 5
' l l l l l l1 別 当 賀 1別 当 資 l 4. 6 7 l l 4.636 l 9 . 3 0 7 1 4. 4 9 4 l  2 .145 1 6.63g
l

1 海 区 計
l

本 年 度

前 年 度

6 a0 9 5 l 6 a7 2 3
l

6 2 . 8 8 9 l 6 2 . 4 3 0
1 2 a8 l 8

l 2 1i3 1 9

l 5, t70 1S

l 55.4S6
25 . 258 l 8 1 . 9 6 1

l
20.5 ll l21 7,ll・0 l 8

1 別寒辺牛
線 1 釧 路

1 ″

別寒辺牛

雪 程

茅 沼

a 6 9 0
1l 9 9 3

3.ll;0 0

3. l 8 l ・ ; ‘li. 8 7 l
l3.8 7 7 7.8 7 0
l

;i9 6 5 l  Z.565

3 . 6 1 0 l  l . 6 2 5 1 5 .235
1 l

6 .332 l 2.5861 a9 1 8
L_同場の使用親魚及び採卵数は雪-2 2-

採

一一-----------一十一一--・一一 1 --t--一一一 -- ---'-
試 ?1言??g?? 56 2.2 8 0 1 22.301.6 4 0 1 7 7. 2 1 2 . 853 1
- 1jj5一_??1_? ?j:71jOj_ 7 4・5 1 27 44 21___

l l l ̃ 2 9- : - - l - - l 1 1 .  1 1 ・ 1
i l 1 l 1

海産 (91 2 ・ 0 0 0 ) l ( 235 0 0 ) l ( 8 8 2・5 0 0 ) 1  87 4 l 2 2 8 1 l 1 0 .  l ̃ l 2. 2 5
4.079. 1 0 0 i 1 6 .600 l '9 7 2.500、 l l
4 1 5 .S 0 0 l '0 0 0 ; 412 . 5 0 01  100.0 l 2 .321 l l a 1 ̃ 1 2 . 2 0

l l i 1 l
3. l 1 6 .60 0 l  1 0「 5 0 0、 1l 0 0 'ilt 0 0 l 992 228 3 : 9 1 1 ~1 2 1 0

1 l l l l
2 8 . 6 0 0 ; 1 . 1 0 0 l 27. 5 0 0 l  9 1.7 l 2 .600 l 1 0 . l 1 ̃ 1 2 . 1 0

l l j i

◆4 7 1.90 0、 l 5 a9 00 :  3 .321 . 000 l 97 1 l  2 . 343 l 9. 2 5̃ 1 2 . 1 0
l 1 l i 1

1 4 . 2 7 i 2 0 0 . 552 . 8 00 1 1◆722 . 4 0 0 ;  9 6 .5 :  2 . 2 42 l  2 2 1 ̃ 1 2 . 1 0
1 ' i l、0 '9.40 0 1 1 . 9 0 0、 、07. 5 0 0 l 9 1.7 1 2 . 4 86 l l a、1 ~1 2 . l 0
l , 1 1 ,、0 6 2 0 0 ' li. 7 0 0 l 1 0 2 . 5 0 0 1 9 2.9 i 2. 0 42 l 9 1 t ̃ l 3 0

t l s91 0 0 l 3 4 . 1 0 0 l l 、2 5 0 0 0 1 99. 4 l 2.251 1 1 0 .  l ̃ 1 2 .  5
l ' '

1 a7 3 4 8 0 0  7 1 9 . 3 0 C l l a0 1 Z 5 0 0 l 9 4 . 7 l 2 M 1 9. 4 ̃ l 2 . 2 2
, 1 :
l i 1 o

3 27.97 0 :  5.470 . 3 2 2 . 5 0 0 l 93.9 l 2 . 6 2 6 t t l ̃ 9. 3 0
i l 1 l 1

1 2 0 6 4 . 7 7 0 l 7 2 4 .フ70 1 l a3 4 0 . 0 0 0 l  9 4 . 7 i  2 . 3 6 2 1
l l :

5.8 29. 2 0 0  2 8a 7 0 0  5. 5 4 a 5 0 0 l 9 a9 l 2.326 l 9. 1 1̃ 1 2 ・ 1 5
, 1 l 1

3-0 0 l 2 0 4 0 0 l 32S . 0 0 0 1 9a 61  2. 5 4 0 ! 9 . l l ̃ l 2 ・  61 : l
S 87. 7 0 n 1 2 . 2 0 0  57 5 .500、97.9、2.533 1 9. 1 、̃ 1 2 .  6
6 t 7 l 0 . 2 0 ・0:.1 6 .481. 9 0 0 l 5 5 . 2 2a3 0 0 l 9a7 1 2.326 l 9 1 ̃ t 2 4

l 1 i '- l - 1 - l - l - 1 9 1 1 ̃ 1 1. l 5
1 1 1 ,

7. 9 4 4 . 3 2 0 l  2 0 1 . 2 2 0 .  7 7 4 3 .1 0 0 l  8 a3 l  2 . 7 1 0 l 9. 1 1̃ 1 1. 1 5
l l 1 l l

l 1.3!5 1. 0 0 0 l  2 4 l.0 0 0 l l t 0 9 a0 0 0 1 9 6.3 l 2. 5 2 1 i 9 1 ~1 1 . 2 9

海 ( 9 1 2 .0 0 0 ) l ( 2 9 . 5 0 0 ) 1 ( 8 8 2 . 5 0 0 ) l
1 3 3.57 4 .190 l aタ2 15.790;l 2 4 .65 0 . 4 0 0 l 94' 4

( ( ) 1海産 ( 6 4i2 0 0 ) l l 5 . 7 0 0 ) 1 6 275 0 0  8a2
1 35. S フ 6 4 8 0 1 1 2 . 9 2 5 5 8 0 1122 . 650 . 900  ,

2.356

2 .417

a8 87. 0 0 0 l 3 9 t S 0 0 1 a 49S.5 0 0 l 97. 8
l li.0 82 . 8 0 0 l  6.64'8 0 0 1 9 4 39. 0 0 0 1 83. 4

程採卵場に含んでいるo l 1 1 -
2.4 6 2 l 2 1 7̃ 1 1. l 3

:
2.539 1 9. 1 0̃ 1 1. 2 6- l l a 6̃ 1 1 . l 6

卵 数

8 9 3 . 7銘

1.540.0 0 0

間
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海

区
水 系 採卵場

捕 速 数 使 用 親 魚 数

率
l

0 1 計 率 な 計

小 計 l

阿 寒 1阿 寒
茶 ie l茶 路
音 別 l音 別
十 勝 : 十 勝 太

l東 3 3 号
l千 代 田
l東 1 5 号
l打 内
l幕 別
l利 別

小 計 l
!◆ 舟l歴 舟

尾l  尾7.593 t 3 4 2

4 6 4  7 4 3

4 6 5  5 l1> 1

2 3 l 3 2

t 0 7 3 l t 4 l 2

M 3 l 4 . 7 43

a0 3 3  フ.440
l

2 4 l 7 7
l

33.268 l 4 6.35 0
lt 9 3 5 l 2.607

96l 1 6、

・ .47.862 l ・、62 . 790
l1ll5 6 4 5 4
l

l 5 .4墨
1. 2 0 7

9e 6

5 5

2 . 4 85

a 1 7 6

1 S . 4 7 3

1 0 1

7 9 . 6 l 8

4.542

25フ

l l a6 5 2

8 1 0

尾
6.332

4 l 2

3 7 1

1 3

2 6 9

2.918

1l l .828

2 3

1・995
1. 7 4 6

4 1

3 l . B 2 0

3 2 9

2.5l一書',6
9 9

1 8 3

7

5 3

8 7 9

l . 9 5 2

9

5.32 a

4 7 9

1 1

a7 l l

l 5 5

ag爲

5 1 l

5 5 4

2 0

3 2 2

3,79 7

a7 8 0

. 3 2

25.323

2 .225

S 2

4 a5 3 l

4 8 4

報

隻

以

東

海

区

海 区 計
本 年 度 l 6 a4 5 3

- l

前 年 度 l 6 a6 6 8
7 S.5 6 3

8 4 . 0 2 1

l 3 4 0 l 6

1 4 4 . 6 8 9

4 2 . 8 8 7

4 l 0 9 0

1 3 . 3 6 6

l3.4 2 2

5 6 . 2 5 3

S4 .512

幌 別
l

元 浦 河

三 石

静 内

新 冠

船 川

勇 払

自 老

数 生

長 万 部

遊 楽 部

茂 辺 地

a 川
知 内

日高幌別

元 浦 河

三 石

静 内

新 冠

i ll 川

勇 払

自 老

敷 生

長 万 部

遊 楽 部

茂 辺 地

電 川

知 内

l 8 6

3 1 0

l 0 7

2.022

2 0 6

5 2 8

2 4 6

l 4 8

2 7 3

4 4

6 5 2

2.456

1 1 0

2 5 9

3 7 0

e 0 5

7 5

1 .358

2 6 8

5 2 5

2 5 8

l 5 3

3 l 0

6 8

1 9 3

l l 3 0 e
1 2 0

l 2 2 3

5 5 ll1

f 19S
l 8 2

3.1l l 8 0

,a 7 4

1. 0 5 3

5 0 4

3 0 l

5 8 3

1 1 2

8 4 5

5.764

2 3 0

4 8 2

l 8 ll;

2 0 4

9 4

t 7 0 2

1 l 0

4 1 2

2 2 4

l 4 5

2 6 8

2 0

6 0 8

2.329

9 4

2 0 l

7 8

1 2 7

3 9

5 0 8

1 0 9

2 0 4

1 5 2

8 4

' 5 7

8

l 3 9

1.242

S 7

8 5

2 6 4

3 3 1

l 3 3

2.210

2 1 9

6 1 6

3 7 6

2 2 9

4 2 5

2 8

7 4 7

'5 7 1
1 5 1

2 8 6

報

隻

以

西

海

区
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採 卵 数 ::三 収 容 卵 数:= 平 均採 卵 数 実 施 期 間

l 6.082.8?
9 6'5 0 0
9 2!i8 0 0

3 5 . 0 0 0

6 6 2 . 5 0 0

68 544 0  0

1 7 .37 Z 3 0 0

52.50 0

53. 4 46.60 0

42lS' l:l:0 0 0
7 7. 7 0  0

8 2 . 7 6 l.0 0 0

8 5l,,7 0 0

ll l 43'8?
l , t 0 00

21 .800

2 . 500

1 1l1 0 0 0

2.ll, 0a 1 0 0

3.95 0 . l 0 0

1i6 0 0

l a4 4 1. 5 0 0

5 97.1 0 0

9 0 0

23.61 2 . 3 0 0

6'し6 0 0

純9. 4 390
9 41.5 0 0

9 0 4 . 0 0 0

32 . 5 0  0

6 4 5 . 5 0 0

4.254.30 0

1 a 4 2 11l . 200

4,6.900

3 l Z 0 0 5 . 1 0  0

3 .692 .90  0

7 6 . 8 0 0

59. 1 4a7 0 0

7 9 5 . 1 0  0

7 ' S l 7 62 . 300

0 7. 8 1 a4 0  0

8f 4. ; 2.5算

8 a8 l 2.339

79.8 2.495

56,5 2.6;2
l

2 li1 1 2.4 1g3

84 .9 l 2.349
l

8 i l 1 a5 4 5
9 i 8 l 2 . 2 8 3
6a1 l 2.673

l

9 t 2 l 2 . 457
42 .7 1 1. 8 9 5
6 4 5 1 2 . 6 0 l
:

92.4 l 2.60 4

自 - 至

9・ 9̃ l 1. 3

9 2 5̃ l 1. 2 6
l a 2 1 ̃ 1 1. 5

'il、0̃ 1 a 1 8
ll. 1 0 ̃ l l. 2

9. t ̃ 1 2 . l 0

9. 1 l ̃ l 2 . 2 0
9. 1  0̃ 1 l. 3 0

9. 1 0̃ 1 1. 1 0
'9. l 5̃ 1 a 1

l 0. 1ll̃ 1 2 . 2 5
/

1 l a5 1、. 8 0 0' ・
1 l 4 . l 4 0 . 0 0 0

3 a7 49 5 0 0

6,3 2 1.6 0 0

70.9

6 7 7

2 . 5 7 7

2.637

4 261 0 0

5 0 3.4 0 0

2 39. 5 0 0

5.45a 8 0 0

2 89 4 0  0

1 .070.0 0 0

4 9 1.1ll0 0

3 8 3.6 0 0

6 6・.2 0 0
43.3 0 0

試 ( 4. 0 0 0 )
2.0 0 a0 0 0
5.3 57. 0 0 0

3 5'l l2 0 0

69'il 0 0 0

1'6 0 0
1 a4 0 0

4.50 0

1 3 1 . 3 0 0

1 4 . 4 0 0

;l l .200

1 a8 0 0

1 a6 0 0

15i.7 0 0

l. 3 0  0

4 5 . 7 0 0

62.0 0 0

2.500

2 a2 0 0

l
4 1 2 . 5 0 0 l l 0 0 . 0

l

l4 8 5 . 0 0 0 6 li8

l
235 . 0 0 0 8 7. 8

5.3 21. 500 8 4 2

2 75. 0 0 0 5 3'4

1. 0 6 2 . 8 0 0 7a 0

4 8 a5 0 0 9 1. l

1l l 6 5 . 0 0 0 9 a0

6 4 1l l . 5 0 0 9 a2

4 2 . 0 0 0 45・4

l . 9 5 43 0 0 9 3 . 3

l5.29 5 .000 94.8

3 56.7 0 0 8 5.5

6 7 a8 0 0 l 71l 6

229 1

2.468

2 . 5 47

2.207

2.631

2.597

2. l 9 3

2 . 646

2.474

2,1 6 5

1S-2 89
2.30 0

3 . 8 2 l

3 . 4 78

l 0・ 1 ̃1 2 . 2 0

9. 29̃ 1 2 . l 9

l a 1 5̃ 1 1. 2 2

9. l 0̃ l 2 . 1  4

9. 1 '̃ l 2. 9

9 5~1 1 . 2 1

9. l 9̃1 1. 1 1

9. 2 6̃ 1 l . 2 3

1 01 6~ 1 2 :  6

1l l . 1 1̃ 1 a 3 1
1 l1 2̃ l 2 . 2 7

1 0. 3̃ l 2 . 2 3
l 0 . 1 1̃ 1 2. 5
1 1 .  4̃ 1 2. 8

-2 5-



海 l

1 水 系
区 l
l

i
l 海 区 計
1

1 捕 獲 数 1 使 用 規 魚 数

妹 タ P 切 l 一 字 1 0 計 章 0 計

本 年 度

前 年 度

7.5?7
1 1 . 2 4 3

尾a l i 4

1 0 . 7 9 8

15.6子1
2 2 . 0 4 l

6.5伊フ

1 a0 8 S

2.g品
5 .650

g. 5品
l 5 . 7 3 3

合 計
本 年 度

前 年 度

l 7 1 3 8 9

1 7 2 . 2 2 1

1 8 6. 9 7 9

1 9 a 7 6 7

3,6 0.368

3 7 a 9 8 8

1 4 ,li.92 4
1 39 6 6 3

i56.588, 2 0 3 . 5 1 2

1
5 2 . 2 l 1l 1 9 1. 8 7 4

前年対比 @l l.1 6 8 l③ l t 7 8 e ③ l a62 0 le7. 26l l③ 4.37フ建) l 1. 6 3 8

( 註 )  ① 寄贈卵、海産卵子に、採 開、海区言欄でti内教に含めずfi1li記し、

合計相でtt内数に含め別記した。

② 解 卵は別記し、同れの内数にi、含め-;:。
( 2 )  態 ふ 化 放 流 成 積 概 況

本年度のふ化,,放流 l t岩尾別以下40事 1装場 ( 前湖を除 < ) と、 3ケ所の民間収容所の合計4
3ケ所で実流した。

収容卵歡は、 3 ' a 3 4 5 . 640粒ふ出尾数t1i 2 8 S . 2 7 a 8 4 0 尾'.i,化率は 8・5 l ,であっ
た。 こ の う 解 滑 外 3ケ所の立体式i化室による成續 ti、収容卵数27: 9 9 'l・ 0 0  0 粒、・i,出尾数

2 3. 5 2 5 . 0  0 0 尾、ふ化率84 .C?で、取扱の不慣のためかアトキンス式に較ぺて若千成機がわ

るい力'、 前年よりその成續は向上を示しているo
稚魚 l t g流己 4 3ケ所の所在する3 7水系に2 6 . Z 7 7 2 ・ l 0  0尾を放流した‘l 力、 3 7年度以降
ふ化事業を中止した9水系の う ち 7 水 系 に t 9 、1i 8 0  0尾を輪送放流し た。 また前記以外の親魚
の捕獲、採卵河川1 1水系のうち、 4水系に 2 . 4 2 a 0 0 0尾を量元放流した。即 ち 本 生のサケ

描粧、採卵事業実施河川57水系のうち、 4 8 水 系 に 2 7 2 ・ 1 0 5・ 9 0  0尾放流した o零 :出尾数に

対する放流率は95 . 4 '%であるo

なぉ放流数のうち、 l 9 9. 8 8 3 . 7 0  0尾tt浮上直後無結?放流し 7 2・ 2 2 2・ 0 0 0 尾は 1月

~ 6月の間に30日平均給国f司育後放流、一た。

-2 lll-

採 卵 数
収 容 前 i

l 収 .容 卵 数
死 卵 数  l

9 親 魚

使用率

l 平 均
l 採卵数 実 施 期 間

百( 4 . 0  0 0 )粒
l 7.98'8 0 0
2'3 91. l 0 0

3 6 a2港 0
4 8 a7 0 0

粒
17 6 1 7. 6 0 0

22 . 9 0  a4 0 0

814
8'll.7

2.7装6

2.320

那'f3l993l ( 3 2・ooo )
3 j 2.4 4 1. 2 1 1i j 4 4 ・o 9 5 5 7 o
3 5 1i0 87.10 0 l 2 3 . 0 1 5 . 0 6 0

(957. 5 0 0 )
3 l a3 4 5 . 6 4 0
3 3 2 . 0 7 2 . 0 4 0

84 . 7

81. l

2 . 3 92

2 .548

③ 7 5 4◆ 8 1 0? 2 1 0 8 a 5 1 0 l③ 13.72_ 0 le) ◆6 (l3l 1 5 6
-a7-



昭 和 3 8 年 度 支 事 業

支 場 l 事 業 場
l

収 容 卵 数 死 卵 数 解 出 尾 数 解 化 率

北 見 幌 内

清 清

湧 別

北 見

細 走

藻 琴

斜 里

岩 尾 別

本 年  度

前 年 度

2.47.2.500組

4. l5;1.・5. 0 t

2-2・b3 .a4 ;0 .ll
a 9ク12.9 0  0

2:aち :1 'il5 .ili1

3.・702.510 a

3.S22.'50 0

1.03Z.50C

7 a81フ150 fl

5 4.865.0 0 0

t44.タ-0:0粒

7 3 a5 0 ,0 .

4.l . 4 a3 0  ll1

l.C.'4 7. 4 0-0 ・.;
'6 9 3, 3 0 0
2 6 a. 3 0  0

2 2 0 . 8 0 0

3 2 .9 0 0

10 .282 .400

1l l . 3 l 5 . 40  0

2.3 2「. 6 0 0尾

3.4 2 1. 0 0 0

l a4 9 0 . 3 0  0

a 925 .50  0

l 9. 8 2 6.20  0

3,43 a2 0 0

3 . 1 0 1 . 7 0 0

1.0 0 4. 60  0

6 0 . 5 3 5 l 0 0

47.5 4 96 0 0

9 4 . l %

82.4

8 1.7

8 l;l 5

8 4.3

92.9

9'4
96,8

8 5,5

86.7
計

根 室 羅 自

意 別

伊 茶 仁

根 室

中 標 津

計 根 別

1ll]: 別
浜 中

厚 床

(床  丹 )

本 年 度

前 年 度

5.26 11l 5 0  0

l a3 ,l,a c r, o
2 a 6 t;l 5 0 0

6 6 a 4 0 0

6・97 5 0 0 0

5.822.500

51 .26 11l 4 0 0

:ll.285.60 0

5.48S.0 0 0

,l1 2 6 .5 0 0

; 23.8 5 5 . 4 0  0

l 2 2 . 1 8 a 4 0 0

4 06.3 0 0
8 6 11l 4 0 0

1 . 7 2 2 . 7 0 0

2 37. 3 0 0

6 2 ae 0 0

745 . 0  0 0

4 . 0 l 5 . 5 0 0

692 .50  0

3 l 2 . 4 0  0

l 2 . 7 0  0

1;l 6 4 1. 1 0 0

1 6 6 2 a0 l 0

4 .861. 2 0  0

9. 9 7 2 . 6 0  0

2Z . 8 9 4.80  0

4 3 0 : 6 0 0

6 . 346 . 200

5.07 l;l 5 C  0

4 7. 2 5 1.9 0 c

6・5 9 3 . l 0 0

5.172.600

6 t i 8 0 0

l l 4. 2 1 4. 3 0 0

1 0 5 . 5 lll a3 9 0

92.3

92.0

94.2

64.4

91.0

97.2

92.2

90.5

94 .3

9 a.o

92.2

86.4
計

十 勝 太 田

1illl 路

持 居

阿 寒

事 別

5.30 a7 0 0

Z 8 2a3 0 0

6 .031 .50  0

6 5 0 : 0 0 0

1 4 . 4 l 1.0 0 0

2 46 l 0 0

5 2 2 . 3 0  0

4 l;l 2.9 0  0

6 a 0 0 0

l . 9 l'4 0 0

5 .062 .600

1l 3 0 6 0 0 0

5;5 3a6 0  0

5 9 l:L 0 0 0

l 2 . 4 97. 6 0 0

95.4

93.3

92.8

90.8

8 6.7-2 8-

場 別 鮭 ふ 化 放 流 成 績 表

放 流 尾 数

無 結 t日 給 i耳 後 合 計
放 流 期 間 備 考

2.30 a 0 0 0尾

'3 8 5 . 0  0 0
'93 9a 2 0  0

1 a8 3 2 . 6 0 0

3.4 3 i 5 0 0

◆070.0 0 0

9 67. 0 0 0

41.386.30 0

45 .82Z.50  0

尾

a8 5a 0 0 0

7. 2 7 l13 0 0

2.30 a 0 0 0尾

i . 3 8 5 . 0 0 0

1 a2 5 4 2 0 0

7 2 7 l:L 3 0 0

1 a8 3 2 . 6 0 0

3 . 4 3 3 . 5 0 0

3.07CL 0 0 0

9 67. 0 0 0

5 l1l 5 1 4 . 6 0 0

45 .82 7. 5 0 0

自 至
1;. l 3̃ 5.1l l

1.23̃ 4 . l 7

1i l̃5.31
3. ?5. 7

2.2 2̃ 4.30

3.2 0̃ 6. 1

4. l̃ 4. 30

6. 、̃ 6. 1 0

1.23̃ ・6・l 0

3. 1̃6 . l 0

l 6 . l 2 a 3 0 0

0

. 3.402.0  0 0

'l l .894. 7 0 0

1. 085 .60  0

3、'9 o o o
6,01 6 2 0 0

5.025.0  0 0

4 6 . 7 5 a9 0 0

4 4 9 l:L 0 0 0

5 .100 .000

6 0 1 . 0 0 0

84.692.40  0

9 4. 2 3 1. 3 0  0

3, 402 .0 0 0

'1l . 894 .70  0

26 '734 .500

3 19 0 0 0

6・0 1 6. 2 0 0

5.025.0 0 0

46 . 7 5 a 9 0 0

6. 49 a 0 0 0

5.10 a 0 0 0

6 0 1. 0 0 0

l l a3 4 1. 3 0 0

1 0 2 . 4 4 a7 0 0

:li l̃4 . l 0
4.10・、,6・2 0

3.24--, 6.20
6. l̃ 6.20

4.21i--,6.2 0
a 1̃ 5.30

1.20̃4 . 30

4. 2 S̃ 5 . l li

4. l̃5.3 1

4.2 0̃ 5.31

1.2 0̃ 6.20

3‘ 1̃6.30

25.64 a 9 0 0 (還元放流)

(還元放流)

民間収容卵

25.64 a 9 0 0

a2 l 5.4 0 0

i.9 3◆7 0  0
7. 265 .40  0

5 . 414 . 40  0

7 2◆8 0 0

1. 2 4 5 8 0 0

3.93'7 0 0
7.265 .4 0  0

5 . 4 l 4 . 4 0 0

7 2 1i8 0 0

1 1. 9 0 a8 0 0

3.2- i 2 0
3. l̃4.28

る. 3̃ 5 . l 5

2. 1̃4. 3 0

1.20̃ 3'2 810.655.0  0 0 - 2 9-



支 場 事 業 場 収 容 卵 教 死 卵 数 解 出 尾 数 解 化 率

札 内

十 勝

大 樹

本 年 度

前 年 度

34 .794 .S0  0粒

'9. 4 46.90 0
1. 1 2 2 . 4 0 0

7 '9 5 9 3 . 3 0 0

、0 7.7 37. 9 0 0

4. 1 2 t 3 0 0組

9 36.2 0 0

l 3 a 5 0 0

a 4 3 a7 0 l11

9. 8 0 1 . 5 0  0

3 a6 7 3.2 0 0尾

a 5 1 0 . 7 0 0

98 3.9 0 0

71. l 6 2.6 0 0

9 1l l 9 3 6 . 4 0 0

8 a2 %

9 a 1

8 7. 7

89. l

9 a 9計

天 塩 徳 志 別

歌 登

屯 別

中 川

天 塩

本 年 度

前 年 度

3 23.0 0 0

2 . l 3 l:l .20 0

6 2 4 . 2 4 0

5. t83 .20  0

2.316.60 0

1 a5 77. 2 4 0

6.7 4 5 . 5 4 0

4 5.20 0

l 6 3 . 1 0 0

l 2960 0

2 6 4 . l 0 0

277. 3 0 0

879 . 3 0G

5 9 9 . 7 5 0

2 7 l l 8 0  0

1 . 9 6 Z l 0  0

49. 4.ll1 4 0

4.919 l 0 0

2.039. 3 0  0

9 69 7940

4 l 4 5 . 7 9 0

8 6.0

92.3

79. 2

94.9

8S.0

9 1.2

9 1 . l
計

千 歳 1 千 歳

i 音  江
l
l

1 静 内
l

1 白 老
l, (動 川)
l

ll 数 生

1 本 年 度
計 l

l 前 年 度

a532 . 3 0  0

35 5 0 . 0 0 0

6 7 35. 0 0 0

3 6 5 ' 0  0 0

1.062.80 0

6 4 7 5 0 0

.1
2 a8 9 2 . 6 0 0.

2'l 9 :ll.70 0

1. 0 2 ' l l 3 0 0

3 2 a 0 0 0

6 0 a4 0 0

83.3 0 0

1 5 3, 7 0 0

4 a3 0 0

2.243.0 0 0

'0 76 8 0 0

フ1. 5 0  i 0  0 0

i 2 2 2 . 0  0 0

6. l 2 ,l、.6 0 0

2 8 1. 7 0 0

9 09 1 0 0

6 0 1l l 2 0 0

l 8 , 6 49. 6 0  0

2 0 . l 2 0 . 9 0  0

87. 9

90.6

9 1.0

7 Z 2

85.5

9 3.8

8,9 2

86 ,7

渡 島 l 八 雲
L

l 破 辺 地)
ll 知 内
l 厚 沢 都
利  別

l 尻  別

l 本 年 度
l
l 前 年 度

1.9 9 63 0 0

5.295.0 0 0

2.71◆000

1.522.80 0

8 8 2 . 5 0  0

2 0  0 . 0 0 0

. 12 .609.60 0

、5.739 0 l lr1ll

l 8 a4 0 0

5 0 7. 0 0 0

7 8 i .9 0 0

8 1.5 0 0

26.60 0

l a9 oo

1.59Q.30 0

1.855.70 0

1; 3,0 o i .S 0  0

3 9. 2 6 f ・l 6 0

1.815.90 0

4.78 a0 0 0

1.9 29 10Ci

1. 4 4 1. 30  0

8 5 5 . 9 0 0

1 89. 1 0  0

t 1 .0 l 9l 3 0 0

l 3 . 8 83.3 0  0

92.0

9 a4

7 1.1

94.6

97 0

94.6

8フ1.4

8 a2
計

合 計
本 年 度

前 年 度

3 1 e' 3 4 5 . 6 4 0

330 . 473 . 540

2 85.2 7 a8 4 0
・:119 1.204. 3 8 0

89. 5

8 a l

- 3 0-

一一 放 流 尾 数一一一一= -一高 一
無 給 館 1 給 1西 後 , 合 計

l
放 流 期 間 l 備 考

、5.4 3 a0 0  0尾
a 0 8 5 . l 0 0

9 4 45 0  0

43.0 4 2 . 7 0  0

7 4 . 4 l 1. 5 0 0

i. 2 5-要. l  6
3. l̃5.29

1i l̃4. 3 0

1. 2 0̃5.20

1 .25̃5.31

1 4.92 a 0 0 0尾 3 l13 5 0 .  0 0 0尾

a0 8 5 . l 0 0

9 4 4. 5 0 0

/ 6.a lS17 7 0 0

9◆6 8 4 . 0 0 0

2 5 . 5 7 S . 0  0 0

、9. 2 7 2 . 5 0  0
2 7 a5 0 0

1. 89 a 0 0 0

3 5 6 . 0 0 C

1. lR 35 .40  0

4.351. 9 0  0

5 .701 .300

2 7 a5 0  0

1.8 9 a0 0 0

3 5 6・0 0 0

4.87 a0 0 0

1.835.40 0

9. 2 2 1.9 0 0

5.7 f 1. 3 0 0

3. 2̃3』 7

2.20̃4.20

4 . l 0̃4 . 3 0

3. l l̃5 . 2 0

3, l̃4. 5

2.20̃5.20

2.10̃6 . l 5

4.87 a0 0 0

4.87 a 0 0 0

0
・

;l l .385.90 0

3, l 9 0 . 0 0 0

5.e 06,0 0 0

2 7 a7 0 0

g rl 9.0 0 0

5 77 5 0 0

1 a1 47. 1 0  0

l a95' l l .980

11l . 385 .90  0

3 . l 9 0 . 0  0 0

5.806.0 0 0

2 7 a7 0 0

9 0.9 0 0 0

5 7 1l l 5 0 0

、a、47. 1 0 0
l 9.86 5 . 3 0 0

2. l̃4. l 8

4. 1̃5 . l 2

2.10̃4.30

3. 1 1̃ll.20

3. 1̃4.15

a t 1̃l,2 0

2. l̃5.12

1.24̃5.23

0

9 0 5 . 3 2 0

6 3 a0 0 0

a7 3 a3 0 0

1 . 6 0 6 . 0 0 0

1. 3 0 a 0 0 0

3 1 0 . 0 0 0

1 1ll.1. 00  0

8 . 2 6 i 3 0 0

l li2 l 1l l 9 0 0

6 3 a 0 0 0

3 . 7 3 8 3 0  0

1. 6 06・0 0 0

1.3 0 a 0 0 :0

8 1「Q. 0 0 0

1 7 1 . 0 0 0

8'261,.3 0 0

l 3.2 17.9 0 0

2.10̃4. 2 5

2 . l 3̃4.t 0

i l 0̃4. 5

2 . l 0 '̃2 5
2.15̃4. 1 5

4. 2 l̃5.10

2.10̃5 . l 0

2 . l l̃5.22

(還元放流)

0

0

19 l;:8 83.7 0  0
252 .34 '9. 4 8 0

72 .222 .200

2 a3 9 3 . 2 2 0

272 . t  05.90 0

2 8 a7 4 2 . 7 0 0

1.20̃6.20

1.24 6̃.3 0



昭 和 3 8 年 度 海 区 水 系

海区 水 系 事業場名 収 容 卵 数 死 卵 数

解 出 尾 数 .

第:化率

岩 尾 別

斜 里

藻 琴

網 走

常 呂

湧 別

清 滑

幌 内

徳 志 別

幌 別

屯 別

本 年  度

前 年 度

岩 尾 別

斜 里

藻 琴

網 走

北 見

海 別

港 精

幌 内

徳 志 別

歌・ 登

屯 別

1. 0 3 -l.5 0 leし
3.322.50 0

i 7 0 2 . 5 0 0

2 3 . 5 l ';l 5 0 0

9.972 .9 0 0

22 .63 a6 0  0

4.151.50 0

2.472.50 0

3 23.0 0 a'

・ 2.l 3 0 2 0 0 -

6 ・2 4 . 2 4 0'

7'8 9 4 . 9 4 0
57. 6 0 1 . ( 0 0

5.183.20  0

2 .316 .600

( 7. 4 9 9. 8 0  0l)

a532 . 3 0  0

a 5 5 l:1.000

( l1.2.08.2.30 0;)

20Cl. 0 0 0

8 8 2 . 5 0 0

1.522.80 0

2 2 . l 87. 4 0  0

2 2 . l 7 0 . 8 4 0

32.9 dl書 l
2 2 a 8 0 0

2 6 4 . 3 0 0

る.6 9 ◆ 3 0 0

1. 0 47 4 0 0

4 . 148.3 0 0

7 3 0 . 5 0 0

l 4 4 . 9 0  0

. - ; .部5.200
l 6 1ll. l 0 0

12' l l .600

l l:L620.3Cl0

11l 6 1 a 4 0 0

1.0 04 . 6 0伊

a l 0 1 . 7 0 0

3.43 a2 0 0

19.8 2 6. 2 0 0

a9 2 5 . 5 0 0

l a 490 . 3 00

3.4 2 1 . 0 0 0

2.327. 6 0 0

2 77. 8 0 0

・ 1.967. 1 0 0 .

4 9 4. 6 4 0

6 i 2 7 4 . 6 4 0

4 ' i 9 8 2 . 6 0 0

9 a f

93,4

92.9

8 4.3

89l5

81 .7

82.4

94. l _

86.0

92.3

7'9. 2

85.6,

9-6.8

オ

ホ

l

ツ

ク

海

区

計

天 塩

/ /

欲 系 tt)

石 狩

/ /

( 水  系 的

屍 別

架 太

利 別

属. 沢 部,

本 年 度

前 年 度

中 川

天 塩

2 6 4 . l 0  0

2 7 l1l 3 0 0

( 5 4 1. 4 0  0、
1.029 3 0  0

3 2 a0 0 0

l1l .35 l l l300)

l 0 : 9 0 0

2 6 . 6 0 0

81 . 5 00

2.01 1l 7 0 0

2.9 77. 1 5 0

4.919. l 0  0

2.039. 3 0 0

(6.95 a 4 0  0 )

7.5G'0 0 0
3.222 .0  0 0

0 a7 2 5 0 0 0 )

1 89. l 0 0

8 5 5 . 9 0 0

1. 441 .30  0

20 : 16 1;l .700

l 9l l 9 1 69 0

9 4 .g

8 a 0

( 9 2 . 8 )

8 :l1. 9

9 a6

( 8 a8 )

9 46

97.0

9 4.6

9 l:L9

86.6

日

本

海

区

千 歳

音 江

尻 別

l

利 別

厚 沢 部

計

i: j: 羅 日素 別

5.26Z.50 0

1 a8 4 0.0 0 0

4 06.3 0 0

8 6 1ll.40 0

4 . 861. 20  0

9. 972 . 60  0

92.3

92.0

, 3 2-

別 鮭 ふ 化 放 流 成 績 表

放 .  流 尾 数
放 流 期 間 備 考

一無 給 n l  給 個 後 合 計

- 而

9 6:ll.0

1ll 0 7 0 . 0 0 0

'4 3 3 . 5 0 0
1 a8 3 12.60 0

9. 39 a2 0 0

3.385.0 0 0

2.30 a 0 0 0

2 7 0 . 5 0 0

1.89 a 0 0 0

3 56・0 0 0

,ll 3.90 2 . 8 0 0

4 a l 5 1 . 8 0 0

_尾

7. 2 7CL3 0 0

a8 5 a 0 0 0

9 6 7 0 0伊

3.07 a 0 0 0

'4 3 3 . 5 0 0
1 a8 3 2 . 6 0 0

'l2 7 a3 0 0

、a2 5 6.2 0  0
◆38 5 . 0 0 0

2.3 0 a 0 0 0

27CL500

1. 8 9 a 0 0 0

3 5 6 . 0 0 0

6 a0 3 1. l 0  0

4 a 1 5 1. 8 0 0

自6. 1.:義、0
4. 1̃4.30

3,20̃6. l

2.22̃ 4. 30

3. 8̃5. 7

◆ 1̃5 .3 l

1.23̃4.17

4. 13̃5 . 1 0

3. :2̃a 7

2.20̃4.20

4 . l 0̃4.30

1.23̃6 . l 0

2.20̃6.20

l 6 . l :2 a3 0 0

1 .835 .40  0

(1. 8 3 5 . 4 0 0)

6.882.90 0

3.、9 0 . 0 0 0
l a5 7 5 . 9 0 0 )

87 0 0 0

84 .0  0 0

8 l 0 . 0 0 0

1.3 0  a 0 0  0

14.197. 3 0  0

l 6 . 6 5 a5 8 0

4.87G.0 0 0

(4.8フ0.0 0 0 )

4.870.0 0 0

1.835.40 0

(6.705.40 0 )

6 .882 .900

3 . l 9 a0 0 0

( ; a5 l7 ・5.90 0)

87. 0  0 0

8 4 . 0 0 0

8 l 0 . 0 0 0

1. 30  a 0 0 0 .

、9 0 67 3 0 0
t7.563.9 0 0

3 . l  1̃5.20

3. ĩ4. 5

2. 1̃4.18

4. 1̃5.12

4.21̃5 . l 0

4.10̃4. 30

2.15̃4.15

2.10--3.2 5
2. 1 5̃ . 20

1. 2 4̃5.23

(還元放流)

4.87 a 0 G 0 ,

9 0 5 . 3 2 0=::: a 402 . 0  0 0

9. 0 4 5.30 0

3, 1 4̃.、0
4 . l 0 6̃.2 0

-3 3-



法f l

置 1 水 系 事業場名 収容卵数 死 卵 数 .i。出 尾 数 ふ 化 率
放

無 給 f耳
l フー[:崎無 -理
1伊 茶 仁
頼 l忠 類

1

1標 津
室i ″

i

110k系計)
l

海 1当 現
l
1床 丹
1
区 l西 別
1風 蓮
1矢 自 別
l

1別 当 資

/

伊 茶 仁

/ /

根 室

中 標 津

計 根 別

( 床 丹 )

虹 別

浜 中

/ /

厚 味

粒

29611ll500

66a,l:00

61975〇00

. (7.64u00)
5.822500

626500

5126「.400

7 285600

5,4851[l00

粒

1.フ22.700

23a.800

62的00

( 8 6ll・600)
745」[100

12フ00

4015動0

692a0

3121a.00

尾

2ZB94800

4 30600

,ll346200

(6フ7680 0)

51071ll5的

611ll800

472519'00

659a100

5:l72600

%

942

ll14lll

91.0

( 8aフ)

8「.2

9 的

922

905

943

8494品

1.035600

31';l000

6016200

(6335200:
5025000

601」000

,l“フ5eS'00
62 90000

200000

51lOaOCi0

計
本 年 度

前 年 産

l23855400

12218a400

264l.10l:i

16.620010

11,ll2l,l300

10556a39C

922

86.4

翻692400

94231300

l別寒辺牛 l太 田

19!l 路 l釧 路
標 l ″ l鶴 居
,e'・1 i
最 l (1ll(系計)l
l l
以 l阿 1llli 1阿 寒
l l
東 1茶 路l "

海 1十 勝 l十 勝1 ″ l札 内
区 l ″ l幕 別
l C施系計) l
l歴 舟 l大 樹

5◆;0a700

782B300

的31500

(13B5lil800)

6501000

9.446900

34フ945的

1 4Al 1000

( 5a652400)

1.122400

2“.100
發23的

492900

(1.015200)

6的00

936:200

4 1l:21300

1191 1uoo

(697Cl900)

138S00

5」062600

1ll30的00

553a600

(12解4600)

590000

a5ll1フl)0

3ae17a200

l 2149ZB00

(51a1動0)

98a900

95A

933

9 la

. (926)

9ae

90:l

8a2

867

( 8a1 )

8Z7

3.93a700

1ll26li400

5414A00

( 12.679.800)

4720C0

251i00

a085.100

15A3的00

124li的 0

(24.; 60900)

944500

計
本 年 度

前 年 度

7'Sl593300

lOZ.73Z.900

a430フ00

9eo1.aoo
71.162600

97.936A00

8'5l.1

909

・ :'Alf)42フ00

74411S00

幌 別

元 浦 河

静 内

/ /

_ 1 , /
l
l
l

350000

5oamo、-3 4-

一一一
流 尾 数

放 流 期 問 備 考
給 領 後一一一一一一産一
25.64a900

合: 計

・ 84g4重? 1 4j 0̃ 5?4 1 (通フ元放流)

i l

25,648S'00 1 4 .24̃ 6.20

1085600 1 i 2 4̃ 5.24  (還元放流)

319.000 l 6. 1̃ 6 .20
l

的 1a0 1 4 . 2 い 6 . 2 0 l
(6 335:200) l l
50お加0 i 1̃ 5.30 1
601000 4・2 0̃ 5.31 l 民間収容所
4a'5a900 l 1.20~ 4.30 l

l16290000 . 4. ;1? 5̃ 5.15
l l

2 0 0 0 0 0 l  4 . 2 S̃ 5. l 5 l (還フ元放流)
l l5.1l00.000 , 4 . 1 ̃ ll;.31' l

25.64a900

a2lil,ll00

110341.300 l l. 2 0̃  6.20 l
: l

l _ 1
102446:700 l 2. . 5 ?30 1

a933フ00

7.265Am

1i4144 00

(l2679.800)

472000

251部0

80851l00

3a350.000

,1.9oono
(50335.900)

944500

3'2 6̃ 5.2 0

3. 1 0- 4.2a
3, 3̃ 5. l 5

4 1̃ 4, 8

2. 1̃ 4.30

3. l̃ 5.20

2.25- 5.l 6
1.t 0̃ 3.28

3. 1̃ 4.30

( 還元放流)

14920」000

l0655000

(25S151a00)

25.575000

19.272500

6a6t-;.700
9ii68如00 ・

1.2 0̃  5.20

l . 2 5̃ 5.31

35a0的

500000

4. 1̃ 4.10

2.1 0̃  4.20

(還元放流)

( ″ )-3 5-



海 区 水 系 事業場名 収 容 卵 数 死 卵 数 1 解 出 尾 数
l

解化準

11三 石

静 内

期 川

勇 払

白 老

, 数  生

長 万 部

遊 楽 部

茂 辺 地

知 内

a 川
本 年 度

前 年 度

/ /

/ /

離 川

千 歳

白 老

数 生

八 雲

//

茂 辺 地

知 内

/ /

粒

ム7 3a 0 0 0

1.062.80 0

3 6 1i t1 0 0

647 5 0 0

t 99 , l l . 3 0 li

!i_29 5.0 0 0
2.71 3. 0 0 0

l a8 l .,l. 6 0  0

2 0 . 7 7 5 . 4 0 0

粒

6 0a 4 0 0

1 5 3 . 7 0 0

83.3 0 0

4 a3 0 0

1 8 a 4 0 0

5 01. 0 0 0

7 83.9 0 0

2.351. 0 0 0

2.252.10 0

尾

6.l ;1' 6・6 0 0

90 9. 1 0 . 0

2 8 l . 7 0 0

6 0 1.20 0

1. 8 1 5 . 9 0 0

4.78 a 0 0 0

1.92 1;l 1 0 0

l 6 . 4 57 .ll;0 0

16・5 215.3 0 0

i

9 l 0

8 1i5

7 Z 2

93.8

9 1.0

9 a 4

7 t l

87. 5

8 9.2

標

隻

以

西

海

区

計

合 計
本 年 度

前 年 度

3 l a3 4 5 . 6 4 0

33G.4 73.5 4 0

33.0 66. 8 0 0

1l;9. 2 69. l 6 0

285.1il7 a lti 4 0

:2 9 t 2 0 4 . 3 8 0

89. 5 -

8 a l

-3 6-

放 流 尾 数
放 流 期 間 備 考

無 給 a耳 給 解 後 合 計

- 尾

2 0 a 0 0 0

4.75,ll.0 0 0

9t19. 0 0 0

5 0m 0
2 7 a7 0 0

5 77. 5 0  0

2 1i.0 0 0

605 . 0  0 0

'7 3a3 0 0
1.321 .0  0 0

2 8 5 . 0 0 0

1 4 . 0 4 a5 0 0

t a8 9 6 . 3 0 0

尾
2 oao爲

4.7540 0 0

9 09. 0 0 0

5 0'0 0 0
2アa 7 0 0

5 7 ;1l .50 0

2 5 . 0 0 0

605 . 0  0 0

3. 7 3a 3 0 0

t 3 2 1.0 0 0

2 8 1i 0 0 0

1 4 . 0 4 8 . 5 0 0

1 a89 6・3 0 0

'i. 、̃義、。
1l' 1̃4.30
3‘ t̃4.15

3. l 7̃

3. 1̃a 2 0

3. t̃3, 20

4.25̃

2 . l 0̃4.25

2 . l 3̃4 . l 0

3 . l 0̃5 . 2 0

3.l 0̃4. 5

2 . l 0̃5.20

2 .2 l̃4.30

(選元放流)

(還元放流)

(還元放流 )

(埋設も含む)

(還元放流)  .

0

0

1 9 9 . 8 8 i 7 0  0

252 . 3 49 4 8 0

72 . 222 . 200

2 a393.2 2 0 ==2 7 2 . 1 0  S, 90  0

2 8 a7 4 2 . 7 0 0

-3 7-



「7. 鱒 增 殖 事 業

( 1 )  捕獲採 ・卵 概 況

鱒の增殖事業を行つているのは北見,根室,天塩、渡島の4支場行内で、事業実施水系は33

河川、捕獲採卵実施場所は34ケ所である。

o桜韓の総捕獲数は4. 9 1 5尾で計画数の5 8 . 6 %、採卵数は 5. 2 5 7 8 S  0粒で、計画数の、

6 3 . 5 %をもって終了l,,たが、前年度に較べると捕組は4 i 8 % 、採卵数は 5 8 7 % の 增 加 で

あるoこの魚種の河川11fi1二は5月頃から始まり、害養期間も長期間に巨るため、捕独、採卵業

務共極めて難点が多<、大部分の流上魚は上流で天然産卵してl,,,る ,l1.のである。

従つて本年度からは、 桜lllllli及「;、律太解tを対象に幌内川‘', 1部分を・保護水面を指定し、 この中で

これら魚種の天然産卵を保護する施策が北海適にま;いてとられた。

o棒太'l1 ・ 11の総抽'獲数3 'Sl. 0 l 7 尾 で計画数の 3 フ 1 . l % 、 採卵数は 2 2 . 2 2 4 . 2 3 0 粒 で 、計画数

の3 7 8 '% を もって終了したo本年一は登漁年に当り、河川派l:1も前年を大き<上f国るものと予

想されたが、根室支場管内の親魚の沂上が極めて無<、計画の a 4 %に終つたため、棚整数は

前年度の約Z9 %にとどまつた o しかし採卵数は字使用率の向上( l 2 . 9 %增)にょ t、 l a 2 %

の增加を示した。 この魚種の tfii:1数は 1 年お? きに明らかた增減を示し、また沿岸に :l;・ける漁獲

は西歴の奇数年に好漁を示してloる。
l'1_

-3 1ll

事 業 計 画  と 実 施 並 に 前 年 と  の 対 比

( 桜  解 )

- l  昭 和 3 8 年 度 対 比
備考昭和37年度

- - l 計 画 歡 l 実 施 1達成率 增 l 城
捕 獲 数

率 使 用 数

採 卵 数

収 容 卵 数

ふ 出 尾 数

放 流 ″

a3 9 0尾 l 4 . 9 1 5尾1 5 a 6 %
M 0 8 尾 l 2 . 3 8 2″ l 6 2 . 6l
a2 8 a0 0 0粒 l 5.25m 0粒 l 6 a 5
a0 3a 0 0 0 ″ l 5 . 1 7 5 . 7 2 0" l 6 4. 4

l '
74 69.0 0 0尾  4 . 8 l 2 . 0 0 0尾 l 6 4. 4

l

1l l 2 4 4 0 0 0 〟 l 4. 6 0 4 . 7 0 0″1 6 a 5
:

3 l 4 9 月

1.522″

3.3 1 2 . 8る0粒

3.262.20 0"

2 . 8 13 . 0 5配

2.727.8 0  0,

1.766島尾

8 6 0″1-
l. 9 4 4.990粒l -

l

1.9 l 3.5 2 0 ″i -
1l . 9 9 a9 5 l:llil -
l

1.876900″l -
;

( 棒  太 9離 )

区 分
昭 和 3  8 年 度  l __ _ __ 対 比 l_

計 画 数 1 実 施 1通成率
l'ロ'「i'o ・ ' 'l-lliil.

増 l 城 l l li -il
捕 獲 数

率 使 用 数

採 卵 数

収 容 卵 教

.i1 ' 出 尾 数

放 流  ″

1 0 5 . 1 1 0尾

44.7 3 1 ,l1,

5a805.000粒

5a 8 0 li0 0 O ar

53.0a0 00尾

51 . 456.0 0  0"

l 明3- 7尾 l 3 M
l 6 . 8 2 3 ″l 37.6

l
2 2 . 2 2 4 M  0粒 l 32.8
2 1.8 2 4 .1 0  0 ″に 2. 1
19.611.200尾 3;Z0

1
1 a99a6 0 0" j 36・9

4'll.503尾

l 6'7 95 〟

20 . 1 6 a287粒

19. 0 4 2 . 2 2 0″

l 4 . 865 .330尾

14 .713.1 1 0 ″

- l l M 程
28是I

l
2a 6a 943粒l

l

2.7 8 1.8 8 0 ″l
4.745.8フ0尾 l
4. 2 8 a4 9 0 ″ l

-3 9-



昭和 3 8 年度、 支事業場別桜

1
1

l

支 場 l 事 業 場
1

捕 獲 数 使 用 ・ 親 無 数 ・

率 l 6 計率 容 計

北 見 幌 内

清 滑

斜 里

岩 尾 別

本 年 度

前 年 度

尾-

「 6

6 4 3

l 5 6

2 9 l

1.1 0 6

フ l 3

尾
5

4 5 3

9 5

l 4 6

6 9 9

5 1 '

要,
l 0 9 6

2 5 1

4 3 7

l e 0 5

l . 2 2 4

學6

3 6 4

1 3 9

2 6フ

7 8 6

5 9 5

尾t

9 4

4 3

1 0 0

2 4 2

l フ 8

異

4 5 8

1 8 2

3 6 7

t 0 2 e

7 7 3
計

根 室 l校 室
1計 根 別
l虹 別
l浜 中
l厚 床

l本 年 度

計 l前 年 度

3 5 0

4 7 4

1l;4

1 7 1

1 1 4

1 .173

4 8 5

1 5 0 l 5 0 0 l 2 5 4

2 4 4  7 l 8 l 4 2 4

l
2 6 l 9 0 !  5 0

: i
7 7 1 2 4 8 l 1 6 8

l l
8 4 l  1 9 8 1 1 1 4

l l5 8 1  t 7 5 2 l t 0 1 0

l l3 0 2  7 3 7 l  4 2 9

1 0 7

2 1 4

1 6

4 6

3 6

4 l 9

ク 1 7

3 6 1

,ll33

6 6

2 1 4

1 5 0

ll 4 2 9

6 4 6

天 塩 l徳 志 別
l

l歌 登

l中 川
1天 塩

計 l=
7 4 1 5 6 l 1 3 0
9 3 1 2 l 7 l 3 1 0

1
4 2 l 6 2 l 1 0 4
l 7 1 6 l  2 3

2 2 6 l 3 4 1 l 5 6 7
6 0 1 l 2 S 6 1 8 5 7

1 9

5 0

2 1l;

9 2

3 2 0

6 l 2 5

1 2 1 6 2

1 l l 3 4

- l -

::l :::
渡 島 八 要

利 別

尻 別

本 年 度

前 年 度

2

8 3

5 .0 7

5 9 2

2 2 8

3

3 5

1 5 9

1 9 7

5 1l;

5

l l 8

6 6 6

7 8 1;'

2 8 1

4 9 4

4 9 4

2 2 0

l 4 4

1 4 4

5 2

6 3 8

6 3 8

2 7 2
. 計

合 計
本 年 度

前 年 度

'0 9 7
2.027

l.8 l 8

t l 2 2

4 . 9 l 5

3.1 4 9
2.382

l . 5 2 2

8 3 4

5 0 6

1t2 l 6

2.028

-4 0-

鱒;1'魚 捕 獲 採 卵 成 績 表

採 卵 数
!l1lし 容 前

死 卵 数
収 容 卵 数
e 親魚
使用数

平 均

採 卵 数
実 施 期  間

3a2ll要 0
64'Sl.000

2 5 Z . 7 0 0

5 39.2 0 0

1.4 79 1 3 0

1. 0 82 . 70  c

粒
2 3 0

'、9 0 0 0
1ll.20 0

1.700

24.1 3 0

2.300

3 i  o常o

6 3 0 : 0 0 .0

2 5 4. 5 0 0

5 37. 5 0 0

1. 4 5 5 . 0 00

1.075 .40  0

,olfo
56.6

8 2 1

'o1.8

7 l. l

81,・5

2.0%
1.7 8 3

1.3 5 4

2 . 0 l 9

1. 0 8 8

2 . 958

alii2 2̃ ・?o
5. , 6̃ l a 2

6. 1̃ 9. l 5

6. l ̃ t . 3 0

5 . 1 6̃ 1 l:L 2 0

5 . 2 4̃ 1 a 3

46'9. 7 0e

1.0 3 2.6 0  0

l 4 5. 7 0 0

3 l 1 1 1 2 0

2 0 5 . 7 0 0

2.170.820

9 2 5 . 1 6 5

14 . 7 00

2 0 . 1 0 0

3,2 0  0

5 . 1 2 0

7 0 0

41i8 2 0

l '9l6 65

455 . 000

1. 0 l 2 . 5 0  0

1 4 2 . 5 0 0

312.0 0 0

2 0 5 . 0 0 0

2.1 2 11l 0 0  0

9 0 5 . 5 0 0

72.6

89. 5

7a1

9 a3

10Cl:0

85.3

8a5

1. 8 4 9

2.435

2.914

1.8 8 8

1. 8 0 4

2 . 1 4 9

2 .157

5. 1̃ 1 a 2 0

5 . l  1̃ 1 0 . 1 0

9. 1 1~ 1 a 1 5

,ll. 2 5̃ 1 a 6

a 1 1 ̃ '9l 3 0

5. 1̃ 1 a 1 5

5. 1 5̃ 1 0 . 2 0

4 a 5 0 0

10 l l . 0 00

4 2.0 0 0

182 .50  0

6 6 2 . 5 0 0

5 0 0

5 0 0

7 8 0

1.780

9. 2 0  0

40.0 0 0

9';l 5 0 0

41 .220

1 8 0 . 7 2 0

6 5 3.3 0 0

25.;ll

53.3

54.8

40.ア

53.2

2 . 132

2.0 0 0

1. 8 2 6

1.908

2.070

5. 1 ̃ 1 a 3 l

5 2 1̃ 1l l 2 0

6・1 4~ 1 0 . 5 5

5. 2 1̃ 1l l . 2 0

5. 1̃ 1 0 . 3 1

a ,~ 1 o. l o

1.425.400

1. 425 .400

6 4 2.5 0  0

l 2 . 4 0  0

1 2.4 0 0

1 4.50 0

1.4、1ll'0 0 0
1. 4 1 3,0 0 0

6 2a 0 0 0

91l 4

81i.4
96.5

2.8 8 5

2.885

2 . 9 20

gl 、~ 10・10
6. l 7 ̃ a 2 0
1:2 5  ̃  1 0,1 0
6. 1 7̃ 1 0 . l 0

9l 1̃ l 0 . 3 l=::: 8 2 . 1 3 0

5 0 . 6 6 5

5.1 7 5 .7 2 0

3.262.20 0

76.9

75.1

2.207

2 . l 7 6

5. l̃ 1 0 . 3 1

5 . l  5̃ l llL 2 0

- .a 1-



昭 和 3 8 年 度、 支 事 業 場 別

捕 獲 数 使 用 親 魚 数
支 'a,

・お業場

字 l 0 計 a 0 l 計
北 見 北 見

岩 尾 別

斜 里

網 走

藻 琴

湧 別

清 滑

幌 内

本 年 度

前 年 度

尾
2.5o3

:11 5 1 5

6 3 4

4 6 7

2 1 0

1.546

2 . 1 4 2

8 2 6

1 5 . 8 9 3

a 6 4 3

尾
1.9 3 5

4 6 9 3

4 2 0

4 7 8

1 3 0

2 .060

2 . 8 7 7

9 2 4

1 5 . 5 1 7

4 .2 6 5

4.4警8

1 4 . 2 0 8

1. 0 5 4

9 4 5

3 4 0

3 . 6 0 6

5.0' 9

1.750

3 t 4 l 0

7.90 8

2.界9

:l l 5 1 5

6 0 5

4 6 2

1 6 9

1 .326

t 5 6 S

6 5 3

1 4 . 5 0 7

2 . 9 1 9

表3

1. 9 9 3

1 8 8

1 4 7

1 0 3

5 5 3

5 4 S

3 0 0

4. 4 9 5

1. 0 l 4

l 尾

2 . 8 7 2

9 . 5 0 8

7 9 3

l 6 0 9

2ア2

; t 8 7 9

2 . 1 1 6

9 5 3

1 1;l .0C2

3.93 3
計

根 室

計

根 室 l 2 8
1

羅 自 1 3 9 1
意 別 6 8

伊 茶 仁  l 0 5

中 標 津  1 0 2

i l  l
n , 根 別  . 1 5 4

1
虹 別 l 5 2 0
浜 中 l 1 0 6

f厚 床 1 0 6

本 年 度  1. 5 8 0

前 年 度  1フ1288

6 7 l 9 5

3 2 2 1 7 1 3

/ 7 l 1 8 5
1 2 8 l 2 3 3
1 3 5 l 2 3 7
1 4 2 l 2 9 6
9 3 8 1 1.4 5 8

l
4 4 1 1 5 0
1 5 2 1 2 5 8
2.045 l li6 2 5
2a922 l 3 a2 1 0

1 7

2ア 4

4 7

8 1

9 3

1 5 4

3 6 5

8 5

1 0 6

l 2 2 2

13.1 5 8

1
8 l 2 5
l

1 l 9 l 3 9 3

2 7  7 4

2 6  1 0 7

4,● , 1 3 7
l

1 2 4 l  2 7 8
l

l 2 4 l 4 8 9
l

3 4 1 1 1 9

- 6 3 l 1 6 9

. 5 6 9 1 1.7 9 1
1

3. 092 l l 6 . 2 5 0

天 塩 天 塩

德 志 別

歌 登

屯 別

中 川

1 1

9 3 5

1 1 8

3 7 3

1 7

4

1.640

3 2 6

5 2 1

3 7

1 5

2 .575

4 4 4

8 9 4

5 4

7 5 -0、 1 7;

6 6 l 2 0
l

2 6 6 l 8 6

l 2 l 5

-
9 2 2

8 6

3 5 2

l 7

-4 2-

樺 太 鱒 親 魚 捕 獲 採 卵 成 績 表

I一 採 卵 数 収 容 前

死 卵 数
収 容 卵 数

字親魚

使 用 率

平 均

採卵数
実 施 期 間

親3,0 3 5 . 0  0

10.720.0 0 0

7 57. 3 0 0

4 5 5 . 6 0 0

2 0 a 0 0 0

1.564.20 0

2 . 011. 0 0 0

9 21l,.0 4 0
1 9 6 7 4 . 1 40

4 . 4 0 5 4 0 0

44 .0標0
54 . 50  0

'9. 8 0  0

a 6 0 0

aooo

1 09.2 0 0

9 4 . 0 0  0

5.540

32a64 0

49. 4 0 0

港2 . 9 9 l.0 0

1 a665 .50  0

7 4 11l 5 0 0

452 .00  0

2 0 0 . 0 0 0

1 . 455 . 0  0 0

1 .91 1l l .000

9 l 1l l 5 0 0

1' l l .345.500

4.35 6.0 0 0

8 l量:5
100 . 0

9 5.4

9 a 9

80.5

85.8

7 1i3

7 9. 1

9 1.3

80.0

字1.3 4

1 . 4 25

1. 2 5 2

9 8 ll1

i. 2 3 1

1 . 1 8 0

1 .282

1. 4 1 4

1.356

1. 5 1 l

自 至'il 1 ̃ 1 1:1 5
a 1 ̃ 1 1. l o

1. 1 a~ 1 o. , g

a 2 1̃ 1 0. 2 0

a 2 7̃ 1 0. 1 7

a 1 ̃ 1 0 . 2 0

7. 3 0̃ 1 a ‘ 4

7. 2 1̃ 1 0. 2 0

l l l 1 0̃ l 1. 1 5

6. l 1 ̃ 1 0 . 2 0

2 1. 7 0 0

3 1 6, 3 0 0

4 5 . 3 0 0

9 a6 0 0

l 2 l l l 5 0 0

l 51,.2 0 0
4 17 8 0 0

7 3 . 4 9 0

l 2 1i9 0 0

1.379. 79 0

1 4.645 .600

7 0  0

4 3 0 0

1.0 0 0

1.1 0 0

2.50 0

1 4 2 0 0

17 8 0 0

1. 4 9 0

9 0 0

4 'Z.9 9 0

1.052.280

21 . 0 0 0

3 1 0 . 0 0 0

44.30 0

97. 5 0 0

1 2 S . 0 0 0

1 3 1l l 0 0 0

4 0 a 0 0 0

72.0 0 0

1 2 5 . 0 0 0

t 3 31 . 8 0  0

1 3.59◆32 0

60.7

70.0

69. 1

77 1

91.2

1 0  0.0

7 a2

80.2

1 oao

7 'f 3

76.1

1.276

1 . 1 5 4

9 6 4

1. 2 1 7

1. 3 7 1

9 9 5

1. 2 7 5

8 6 5

1.1 8 8

1.1 2 9

l. 3 8 8

1ll. 1 ̃ 1 0 . 1 0

7. 1 1 ̃ 1 i1l. 1  5

a 1 1 ̃ 1 o. 1 o

8. 1 ̃ 9. 3 0

a 2 0̃ 9 3 0

9. 1 ̃ 1 a1 o

1ll. 1̃ 1 0 . 1 5

6. 2 5̃ l 0. 1 3
9l l 2̃ 1 a 1 4

7 1̃ 1 0.1 5

,6・2 1 ̃1 0 . 2 0

8 0 1;l 1 0 0

7[1. 0 0 0

2 77. 6 0 0

1 3.6 0 0

1-aooo

5 0 0

4.80 0

2 0 0

7 9 1.1 0 0

6'9 5 0  0

272 .80  0

1 3'4 0 0

82 .1

55.9

71.3

70.6

1.079

1 . 0 6 l

1.044

t 1 3 3

7. l  1̃ 'll. '9 2 0

7. l 7̃ 1 0 . 3 1

1l. 1 1̃ 1 0 .  5

a 7̃ 1 a 5

7. 2 7̃ 1 l]. 5

-4 3,



1 1 l 1 1

支 場 1 事業場 捕 獲 数 l 使 用  親 魚 ・数

字 3 l 計 1 字 1 0 1 計
1本 年 度 l 1.4 fli i 2.、5? l 3.9?

計 1 l 1
1 前 年 度 l 1 . 1 5 9 1  2.22フ 1 3 .386
l l l
1 l l l

1.o角 l 2 8等 l 1.3持
7 1 8 1 1 5 2 l 8 7 0

l l
l
l1本 年 度

合 計
,前 年 度
:
l

l ll
、e.92 7 l 2 0 . 0 9 0 l 39. 0 1 7

l l
2 2 . 0 9 0 1 2Z . 4 1 4 l 4 2 5 0 4

1 l

l

1
l 6 . 8 2 3 1  5.347

1 6 . 7 9 5 l 4 . 2 5 8
l

2 2 . 1 7 0

2 1. 0 5 3

l i ' : 1' l , i

1 対比增域 1 @.163 le7.32 4 1 (113l10.487
1 1 ;

1 i ‘

l
l

③ 3 8 l③ l . 0 9 5
1

③ t 1 2 3

採 卵 数
収 容 前 1

l 収 容 卵 数
死 卵 数  l

字 親 魚 1 平 均 l
1 l実 施 期 間

使 用 率 l 採 卵 数  ;
- t 1 7 0 . 3 0淹

'0 li8 5 5 0
23 .50揺

l・・5.6S0

1 . l 4 6 . 8萬

9 9 2 . 9 0 0

75.gl,
6 t 9

,.o fii l 7.?, ̃ , o.一手 ,
l

l ・ 405 j 6 . 2 8̃ 1 0 . 1 3

l ・

2 2 . 2 2 4 . 2 3 0

:2 0 1 1ll a2 .8 7

4 0  0 . 1 3 0

1 . 1 l aO,llフ

2 t 8 2 4 . 1 0  0

l・0 4 2 .2 2 ll1
8a9

76.0

l
l
i

1. 3 2 1 l 7 1 ̃ l 1. l 5
2 . 1 t 8 l 6 . 1 l ̃ l a 3 1

l

l l l l ll ' l , i
② 2 . 0 63 . 9 431@ 7 1m 7 l③2.7 8 1. 8 8 0 l ③ l 2 . 9 l @ 7 9 7 1

l l . l 1 l

-4 5-



昭和 3 8 年度海区水系別

海

区
水 系

捕 獲 数 使 用 親 魚 数

採 卵 場
章 31 計 率 0 計

岩 尾 別

斜 里

施' 滑

幌 内

徳 志 別

:混 別

岩 尾 別

斜 里

港 滑

幌 内

徳 志 別

;lI見幌別

2再
l 5 6

6 4 3

l 6

7 4

9 3

, 4号
9 5

4 5 3

5

5 6

2 1 7

好4
2 5 l

1 . 0 9 6

2 l

! 3 0

3 1 0

2 6F
1 3 9

3 6 4

l 6

l 9

5.0

尾
1 0 0

4 3

9 4

5

6

l 2

3 6写
l 8 2

4 5 8

2 1

2 5

,l;2

オ

ホ

l

ツ

ク

海

区

海 区 計
本 年 度

前 年 度

1 . 2 7 3

1 . 3 l 4

9 7 2

7 6 7

2. 2 4 5

2.081

8 5 5

3 7 3

2 6 0

2 3 7

1. 1 1 5

1.: 1 0

3 4

0

5 9 6

4 2

l 天 塩

言 :::
l 三 言
l 見 市

中 川

違 別

名 駒

朱 太

太 總

見 市

4 2

l 7

4 7 1

3 6

e 3
つl

6 2

6

l 4 6

l 3

3 5

3

1 0 4

2 3

o 1 7

4 9

l l 8

5

2 3

0

4 6 0

3 4

1 1

0

l 3 6

8

日

本

海

区 1
: 海 区 計
l

本 年 度

前 年 度

6 5 1

2 2 8

2 6 5

5 3

9 1 6

2 8 1

5 ! 7

2 2 0

1 5 5

5 2

6 7 2

2 7 2

忠 類

標 津
/ /

当 幌

春 別

床 丹

西 別

風 蓮

別 当 資

忠 類

標 津

武 佐

当 幌

春 別

床 丹

西 別

風 蓮

別 当 資

- l -

3 5 0 , 1 5 0
l

_ l _

1 7 4 l l l 3
1 6 9 l 7 6
l 3 l i 5 5

6 4 l 2 6
1

t 7 1 : 7 7
l l 4 1 8 4

5 0 0

2 8 7

2 4 5

l 8 6

9 0

2 4 8

1 9 8

2 5 4

l 5 3

1 5 1

l 2 0

5 0

l 6 8

1 l 4

l 0 7

1 0 2

5 8

5 4

1 6

4 6

3 6

3 6 l

2 5 1l1

2 0 9

1 7 4

6 6

2 1 4

1 5 0

根

室

海

区 海 区 計
本 年 度

前 年 度

1. l 7 3

4 8 5

5 8 1

3 0 2

t 7 5 4

7 8 7

1 . 0 l 0

4 2 9

4 l 9

2 l 7

1.4 2 9

6 4 6

合 計
本 年 度

前 年 度

◆ 0 9 7

2 .027

1. 8 1 8

1. l 2 2

4. 9 l 5

3' 1 49

2.382

1. 5 2 2

8 3 4

5 0 6

3 .216

2.0 2 8

前年対比 e1.o 7 o ③ 6 9 6 e1 . 7 6 6 e 8 6 0 e3 2 8 e1. l 8 8

-4 6-

桜鱒親魚捕獲採卵成績表

採 卵 数
収 . 容 前
死 卵 数

収 容 卵 数
率 親 魚
使 用 率

平 均
採 卵 数

実 施 期 間

一 粒
5 3 '9 2 0 0

2 57. 7 0 0

6 49. 0 0 0

3 i 2 3 0

4 l:1. 5 0 0

1 0 l:l . 0 0 0

粒
1. 7 0 0

3 , 2 0 0

l 9. 0 C 0

2 3 0

5 0 0

5 0 0

5 37. 5 0p
2 5 4 . 5 0 0

6 3 0.0 0 0

3 3 . 0 0 0

4 0 . 0 0 0

9'll.50 0

%
9 1.8

89l 1

56.6

1 0 0 . 0

25.7

53,8

2.0 f p
1 . 8 54

1. 7 8 3

2 . 0 7 7

2 . l 3 2

2.0 0 0

自 義る. l̃ . 3 0
6. l̃'9 l 5
5 . l 6̃ l a 2
a2 2̃10 .20

5. 1̃10.31
5 2 1̃ 'll.20

1.619. 6 3 0

1 .745 .20  0

2 5 . 1 3 0

l 6 . 5 0  0

1 . 5 9 4.50  0

1. 7 2 a 7 0 0

67. 2

66.4

1 .894

1. 9 9 9

4 2 . 0 0 0

1.34Cl.100

85 .30  0

7 8 0

l 2 . 1 0 0

3 0 0

4 1. 2 2 0

1.32 a 0 0 0

8 5 . 0  0 0

54.8

9lll.7

94 .4

1. 8 2 6  l 4 1 4̃10. 5- 5.21̃ 7. 2 0
l

2.91 3  l 9. 1̃1 a l 0

l2 . 5 0 9 7. 2 5̃ l n l 0
l ̃- l 4 1 7  e 2 0- l ,g 1~、a l o
l

1.46フ1400

6 4 2 . 5 0 0

l 3 . 1 8 0

1 4 . 5 0 0

1 .454 .220

6 2 a0 0 0

79 4

96 .5

2.8 3 8

2 . 6 9 l

4 6 9 . 7 0 0

3 8 5 . 0 0 0

3 5 4 . 0  0 0

2 93. 6 0 0

l 4 5 . 7 0 0

3 17 l 2 0

2 0 5 . 7 0 0

1 4. 7 0  0

5 . 500

1 2 . 0 0 0

2.60 0

a2 0 0

5 . l 2 0

7 0 0

4 5 5 . 0 0 0

3 7 ' l l 5 0 0

3 4 2 . 0  0 0

2 9 1. 0 0 0

l 4 . 2 . 5 0 0

3 l 2 . 0 0 0

2 0 5 . 0  0 0

・・ 一
;' 2.3

87. ?

lli 'll.3

: 9 1.6

7 a 1

lll a3

l oao

1. 8 4 9

2 . 5 l 6

2 .344

2 . 4 4 6

2. 9 1 4

1 .888

1. 8 0 4

5. 1̃10 . 20
t、l̃ 9. 2 0
5.11̃1 C . l 0
5 . 1 l̃1 l:l :10
5 . l 1̃1 a 1 0
9.1 l̃1CL 1 5
6.25̃10.  6
a 1 l̃ 'll.30

2.17 a8 2 0

9 2 5 . l 6 5

41ll,8 2 0

、9. 6 6 5
2.、27. 0  0 0
9 0 5 . 5 0 0

8 4 l

8 a5

2 . l 4 9

2 .157

5.257.8 5 0

'3 l 2 . 8 6 5
8 2 . l 3 0

50 . 6 6 5

5.1 7 5 . 7 2 0

3,262.20 0

76.9

75.1

2 . 2 0 7 -

2 . 1 7 6

e1.9 4 4 . 9 8 5 l e3 1.4 6 5
l

el1.91 a5 2 0 e l.8 e 3 l

-4 7-



昭和 3 8 年度海区水系別

海

区

捕 獲 数
l
使 用 親 魚 数

水 系 採 卵 場

岩 尾 別

斜 里

深 琴

網 走

常 呂

携 別

治 滑

興 部

雄 武

幌 内

風 烈 布

徳 志 別

北見j晩別

屯 別

率 0 計 字 0 計

爲1;l 5

9 9 3

2 7 2

6 0 9

2 . 872

1 . 8 7 9

2.116

2 7 0

6 8 3

l 5

9 0 7

8 6

3 5 2

岩 尾 別

斜 里

藻 琴

網 走

常 呂

湯 別

.;iii 滑

.興 部

雄 武

幌 内

風 烈 布

徳 志 別

幌 . 別

屯 1 別

7.5 l号

6 3 4

2 l 0

4 6 7

2.553

1 .546

2 .138

4

2 1 9

ll1 0 7

! 0 2

8 3 3

1 l 8

3 7 3

學6.69

4 2 0

l 3 0

4 7 8

1.935

2 . 0 6 0

2.850

2 7

2 6 6

6 5 8

l 4 5

1 . 4 95

3 2 6

5 2 l

爲 l 2

l 4 2 l Z 5 l 「

1. 0 5 4  6 0 5

3 4 0  l 6 9

9 4 5  4 6 2

4 . 4 88 l 2 .209
'6 0 6 l 1. 3 2 6

l
4 . 988 1 1. 5 6 S

3 1

4 8 5  1 8 5

t 2 6 5  4 6 8
l

2 4 7 l 1 0
I

2 . 3 2 8 l 7 4 0
l

4 4 4 l 6 6

8 9 4 l 2 6 6

美1.9

1 8 8

l 0 3

l 4 7

6 6 3

5 5 3

5 4 8

8 5

2 1 5

5

1 6 7

2 0

8 6

オ

1t

l

ツ

ク

海

区

海 区 計
本 年 度

前 年 度

1フ13 l9

4.801

a 0 0 4

6 . 4 8 8

3 5 . o 2 3

l 1 . 2 8 9

1 5 . 5 8 9

1i6 3 7

4 . 7 7 3

1 . 1 6 6

2 a3 6 2

4. 8 0 3

日 l 天 : 塩
j l 速 . 別

中 川

違 別

l 7

1 1

3 7

4

5 4

1 5

l-2 5 1 7

区
海 区1計

本 年 度

・前 年 度

2 8

1

4 1

4

6 9

5

1 l 2

' l ・ _ 5 l 7

根
サ ル jイ

春刈古丹
l

植 別

忠 1 lli
1

標 津

/ / ・

:

. サ ル ン イ

l
春刈古丹

植 別

忠 類

標 津

武 佐

l 9

1 l

2 0 0

6 8

1 0 5

2 8

l

1 0 2
l

1 4 7

1 7 5

l 1 7

1 2 8

6 7

l 3 5

3 3 8

3 7 5

1 8 5

2 3 3

9 5

2 3 7

l f 5

1 5 1il

4 l l1

8 t

1 7

9 3

4 5

7 4

2 7

2 6

8

4 4

1 6 0

2 3 3

7 4

1 0 7

. 2 5

1 3 7

室

-4 8-

樺太鱒親魚捕獲採卵成績表

採 卵 数
収 容 前
死 卵 数 収 容 卵 数

率 親 魚
使 用 率

平 均
採 卵 数

実 施 期 間

1 a7 2 ao o1l書
7 5 :ll. 3 0  0

2 0 a 0 0 0

4 5 5 . 6 0  0

3.0 3 5 . 0 0 0

1 .564 .20  0

2 . 0 1 1 . 0 0 0

2 4 6 . 8 2 0

6 7 6.2 2 0

o .20  0

7999 0 0

7 [1 . 000

2 77 60 0

5 4. 5 0海

'il 8 0  0

aooo

1i 6 0 0

44 . 0  0 0

10' l l .200

94.0  0 0

1 . 8 2 0

3.72 0

7 0 0

1 フ1. 3 0 0

5 0 0

4.80 0

純l l:l .665.5

7 47 5 0 0

2 0 0 . 0 0 0

452 . 0  0 0

2.991.0  0 0

1.455.0 0 0

1.91フ.000

2 4 5 . 0 0 0

6 7 2 . 5 0 0

a5 0 0

7 8 2 . 6 0 0

69. 5 0  0

272 .80  0

%
l 0 0 . 0

95.4

8 a5

9 a9

86.5

85.8

7'3

84 .5

7 11l. l

9. 8

8 a8

55.9

71 .3

粒
1 . 4 2 6

l . 2 1 2

1. 2 3 1

9 8 6

1 . 3 7 4

1. 1 8 0

1 .282

1. 3 3 4

1 . 4 4 4

9 2 0

1. 0 8 1

l . 0 6 1

1 . 0 4 4

自 至a 1̃ l i. l o

l l l l õ1 a l 9

a2 7̃1 a 1 7

a 2 l̃1 l:L20

'9 l̃ t t l 5‘

a l̃ 1 a2 o

a l l̃1 0 . 1 4

:11 3 0̃'ll. l 8

7. 2 、̃ l [ l . l 0
a l̃ l CL2 0

a l̃1 0 . l 5
t l 7̃ 1 a3 l

Z 1 !̃ 10.  5

a 7̃ lCl: 5

2 Q.83 a8 4 0

5.1l l 3 . 9 5 0

3 5 1. 9 4 0

6 5 . 0 5 0

20.4フ a9 0 0

5.34 a 9 0 0

9 l:1.0

75.8

1 .336

1 . 386

1 3 , 6 0 0 2 0  0 1 3 . 4 0 0 7 a6 1. 1 3 3 フ1.27̃ l 0 .  5

フ1、l̃9. 2 0
1 3 , 6 0 0 2 0  0 1 3 , 4 0 0 42.9 1. l 3 3

a 1̃1 o.1 o

l 2 5 . l 0 0

l 9 1. 2 0 0

4 5 . 3 0 0

9 a6 00

2 1 . 7 0 0

1 275、0 0

2 . l 0 0

4 . 2 0 0

1. 0 0 0

l
t l 0 0

7 0 0

2 .500

1 2 3 . 0 0 0

1 8 1l l 0 0 0

l
4 4. 3 0 0

97. 5 0 0

2 1. 0 0 0

l 2 5 . 0 0 0

6 a3

79. 5

69. l

77.1

6 a7

9 l.2

1 . 088

1 . 2 l 3

9 6 4

1. 2 l 7

1. 2 7 6

1. 3 7 t

7. 1 5̃ 1Cl.15

l l l l l̃ l 0 . 1 5

a 1 l̃ l o. l o

a 1̃ 93 0

1. l̃、a l o
a2 0̃ 'il3 0

- .a 9-



海

区

水 系 採卵場
捕 獲 数 使 用 親 魚 数

率 l 合 計 率 0 計

小 計

当 幌

春 別

床 丹

西 別

風 蓮

別当資

月
l 3 0

8 0

1 2

6 2

5 2 0

l 0 6

l 0 6

l 2:i
l 2

4 9

9 3 8

4 4

l 5 2

3 3号
l 6 l

2 4

1 1 l

1.458

1 5 0

2 5 8

尾
l l 0

8 0

l 2 ・

6 2

3 6 5

8 5

l 0 6

5要
8 t

8

3 5

l 2 4

3 4

,63

, 6号
l 6 1

2 0

9 7

4 8 9

l 1 9

l 6 9

海 当 幌

春 別

床 丹

西 別

風 蓮

別 当 賀
区

本年度

前年度

1 . 580

、7. 2 8 8
2 . 0 45

2 a9 2 2

a 6 2 5

3 a2 l 0

1.2 2 2

1 ◆ l 5 8

5 6 9

1l' 0 9 2

1. 7 9 l

l ,6.250
海区計

合 計
本年度

前年度

対ttil雄‘

l a9 2 7

2 2 . 0 9 0

(8)'l 6 3

2a 0 9 0

27.4 l 4

@. 3 2 4

3'Sl.017

49 5 0 4

動 a 4 8 7

l 6.8 2 3

l 6'7 9 5

③ 2 8

5 . 3 4 7

4. 258

③l. 0 9 5

2 2 . l 7 0

2 l . 0 5 3

②1. l 2 3

、、_

-5 0-

採 卵 数

l
第 g素基1 収 容 卵 数

l _・; ・  ・ ' 、
字 親 魚
使 用 率

平 与
採 卵 数

実 施 期 間

粒、49.2 0 0
6 ;Z 3 0 0

1 4 9 0 0

6'll.0 0 0

4 l 7.8 0 0

7◆ 4 9 0

l 2 5 . 9 0 0

1lまt
3,2 0 0

a3 0 0

4.900

3.0 0 0
l1. 8 0 0

l.4 9 0

9 0 0

粒
1 4ム 0 0 0

5 1ll.0 0 0

l 2 . 0 0 0

6 a0 0 0

4 0 0 . 0 0 0

72.0 0 0

l 2 li0 0 0

n
84.6

l 0 0 . 0

l oao

1 cao

7 a2

8 a2

l O l i 0

,.3整
8 4 l

1. 4 0 8

1.1 1 3

1. 1 4 5

8 6 5

1 . 188

自 至

ll l l̃ l l 1 1 0
9.、̃ l 0 .、0

l;l. l̃ l 0 l 0

ll. l~ l a l 5

・6・2 5~1 0 . l 3

91、2̃ l 0 .、4
1.3 79. 79 0

l 4 .645 .60  0

47.9 90

1. 0 5 22 8 0

1 .331. 8 0  0

l3.5 9 3 . 3 2 0

7「3

76' l

1 . l 2 9

1. 388 も.2 1̃10.20

22.224.230

2 l:L059. 5 5 0

③ 2 . l 6 4 . 6 8 0

4 0 0 l 3 0

1. l l 11l . 3 3 0

〇7 l7.2 0 0

2 1 . 8 2 4 . l 0  0

・ 1 a9 4 2 . 2 2 0 .

@2 . 8 8 l . 8 8 0

8 a 9

76.0

l
l ③1 2.9

l . 3 2 1
.
l . l 9 4

l ②1 2 7

-5 l-



( 2 )  館 ふ 化 放 流 成 續 概 況

.本年度の」i.化放流l1;:、サクラマスti l 2事業場と民間収容所1 ケ所、計 1  3 ケ所で実施した:o, 収
を浮上直後無給? ま ま l 3 水系に放流した1。 .ip-化率の9 4・ 6 %ti前年度より 3' 4 %向上を示して
ヵ ラ フ ト マ ス は l 8 事'装場と民? ?1 ケ所, 計 l 9 ケ所で実施したo収容卵数は2 l ・ 1 7 1 ・
粒を除く )、i出尾数ti、 1 '9l 6 1 1 . 2 0  0 尾' ふ化率9 2・ 7 %で、 l a 9 9 3・ 6 0 0尾を 1 9水

iイi::率の9 2.7 %1は.前年度より 9l 7 %の向上を示してぃるo

昭 和 3 8 年 度、 支 事 業

支 場 事業場 収 容 卵 数

:
l 死 卵 数 l 購 出 尾 数

I
1ll化率

放

無 給 0耳

-一高

5 21.5
2 31.5 0 0

562 . 000

2 8 0 0 ll1

1. 3 5 1. 0 0 0

9 8 1ll.50C

北 見

計

岩 尾 別 l 5 37. 5等0
斜 里 2 5 4 5 0 0l
清 滑 l 6 3 0 . 0 0 0
幌 内 l 3 1i0 0 0

l

本 年 度 l 1.4 5 5 .0 0 0
前 年 度 l 1. 0 75.4 0 0

7. 7?1 5 298?0 l 9 la6
l 6 . 6 0 0 l  2 37. 9 0 0 l 93.5

59. 3 0 0 l  5フ0 . 7 0 0 1 9 a6
l .

3.2 0 0 l 29.8 0 0 l 9 CL 3
86,8 0 0 i 1.3 ,ll a2 0 0 1 94.0

l '6 9 6 0 0 ,  1. 0 0 5 8 0 0 !  93.5

根 室 1中 標 津
l虹 別

l浜 中
l厚 床
1 ( 床丹 )
1本 年 度

計 ,
1 前年度

4 55.0 0 0 l 62 .800
1 4 2 . 5 0 0 l 7 0 0 0

3 1 2 . 0 0 0 l 2 5 0 0
2 0 5 . 0 0 0 l 1 0 . 5 0 0

i
l. 0 l 2 . 5 0 0 1  2 a3 0 0

l 2 . l 27. 0 0 0 1 l l a1 0 0
l

905 .500 l l 37.3 5 0

3 9 2 . 2 0 0 l 8 i 2
1

1 3 5 .5 0 0 1 95.1

3 0 2 . 5 0 0 l  9フ1.0
l

1 9 4 . 5 0 0 ,  9 4.9
l

9 8 4 .2 0 0 i  97 2
l

2.00a9 0 0 l  9 4.4
l

7 6 8 1 5 0 . 84 . 9

3 9 0 . 0  0 0

1 3 5 .0 0 0

2 87 0 0 0

1 8 1ll.000

9 6 S . 5 0 0

1. 962 .50  0

765 . 90  0

計

天 t量_ l 4 1 2 2 0 l  6.9 2 0 l 3 4. 3 0 0 l 83.2

徳 志 別 1 4 a0 0 0 l '7 0 0 l 3 6 . 3 0 0 1 90.8

歌 登 l 99. 5 0 0 1 9. l 0 0 l 9 0・400 l 9 a9

本 年 度 l 1 8 a7 2 0 l 19. 7 2 0 l l 6 1. 0 0 0 l 8 9. 1
前 年 度 l 6 5 1t3 0 0 l  5 a8 0 0 l  5 9 4 . 5 0 0 l 9 1.0

l 7. 0  0 0

36 .200

8 a 0 0 0
l 4 1 . 2 0C

5 3 l ).4 0 0

渡 島

計

尻 別

本 年 度

前 年 度

1.354 .80  0
1.354 .80  0
472 .000

8 a9 0 0
8 0,9 0 0

27 4 0 0

1.273.90 0 l  94.0

t 2 7;i9 0 0 l 94.0

l4 4 4 . 6 0 0  9 4.2
l

1.15 a0 0 0
1.1 5 l 1 0 0 0

4 4 4. 0 0 0

合 計

l

l言;差
l

l5. l l 7 5 2 0 ,  3 0 5 . 5 2 0
l

◆10,l l .200l  2 9 3 ' 1 5 0

4 . 8 l 2 . 0  0 0

2 . 8 li 0 5 0

9 4 0

9 a6
4.604.70 0

2.7 2'f. 8 0  0

-5 2-

容卵数は5 ・ l l 7 5 2 0 拉 i 出 尾 数 は 4 8 1 2 . 0  0 0 尾,, ふイllj率:9 4 6%で、 4. 6 0 4 . 7 0  0 尾
l,、る・,

6 0 0粒(収容後適外に移殖した発限卵6 0 a 0 0 0aと発限前死卵52 . 5 0  0 粒、計 6 5 2. 5 l・1tl
系に放流した が、 こ の う ち 2 1 a 4 0  0尾は伊茶仁事商で解飼育後放流した。

場 別 桜 鱒 解 化 放 流 成 績 表

流 尾

一給一而 後 一

数
放 流 期 間 備 考

合 計

伊5 2 1ll.5 0

2 33.5 0 0

562.0  0 0

2a 0 0 0
1 . 3 5 1 00  0

9 8';.5 0 0

自 3◆ 1 ̃ '. 1 0
2. 1 ̃ 4 . 3 0
1. 2 3̃ 4.1 7
4. 1̃ 5 . 1 0
1. 2 3̃ 6 . 1 0
2. l ̃ 4 . 3 0

3 9 a0 0 0
1 3 5 0 0 0

2 87.0 0 0
185 . 0  0 0

9 6 5 . 5 0 0

t 9 6 2 . 5 0  0

7 6 5 . 9 0 0

3. 1 0̃ 4 . 1 0
1. 2 5̃ 4 . 3 0
5. 4̃ 5. 8
4. 1̃ 4. 3 0
◆ l ̃ 4. 1 0
1 . 2 5̃ 5. 8
1 2 . 2 0̃ 4 3 0

l 7. 0 0 0

3 4 2 0 0

8 a0 0 0
1 4 t2 0 0

5 3 a4 0 0

i. 1̃ 3. 3 0
1. 7̃ 1. 3 1
t 2̃ t 1 2
l. 2̃ 3. 3 0
1 2. 1 0̃ 4 . 3 0

1.1 5 a0 0  0
1.15CL0 0 0

4 4 4. 0 00

・. l ̃ 4. 3 0
3. 1 ̃ 4 . 3 0
a l ̃ 4. 3 0

5a200粒の適外移殖及試験卵al除'く

l 1 . 2: a l 0
l 1 2 . l 0̃ 4 3 0

4. 604 .70  0

2 .72 11l 8 0 0

同 上

-5 3-



昭和 3 8 年度支事業場別

支 場 事 業 場 収 容 卵 数 死 卵 数 解 出 尾 数 解化率

i

北 見 l 北 見

l 岩 尾 別
l 斜 里

l 1薬 琴

l 細 走
l

l 湯 別
l
l 清 精
l
l 幌 内

粒
2.33 a5 0  0

' l l l 6 a 0 0 0

2.235.0 0 0

2 0  a0 0 0

2 6 2 . 0 0 0

1.455.00 0

1.91 1l l 0 0 0

9 l 7 5 0 0

粒
2 2 ;l l . l 0 0

2 9 2 . 5 0 0

t 4 4 . 4 0 0

1 3 . 1 0 0

45.0 0 0

2 2a5 0 0

3 1 2 . 2 0 0

8 2 . 9 0  0

尾
2 . 1 1 1 . 4 0 0

a 8 7 5 . 5 0 0

2 .090 .60  0

1 8 6 . 9 0 0

4 1 7. 0 0 0

1 . 2 2 6 . 5 0 0

1 . 6 0 4 . 8 0 0

8 3 4 . 6 0 0

%
90.3

96.8

9◆5

9 a5

9 a3

P4 . 3

83.7

9 1.0

・

計
本 年 度

前 年 度

l a 6 9'0 0 0
4.356.0 0 0

1. 345 . 70  0

3 4 4 . 8 0  0

1 1l. 3 4 11l . 30  0

4 . 0 1 1. 2 0 0

92.8

92. l

根 室 羅 日

素 別

伊 茶 仁

中 標 津

虹 別

浜 中

厚 床

( 床  丹 )

3 1 0 . 0 0 0

4 4 . 3 0 0

222 .50  0

8 a5 0 0

3 3 2 . 5 0  0

72.0 0 0

l 2 5.0 0 0

l 37.0 0 0

2 0 . 4 0 0

6 , 7 00

3.0 0 0

l a9 oo

15 . 7 00

34 0 0

a6 0 0

4.20  0

2 8 ' l l 6 0 0

3 7. 6 0 0

21 9 5 0 0

7 :1l . 6 0 0

3 l 6 . 8 0 0

lS a 6 0 0

l 1 6 4 0 0

132 . 8 0  0

9 i 4

84.8

9 a7

87 7

95.3

95.3

9 3.1

96,9

' 計

l
l

本 年 度

前 年 度

1. 3 3 1. 8 0 0

12 . 56 a2 2 0

72.90 0

2 . 6 l 4. 7 9 0

l . 2 5 a 9 0  0

9. 9 5 1i4 3 0

9 4.5

7.9 2

天 塩 天 塩

徳 志 別

歌 登

l'4 0  0
7 9 1 . 1 0 0

3 4 2 . 3 0 0

2.50 0

1 0 0 . 9 0 0

3 a 4 0 0

10 . 9 00

69.0.20 0

3 0 3.9 0 0

8 1.3

8 1l l 2

8 a8

計
本 年 度

前 年 度

1 .146・8 0  0

9 8 5 . 9 0 0

141 . 80  0

85.20 0

1 . 0 0 5 . 0 0 0

9.0  0.700

87.6

9 l.4

合 計
本 年 度

前 年 度

2 1. 1 7 1 . 6 0 0

、「.9 l 0 . 1 2 0
1. 5 6 a4 0 0

i 0 4 4 . 7 9 0

l9 6 l 1. 2 0  0

l 4. 8 6 5 . 3 30

92.7

8◆0

-54-

樺太鱒孵化放流成績表

- 放 流 数

無 給 fil 給 i耳 後 合 計

建
1.723.00  0

a8 5 a 0 0 0

2.067.60 0

l 8 6 . 8 0  0

4 1 2 . 4 0 0

1.2 0 a t 0 0

1.58 a 0 0 0

8 1 4. 8 0 0

放 流 期 間 備 考

厚 _

1. 7 23. 0 0 0

a8 5a0 0 0

2.061l. 6 0  0

l 86・8 0 0

4 l 2 . 4 0  0

1.20 a l 0 0

1. 5 8 a0 0 0

8 l 4 . 8 0 0

尾
自 j3. 2 3 l
4 . l 5̃4. 30

2. 1̃a 3 l

3 ' 2 0̃◆31

3.、5̃4.30
3. 1~'3 1
1.23̃2. 7

4 . l 3̃4.30

適外移殖卵652.5 o o 粒
を収容卵数より除く。

' 6.850 .70  0 l 6 . 8 5 0L7 0 0

3 .949 .90  0

1. 23̃4.30

2. l̃4.30

2 0 2 . 0 0 0

3 6 . 7 0  0

7 1ll.20 0

3 1 5 . 8 0 0

63.6 0 0

1 l 5 . 0 0 0

l 29 8 0 0

2 0 2 . 0  0 0

36・7 0 0

2 1 a4 0 0

77.2 0 0

3 1 5 . 8 0 0

63 . 6 0  0

l l 5 . 0 0 0

l 2'll. 8 0 0

2.20̃a l 0

4. l-̃4. l 0

3.26̃3 . 30

◆10̃◆25

1.20̃2.20

5 4̃5. 8

4. l 5̃4. 30

1l l̃4. 10

2 l a 4 0  0

9 4 0 . 1 0  0

9. 7 :,6,0、0
2 l a4 0 0

l 6 a2 0 0

1.15 a5 0  0

'9. 8 8 4 . 2 1 0

1.20̃5. 8

2. 1̃4.30

'l l 5 0  0

6779 0 0

2 97. 0  0 0

'll. 5 0  0

6 7 1l1. 9 0 0

2 9 1l l . 000

◆ l 1̃l l.30

1. 2 2̃a3 l

1. 7̃1.3 l

9 8 4. 4 0 0 984 . 4 0  0

8 69 0 0 0

1. 7 3̃'3 0

12 .20̃5.28

1 a775 .20  0

l 4 . 5 3 4 . 9 l 0

2 1 a 4 0 0

l 6 a 2 0 0

l a9 9 1l l 6 0  0

l 4.70'l l 0
1. 7̃5. 8

l 2 . 2 0̃4.30
同 上
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昭 和 3 8 年 度 海 区 水 系

海

区

l

ふ 出 尾 数 1 解 化 率水 系 事業 .場 名
i

収 容 卵 数 l 死 9a 数 ・

l

l

オ

ホ

l
ツ

ク

海

区

岩 尾 別

斜 里

清 滑

幌 内

德 志 別

幌 別

岩 尾 別

斜 里

iii 精

幌 内

徳 志 別

歌 登

粒 i 粒 1 尾l %
537. 5 0 0  l l 7 0 l0 5 2 'il 8 0 0 1 9a6

l 1 i2 5 4. 5 0 0 l 6.6 0 0  2 37.9 0 0 : 93.5
l : ,

: 9 l

6 3 a 0 0 0  5 . 3 0 0  5 7 a 7 0 0 l 90:6

3'0 0 0 a 2 0 0  l 2 9 . 8 0 0 ・ 90 .3

4 a 0 0 0  , 3.7 0 0  3t3 0 0 . 9 l18

9'l l 5 0 0  ' 9 1 0 0 9 a4 0 0 9 a9
!

計
本 年 度

前 年 度

1. 5 9 4 . 5 0 0 9'i6 0 0 、 1.494.9 0 0 . 9 2.6
:

1.72 a 7 0 0  l 2 a4 0 0  1 1.600.30 . 1 92.6

・ 根

室

海

区

標 津 l 中 標 津
西 別 l i[ 別

風 蓮 l 浜 中
l

別 当 賀 l 厚 床
床 丹 1 味 丹 )

4 5 5 . 0 0 0  62 . 800  l 3 9 2.2 0 0  86.2

ll 4 2 . 5 0 0 7.0 0 0  1 3 5 . 5 0 0  9 5.1

3 l 2 . C 0 0 9. 5 0 0  l 3 0 2. 5 0 0 9't 0
l

2 05・0 0 0  l a5 0 0  l l 9 4 . 5 0 0 9 4.9

1 . 0 l 2 .5 0 0  2 a3 0 0  l 9 8‘t2 0 0  97. 2

計
本 年 度

前 年 度

2.127. 0 0 0  1 1 a 1 0 0

9 0 5 . 5 0 0  1 3 :l l 3 5 0

2.0 0 a 9 0  0 9 4.4

7 6 a15D  ,li 4.o

日
本
海
区

天 塩

尻 別

天 塩

尻 別

41 .220 6.9 2 0

1 .354 .800 80. 1;l 5 0

34 . 3 0  0 8 1l 2

1.27 1i9 0 0  9 4.0

計
本 年 度

前 年 度

1.39 6,0 2 0  8 'l. 8 2 0

4 7 2 . 0 0 0 2 7. 4 0 0

1.30 a2 0  0 8 a6

4 4 4 . 6 0 0 94.2

i

l
i 1

' l

合 計
本 年 度

前 年 度

5 . 1 l7 5 2 D

3L I D6.2D0

3 0 5 . 5 2 0

2 9'1 5 0
l 4 . 8 l 2 . 0 0 0
l 2 . 8 l 3 . 0 5 0

l

94.0

' 90.6

-5_6-

別 桜 鱒 孵 化 放 流 成 績 表

放 流 数
放 流 期 間 備 考

無 給 解 給 解 後 合 計

爲5 2 l l . 5 0

2 33.5 0 0

5 ll l2 .000

2 a0 0 0

3 t 2 0 0

8 a0 0 0

l . 475 .20  0

1.51 7. 9 0 0

尾
5 2'1. 5 0 0

2 3 ◆ 5 0 0

5 6 2 . 0 0 0

2 a 0 0 0

3 t 2 0 0

8a0 0 0

尾
自 33. 1 . 1 0
2. l̃4.30

1.23̃4 . l 7

4. l~5 . l 0

1. 7̃1.31

1. 2̃1 .12

1. 4 75 . 200

1. 5 l l l l 9 0 0

1. 2̃6.10

2. l̃4.30

3 9 l l 0 0 0

l 3 5 . 0 0 0

2 8 1ll. 0 C 0

l 8 5 . 0  0 0

・ 9 6 5 . 5 0 0

3 9 0.0 0 0

l 3 5 .0 0 0

2 87. 0 0 0

1 8 5 . 0 0 0

9 6 5 . 5 0 0

'l,.0̃4. l  0
1. 2 5̃4. 30
5. 4̃5. 8

4. l̃4.30

3. l̃4 1 0

1. 9 62 . 50  0

7 6 5 9 0 0

1 .962 .50  0

7 6 5 . 9 0 0

1. 2 5~5. 8

2. l̃4 . l 5
l -t.0  0 0
1 . l 5 aD 0 0

1 ;l.0 0 0

1. 1 5 a 0 0 0

i . l̃3 3 0

' l̃4.30 5 11L2 0  0粒の適外移殖
及び試験卵を除くo

1 . l 61- 0 0 0
4 4 4. 0 0 0

1.16 1l l 0 0 0

444 .0 0 0

1i 1̃4.30

3. 1̃4.30

4 . 604.70 0

2.72l8 0 0

4.604.70 0

2.72 1l l 8 0  0

1. 2̃6.l 0

2. 1̃4 . l 5

同 上
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昭和3 8年度海区水系別

海

区
水 系 事 業 場 名 収 容 卵 数 死 卵 数 .i l・出 尾 数 ふ 化 率

岩 尾 別

斜 里

操 琴

組 走

常 昌

游 別

治 滑

幌 内

徳 志 別

幌 別 ・

岩 尾 別

斜 里

操 琴

組 走

北 見

蕩 別

治 精

幌 内

徳 志 別

歌 登

p'5l. 1 6 a 0 0

2.235.0 0 0

2 0 0 . 0D0

4 6 2 . 0 0  D

2.33 a5 0 0

・1 .455.0 0 0

・1.9 1 7 0 0 0

9 1 1l l 5 0 0

7 9 1 . l C 0

3 4 2 . 3 0  0

粒
2 9 2 .5 0  0

l 4 ,ll 4 0 0

l 3 . 1 0 0

45.0 0 0

227.、0 0
2 2a5 0 0

3 l 2 . 2 0 0

82 . 9 0  0

tO a 9 0 0

3 a4 0 0

尾a8 7 5 . 5 0  0

2.09 [L 6 0  0

l 8 ム 9 0 0

4 1 ll 0 0 0

2 . l l 1 . 4 0 0

1.226 ,50  0

1 .604 .80  0

8 3 4 . 6 0 0

6 9 0 .2 0D

3 0 1i9 0 a

%
96.8

93.5
9 3.5

9 l:l:3

90.3

84.3

8'7
91.0

8 1l l 2

8a8

オ

ホ

1

ツ

ク

海

区

計

本 年  度

前 年 度

1 ' l l . 82640  0

5 3 4 1 . 9 0 0

1.,a 85.0 0 D

4 3 a0 0 0

1 a3 4 1 . 4 0 0

4 . 9 l 1. 9 0  0

92.6

9 2.0

羅 自

'無 別

伊 茶 仁

標 津

西 別

風 蓮

別 当 資

床 丹

羅 自

意 別

伊 茶 仁

中 標 津

虹 別

浜 中

厚 床

(床 丹 )

3 l aOD0

44 . 3 0  0

2 2 2 . 5 0 0

8 a5 0 0

3 3 2 . 5 0 0

7 2.0 0 0

l 2 5 . 0 0 0

1 3T. 0 0 0

2 l l . 4 0 0

6 ,700

◆00 0

l a9 oo

1 1i7 0 0

1i4 0 0

a6 0 0

4.200

2 89. 6 0 0

3 7. 6 0  0

2 1 'll.5 0 0

7 Z 6 0 0

3 1 6,8 0 0

6 a 6 0 0

1 l 6・4 0 0

1 3 2 . 8 0  0

9l・.4
8 l . 8

1;1 a7

87-・
95.3

95.15

9◆1

9 6,9

根

室

海

区

計

本 年  度

前 年 度

1. 331 .80  0

l 2 . 5 6 a2 2 0

72.90 0

2.ll l l 4. 7 9 0

1.25 a 9 0 0

'il.953.4 3 0

94.5

79l2

日本

海区

天 塩

本 年  度

天 塩 1 1i'4 0 0

1 3.4 0 0

2.50 D

2. 5 0  0

l 0 . 9 0 0

1 0 . 9 0 0

8 1.3

8 1.3

合計
本 年  度

前 年 度

2 1.1 7 1. 6 0 0

1 1l l.91l:L l 2 0

1. 5 6 0 . 4 0 0

1l,0 4 4 . 7 9 0

l 9. 6 1 1. 2 0  0

1 4.865 . 3 3 0

92.7

83.0

B-

樺太鱒引場i化放流成績表

放 流 尾 数
・ 放 流 期 間 備 考

無 給 i耳 給 fil 後 合 計

一 尾a8 5 a 0 0 0

2.06 :l l 6 0  0

1 8 6.8 0 0

412 .40  0

1.723. 0 0 0

1.20 a 1 0 0

1. 58 a 0 0  0

8 1 4.80 0

6 7 1l l 9 0 0

297. 0 0 0

尾 尾
a8 5 a 0 0 0

2.067. 6 0  0

l 8 lt8 0 0

4 1 2 . 4 0 0

1.72 i .0 0 0

1.20 a1 0 0

1.58 o. 0 0  0

8 1 4. 8 0 0

6 719 0 0

2 9 Z 0 0 0

自 至
l . l 5̃4.30

2. l̃◆31

◆20̃3.3 l

i . i 5̃4.30

3. 2̃◆31
3. l 3̃.3 l

1.23̃2. 7

4.13̃4. 30

1. 2 2̃1l 3 1

1. 7̃1 . 3 l

1. 7̃4.30

2. l̃1i2 8

道外移殖卵652 . 5 0  0粒
を収容卵数より除<。

1 l.825 .600 、! 7.8 2 5 . 6 0 0
l
i 4.8 l a 9 0 0

202 .0  0 0

3 6, 7 0 0

7 :l l 2 0 0

3 l 5 . 8 0 0

63.6 0 0

1 l 5 . 0 0 0

1 29. 8 0 0

9 4 0 . l 0 0

97 l , t010

9. 5 0  0

'9 5 0  0

2 0 2.0 0 0

3 6, 7 0 0

2 l a 4 0 0

77 2 0 0

3 l 5 . 8 0 0

6 3'6 0 0

l 1 5 . 0 0 0

1 29l8 0  0

2.20̃ .t 1  0

4. 1~4.10

a 2 6 '̃3 0
3. 1 0 3̃.2 5

1. 2 0̃2.2D

5. 4̃l i  8

4.15̃4.30

3. l̃4.、0
1.20̃li 8

12.20̃4.30

1i, l̃3_3 0

2 1 a4 0 0

2 1 a4 0 0

1 6 a2 0 0

1.1 5 a.50  0

9 8 8 4 . 2 l 0

9 5 0  0

9. 5 0 0

l a775 . 2 0  0

l 4. 5 3 4. 9 1 0

2 1 a4 0 0

l 6 a2 0 0

1 a 9 9 3.6 0 0

1 4 . 7 0 1i1 1 0

1. 7̃5. 8

12.20̃4.30
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8. 姫 鱒

-jt、'lf度、 支場湖に:l;,ける姫解增 ,;置事業は、計画数を透かに上 ;l日る好成績を示し、 3 7 年 、  3 3

3 7年 、 3 8年と好成續が続いたが、下表の如く 1尾採卵数は36年度以前より透るかに少く

支 笏 湖 姫 鱒 最 近  5

年 度
捕 獲 数 l 使 用 親 魚

l
数

計字 3 l 計 率 0

3 3

3 4

3 S

3 6

3 7

l 6 .8 8 7尾

a9 3 9

11l 2 0 7

8 2 9

2 0 . 0 6 4

4.027尾

4 . 0 3 3

2.12,l1

1 5 6

1 7. 4 7 9

2 a9 l 4 尾 1 1 4 5 3 7尾
i

12.9フ2 l a8 2 5
l

9 3 3 3  l 6.865
l

9 3 5  l 8 2 7
l

37 5 4 3  l , 9. 7 4 8
l

2.321尾

2 . 6 8 7

1. 3 9 7

l 4 6

5 . 1 2 7

1 a8 5 8尾

l 1.5 1 2

a2 6 2

9 7 3

2 4 . 8 7 5

l
車電l l a 7 8 5

l
l

5 . 564 1 , t 3 4 9 1 a5 6 0 2 . 336 l 2 . 8 9 6

( l )  描 獲 採 5llll

本年の補獲は、 l 0 月 9 日か ら l l 月 2 3 日 まで実施し 、捕整数は3.7. 0 0 6尾で、前年度

を示し、 字親魚が前年かり5 . 8 l 2尾も少なかつたため,採卵数は 1i 5 0  a 9 0  0粒であっ

なか、支場湖に;お'ける資源量を計画的に調査する日的で. 3 8 年̃ 4 2 年 の 5 ヶ年間一定
業場には、 1 ・ 3 0 6 . 2 0  0粒を収容し、 1 . 1 5 a 0 0 0尾を同湖に放流した。

また、 a 9 0 4・ 5 0  0粒は、千歳事業場に収容したのち、適内外の湖沼に分譲し、または

-6 0-

增 殖 事

年度に次ぐ成績でぁつた。

なつたことが目立つているo

ケ 年 間 の 成 検 表

業

採 卵 数 率使用率
l 尾 平 均
採 卵 数

放 流 数 備 考

7. 2 7 a8 0 0粒

4.30 5.60 0

◆69「 . 2 0 0

3 9 4.20 0

1l l 2 2 1 . 6 0 0

9 1l l 9 %

. 9 a7

95.2

99. 8

9 a4

4 3 9 粒

4 8 7

5 3 8

4 7 6

3 5 8

2.382.80  0 尾

1.1 9 a4 0  0

1,2 0  0. 0 0 0

7 4 a8 0 0

2 .104 .500

4 .S7 l l l 880
l
9 :l l 9 4 6 0 l . 5 2 3.7 t1 0

の 3 7 543尾とほぼ同じ程度であつたが、前年の字 tl比83: 4 7に対し、  本年一は4 a 7: 5 9:-

たo

1tal船,流 jーることにし ,その数を 1. 0 0 a 0 0 0尾と決めたので,放流時までの損耗を見こして、l

河川放流、交配試験等を実施した。

-6 l -



捕 獲 採 卵

海

区

捕 種  数 使 用 報 魚

水 系 採 卵 場

支場i 湖

本 年 度

前 年 度

前年対比

率 0 計 字 0

解 促

解 4

国27

〇 1部3

日

本

海

区

支 術 翻 15052尾

1的52

20064

0 的 l 2

2t954尾

219 54

17.479

〇 4A75

3 「加促

3;.006

31543

〇 537

144l5尾

1“l 5
;i.748

〇 5 333

合 計

(2) 第 ・ 化 放 流

事業1iに収容した 1 3 0  a 2 0  0粒のlll化放流成aは下表の通りであるo

孵 化 放 流

収 容 卵 数 死 卵 数 第 出 数

本 年 度

前 年 度

比0t增減

t1!l 0 ,l,.2 0 0 二 粒

2.3 4t.90 0

e→ l . 0 4 t 7 0 0

52 : 700粒

2 4'4 0 0
t-) l9 CL7 0 0 '.2 5・'5 0  0尾

2 : l04 .S00

t-11l 8 5 t 0 0 0
e
o

① ②

採 卵 数 収容前死卵

1i5 0 a900拉 6,8 0 0社

③

m分与印数
2 9 t 4 0 0 粒

@

収 容 卵 数

li2 l a700r粒

↓

1. 30 1l,・2 0 0
3,9 04.50 0

0

移1i分a90数
i .l 9 l l 0 0 0 杜

↓

, 0
i,9ao o o

〇 (2)の内lRは美一沼3 S. 0 0 0尾、 a0多●i川2 a 0 0 0尾、 ( 西llピレ切験 )千蔵川 2 t 4
-i,2-

成 績 表

数
収容前
死卵数 収 容 卵 数

'e親魚
使用率

平 与
採卵数 実 施 期 間

採 卵 数

計

la20境

l8209

24875

〇 66a

55oaSloatil 6800粒 S2la7 0 成・

!i2l0フ00

;ll078500

a ,a西oo

9n 3 82粒 l 09̃ l123

550a900
Z22 l.600

〇 l.7 l2フ00

680 0

3的'00

a 31・9o0

958

9814

382

366

l09̃ l l 2 3
l 09̃ l t l 9

成 積 表

解 出 率 放 流 数 放 流 期  間 '藤 考

9S.9 1b

9 a4

的 S.5

t l 5a 0 0 0 尾

2:08a 0 0 0

f-1 93 0L0 0 0

45̃4 l 5

4 5~4.22

都総0ll後放流

④

死 9ll 数

7 l a0 0 0粒

↓

52 .700
6 6 S . 3 0 0

(Z)

i ' 出 尾 数

t302 .700尾

↓

l 2 5◆ 5 0 0
49.2 0 0

⑧

池内城能数

6a4 0 0島

↓

S◆ 2 0 0
i 4 2 0 0

@

雄l角i.移;i激m
8,●.30  0属

↓

49. 3 0  0
3 S.0 0 0

0 0尾 (商題ビレ切除)千意川7.9 0 0尾,  計 8  4.3 .0 0尾であるo

-61!l-

Ci0,
‘1
湖内放流数

1.' S a0 00尾
↓

1 ,saooo



( 1 )

ql.

i 養 ;ai H の 概 要

全道採卵場の書養施設は、下表のと :is・りである。

鮭 鱒 親 魚

場 . 名
係卵場

構 造 用
.

種 類
数
量
構 造 経 横 深 総 面 續 用水の種類 注水方法

5北報建上書養池 1 p
l岩 尾 別 陸 上 書 養 池 I「
l l

科 里 蘭 一 型程生 費 3 ケ

l l
藻 琴 1 函 型 浮 生 費 3 ケ
網 走 l 陸 ◆ 統 池 : F
″ 1 面型圖定生費 1 8ケ
西細走l函型固定生費! 1ケ1 l 面
揚 別 l 陸 上 書 養 池 l

清 滑 l 河Jl tFf1l離池 l 1″
幌 内 l 陸 上 統 池 l l″
雄 武 l 陸上書賽池 1 l
興 部 l 函型固定生費 l 1″

木 造 板 囲

木 造 板 囲

塩l1、パイプ囲

木 造

木 造 板 囲

木 造

/

木 造 板 囲

木 造 魚 止

木 造 板 囲

// //

木 造

m
216

5,4

u

記

153

u

lll.1

32フ

4S0

5li0

550

31ll6

m
1使

21.6

1S

t8

108

1i6

18

lll.1

45

f

y

2フ

が.

13

08

08

10

t0

12

12

1:2

12

13

09

35f
11a8
、98
l'll8

l6510

10部

165

29:11.6

2'025

2035

2035

l069

河川水

//

//

/

/

//

携 水

ifI 川水
地下水

河川水

/

/

//

ポンプァップ
木構導水

木極導水

河川内設値

//

ポンプアップ

1lll,川内設置

自 然 流 入

ポンプアップ

自 然 流 入

//

//

//

( 根 .室

ル サ

サンルイ

羅 日

都lll胡・

植 別 .

形キ4イ

サキムイ

素 別

l古多線

t場 ) j

函型浮生費11ケ

l 陸 上 書 養 池 l 面
函 型 浮 生 費 1 ケ

l
河ll利月:離l池 戸

//

河l I利用書基池1

西 型 浮 生 費 l ケ

西 型 浮 生 費 l ケ

河「 l 用 癌 池 F
西型浮生1i lケ

木 造

木 造 板 囲

木 造

木 造 板 囲

木 造 板 囲

木 造

//

粗 掘

木 造

1 i

9・0

l i

l 3西,.1e配9n1.15
12

27

t2

16

l
1B

t8

2フ

15

i19

0:9

l17

li
l l2

l
l
22 l 河川水

l

243 1 ″
l

2 1 4 l ″

16 4 8 ″

l
l7 l:l0 . ″

u ″

“ //

2 4 3 ″

2 3 ″

河川内設置

粗堀導水路

河川内設置

自 然 流 入

//

河川内設置

//

自然流入

河川内設置

-6 4-

蓄 養 成 績

水 蓄 發 状 況
備 考

注水量
水 温 ℃ i ㎡当り 最 大

放養尾数
使用期間

6月 l 7 l 9 j 9 l l 0 l l l l 2  1 1月- 1F.放審尾数
20トる
0;l'

20

03

20

℃

l 4

1 7

1 l 1

l4 l 14

:l :;
:l:

- l -

- l 8

':l ::
,':l ;:

℃
l 5

l 3

12

13

18

8

l 4

l 5

14

l 4

℃
1 l

10

8

9

t0

l 0

l 3

7

10

5

13

l 0

;l i
l

-5 1;
l

:1:
l

:7 l ;
4 l 1

:l:
4 1 l

°C f l 3aoo尾
::1 4::
3 0 l 600

l 2 ・ l 2000

l
3 0 1 3000

l
3 0 l  500

1 6 1 5000

1 0 1 2000

5 l 1000

l 2 l 0

l l 0 0

な,与.年
,6上--10.下
7. l~l 2 .下
8上一12.下
1「F・一1 01下
l 0.l i-- l 2 t;
10.中--12.下
al1二-- l 2 下
6: t_̃ 1 2中
6;下̃ l 2 .中

7.下̃ 1 l:L上

8上一 l 2 中

雄は即目
採卵

排太
館 初期

1随のみ

09

-0 5
05

l -

l i l

--

l l;

l 3

l ,:
l 12

1 -l-1 -

l

1 -

l l

-

l ;;
l l 2

l "l _

l

8

9

10

4

ll、

6

7

6

l 6
l 5

l

-4

l;

_-

l 0

8

2 0

7

4

4 0

4 0

3 5

4 0

30

200

400

500

700

l °

250

800

l00

l1上、・, l 2中

7.中̃ 1 a中

l a中、, l 2:下

7.上、,12中

1l._1:1、・10.中
、1上 ,-1 2:下
9_t~1 2:l、
';l._l::-- l2.下
l 0上、, l 2:下

10

l ':
- ,l1 5-



場 名

( 採 卵 場 )

構 造

種 類 養 構 造 接 積 深 総面績 用水の種毒l 注水方法

ケ
l

ク
l

面
l

ケ
5

ケ
1

ケ
4

F-

//

l

ケ
12

ケ
8

ケ
4

面
1

ケ
3

木 造  l 認

l/ “
2重 l上(鉄木造j 20Cl1

木 造  “
木 造  l 9.o
木 造  l t8

l

木 造  l 2t6
I

3重1◆: ( 義 :木造) l l So0

l木 造  1.8

木 造  “
l

木 造  l 配

l2重止 (.木造).360f

l木 造  “

:m
t6

t8

3a0

2フ

“
1B

18

300

.i6

1.S

19

200

13

m
1」

t5

20

t8

1.8

1.8

15

15

12

12

t2

20

15

m2
5.1

65

ll10000

4a6

32,4

l li0

389

450000

7 78

513

259

72000

1'i4

河川水

//

//

//

//

//

//

//

//

//

//

//

/

河川内設通

/

//

//

//

//

//

//

//

ay

/

//

//

忠 額

伊 茶 仁

標 津

//

当 幌

春 別

床 丹

西 別

//

風 蓮

矢 自 別

別 当 賀

//

函型固定生費

函型固定生費

河'll1lll開池

函型浮生費

函型面定生賽

函型浮生費

河ll利月務聽池

河l月1l1・i能・池

函型浮生費

函型浮生費

函型浮生費

河川fl用書鐵tli

函型浮生費

( 十 E

十 勝 太

//

打 内

千 代 困

ar

Oll 路

阿 寒

茶 路

東 3 3 号

/

幕 別

別寒辺牛

歴 舟

支 場 )

陸 上 蓄 1i基l1l11i

固定書養池

河l刷用n
随 上 審 番 池

函型浮生費

河 l?l1;11藤i監池

河l刷用密le池
西型浮生費

陸 上 書 審 池

固定書養池

陸 上 蓄 審 池

函型国定生費

函型浮生費

l
llポン”ツプ
河川内設置

/

コンクリート

l導 水 路

河川内設置

//

//

- / /

・機ン”ツプ
河川内設置

粗掘導水路

河川内設置

//

2'

F
1//

l"
4ケ

j面
l//

f
2ケ

Fi
l"
3ケ

3ケ

FI型ビ.,ール製

木 造

2重止(木造 .11

組掘池

木 造

2重止 (木造 )

2 重 l ト ( 木造 )

木 造

Fl:型_ビ=:・ール製
木 造

組掘池

木 造

木 造

l0l 2
12f10

360

6540

16a0

36 '

18a0

・3品

, 1 i

.12ll12
010
2f.0

2a0

配

1.8

深 l n
深 l n

'9.0

382

140

1a

1l.0

7.3

12

深
深

44

l 的

t8

a9

09. l

3240

24Sl321ll

224ll0

324

t98的

2628

1 aB

69.l

3888

2800

l9 A

49

//

//

//

//

//

//

//

-//

//

//

//

//

//

t0

36

12

12

15

12

06

12
10

1.0

09

1a

05

- 6 6-

一用 水 害 養 状 況
備 考

注水量
水 温 ℃ m2 i、!1り

放餐尾数
最 大
放装尾数

使用期問
,明 7 8 l 9 10 ! 1 l 12 l-?1Si・

分

12

l 4

13

14

l 4

16

15

l 7

18

l 6

l 9

;l;
f l f
':l ':
':l ;:
':l ':
l

10

9

l 0

8

l 0

9

10

l 0

12

9

5

5

4

4

7

5

4

6

6

5

3

1

. 2

1

1

1 1

尾
1 0

3 0

5

3 0

3 0

1 0

5

2

l 5 0

6 0

l 0

1

5 0

器
200

30000

1500

1」1)C0

l 30

200

90000

;2000

的00

25C

前00

t000

9◆P,解
1[lJ::、, l 2:上

11l.上、12:l下

8:下一 l 2:下
6_ l二、・ l 2中
6l: :̃ 1 2 1-
6:ll:::--1 2_k
6_1i:、,1 . 下
'll.中、, 1 . 下

6中-- l 1.中
8:中--11.中
a中 、, l 1 .下

9.中--,11.下

電気相

2重止

電気棚

的

361D

5a

63

t3

15

l 7

l1

l 5

15

l 2

15

15

l 2

11

10

9

l 0

12

l 1

11

! 0

12

9

8

6

6

6

3

7

8

8

8

8

2

6

7

8

l 0

2

3

2 0

1 2

2 0

2 0

8

5

5

5 0

l 0

550

3000

5a00 0

7000

600

24000

5000

200

550

2000

1.40 0

1aoo

- 50

9._i:--1 1;下
9.上、, l 1:下

9」i-1 1・下
'5l._ l1:、, 1 1上
l l上、・ l 1.下

9lート 1 1 . 下

9.li:--1 1JP
9.-F、・11.下
'9.中--,、l.」::
9.中--・11 1下
9l上--,、1上
9中、,l1.中

la .ト1・、・12:下

電気相



l 1 構 造 l

(藍卵場i 1 種 類 1 器1 構 造 1 縦 1 横 ; 深

l ・ ・ .

総面積 1能 解 注水方法

音 別 1 藤l型浮生 l .- 1 3ケ l 木 造  1 1;ii 1 1f 1 112l
東 l 5 号 1 商一・環ll兩定生if11 1 l〟1 木 造  1 l 0 8 l 配 1 2フ
利 別 l 藤i型固定生重養' l 1〟 l 木 造  l l 的 l 5フ l 14

.. P l - l l l
徳 志 別 陸 上 蓄 審 池  木造板囲 1 3Z0 l 1 的 l l 0

1 ヶ ;
電 別 l 蘭型浮生常1 2 l 木 造  1 3 . 6 1 9・o 1 12
北見幌別 l 函型国定生tf l? l 木 造  1 4551j 7 3 1 0 9_ l l .  - 1 : 、 l : l
大 塩 l 西 型 浮 生 i・t l l 木 造  , 5 4 6 l 55 l 12
中 川 1 陸上害審池 1 p l コンクリート造 1 5的 ' 「・0 1 12
風 烈 布 1 陸上審養池 l 1" l木造板囲 l l ao 1 6o l 1o

理二

3:;l6

a3

74a0

、324

3322

3003

350.0

60」0

河川水 1 河川内設通
i

" l ″

″ l "
″ t コ ン ク リー ト1 導水日

" l 河川内設 1i
l

″ l "
″ 1 ″
湧 水 l コンクリート

l 導水出

河川水 l 粗掘導水路

1 1 1 l 1 1 l
( 千 歳 1支 場 ) l l 1 l
音 江 1 陸上書審池 1 j面 l 木造板囲 l 3 的 l 90 l 12 l 3240
西 越 l 函型園定生装 1 1ケ 1 木 造 l la2 ; 2フ 1 09 l 496
石 狩 l 陸上需番池1pl 警要クリート造 1 ダ J6 l 13 l 233

l ″ l 1 1 i l

支 笏 湖 1 陸上蓄養池 1 j 1 コンクリート造 1 - l - 1a3 l 459
静 内 l 函型浮生資 l 1ケ l 木 造  l 144 : “ l 15 l 51S
日高幌別 1 函型浮生養 l ,″ l ″ l 3 l l , 的 : 的
元 浦 河 1 画型浮生 i・‘'1;″ 1 ″ 1 25 1 05 l 1.0 1 13
三 石 l 函型浮生望f 1 1 ″ l ″  a6 l 13 l 0フ l 65

l . l " l l l l ,
新 冠 l 蘭型浮生費 l 1 l ″ l“1 15 o.9 l 部
船- 川 l 函型固定生費 l F l 構 囲  l l 2 0 l 的 1 23 9的

敷 生 1 解 生 種一 本 造  l 15 1 12 1 12 l 13
白 老 l 函型浮生 f'f l lケ l 〟 l l S j 12に i 2 j
勇 払 l 函型浮生資 l lケ l ″ l “ l l S 1.0 l 的

l

l
河川水 1 木造 a連:水識
, l 河川内設国
″ l ボ ンプア ッ プ
湧 水 1 ヒ ュ・一ム管導lll
河川水 l 河川内設題

l
/ ; //

l// //

// //

l

″ ・ l ″

″ l ″

// l //

l″ ar

1
l

:
2ヶ l 木 造
j置i 木 造
1″ 木造板囲

3ケ l ・木 造
2″ ″

2″ l ″
l" l  ″
// 1, i ″

( 渡 島

名 駒

朱 太

冷 水

厚 沢 部

長 万 都

遊 -楽 部
知 内

ll 川

li 場 )

函型浮生書f
1lii0 l l利 穂?池
陸上蓄養池

函型浮生費

函型浮生費

函型浮生黄

函型浮生費

函型浮生費'

18

2 7.0

la3
配

18

26

12

t8

13

l3.0

36

t8

13

t4

12

l 2

13

0フ

12

15

05

1.1

08

05

4フ

351.0

65.9

t'il4

23

36

13

22

河川水

//

//

//

//

//

//

//

河川内設置

自 然 流 入

ボンプア ップ

河川内設置

//

//

//

//
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用 水 l 審 養 状  況
備 考

注水量 l _  , _-・一一一与 : 1二 l C-.1 ㎡当皇 l 最 義 大 l 使用期gBl 6 月 l 7 ; 8 l  9 l l 0 : 1 l : 12 , l l 放 1終尾数; 放審尾数 l

lシ l

- Z州一- i -

l

- l -

l

0フ l l3
l

1 _- l

l

- l -_ l _

ll
1

t0 l -
l

- l -

l

l

l- ! -

- 1 -

l 8 , l 6
i- l 17
20 l l 6
l

- 1 -

22 l 20
- j l 6

l 4 j :2
1
l 3 1 l 2
l 3 1 9
l 1 1 9
l 3 ' 9
l
13 l . タ
14 l 10

ll 7 l ll 0 8

2 l _ l _ l 10尾

l 0 1 1 i l 0l - - l
1 l 2- l - l - 1

?l:l:、,,l -- l 2
:1 -3 1:l :
- l -l - ; 1

,。語 f.控,帶1
l ,

400 l 1;l.中,、・, l1.下l
l 1l 50 1 9.̃ l O T

l
1500 l 4 ト l 0 . 下 l
:

320 l a下̃ 1 1.下 l
l

660 l 7中-- l t 下 l
1ao0 1 9.-11.中 l

l1.400 7.上・一、2中
i
70 l a ト 1 呻 l

011

a1

05

l i

- l 17 1 l 4
- l - l 15
- :- 1 9
, l

- l - l -

-1 - 1 14
l l

- l - l -

- 1 - l l 9

-l - l -

:1:1 ,;

- l - l -

: l:l :7

9

12

12

9

l 2

l 3

l 3

! 0

l l

l l

l 0

l l

11

8

l l

9

7

8

8

7

5

7

ll

8

7

1 1
l ll- l - l 2
5 l- ' 30

- 1 - 1 8

- l - 1 200
:1:1 7
l l 30

:に1;:
3 l - l 20
1 1 2- l - l
4 1 - l 30
5 l- 1 20
- l - l 2o

640

1500

190

'll.000

350

90

40

70

l 30

200

ll;0

5C

130

1
l
l

1811:、,10 .下 l
l

9.中、・、21キ: 1

. 1

9.下・◆1 1 _上l
10上・'- 1 ,.下 l 養魚 兼

1'ilrP、,1 2 中
l

l 0_k̃ 1 2中 l
o.「1:~1 2:下 l
1 a中̃1 2 i:
l 0上、, 1 2中

2.- l t 下 l
l 0.!'二、, l 2 T l
l a上、,' 2:下 1
9中、l1.下 l

33

2フ

l 6

l 6

18

l 6

1 l

l 3

l 0

l 2

1 l

13

11

l 0

11

5

7

6

7

5

7

8

8

4

2

4

4

10

l

l 0

15

l 0

50

30

20

50

350

660

300

50

180

40

50

1;l.上一11.下
l;l.中、・, l 2:」:
9.上、・, l 1.下

l0上、・ l 1 :下
9.下̃ 11.中

9.下̃ l 2;下

l a下 ,- l 2 中
101中-,-1 2 l:

-6 9-



⑧ 需 審 池 の 区 分

a )  3 重 M装置---
b ) 2重 " …一
c )  陸上審養池 ---

板囲池 …一

粗掘池 ・…・・

コ ン ク 1 1 一 ト 1lll

円型池 …・

li) 固定生iff

木格子

竹格子 -…- ・

e )  小河川利用審義:池

f )  蘭型浮生資 - ・

g ) 電気細設置

h )  面 積

北見管内

天塩管内

( 区  分 )

l ケ 所

5 ヶ 所

l 8 ケ 所

l l ケ 所

2

2

3

ケ所

ケ所

ケ所

( 西  別 )

(.報津、別当賀、打内、釧路、阿寒)

( 常呂. 岩尾別、網定、 湧別、幌内、
雄武. サ ,ル イ、冷水、徳志別、音江、
風烈布)

(千代田、幕別)

( 中川、支笏湖 )

( 十 勝太 、東 3 3 号 2 ヶ所はビニール製

石 狩 は コ ン ク リ ー ト 製 )

l 4 ケ 所

、3 ケ所 (網走、西網走、忠類、 'l1,-茶仁、当幌、
十勝太、東3事;、別寒辺牛、北.見幌別

西越 , 興部 、東 l 5 号 、 利別 )

1 ケ 所  ( 離 川 )

6 ケ 所 ( 1l ii滑、 :春刈古丹、植.号 ll素別味:l'i,l集太 )
3 3 ケ 所  (斜里深環ル サ羅自元サ キ ム イ.サ キ ム イ

古多線標津、審別西 1号l1l風11lli1矢自別別当資、

千代田茶職藤1li屯別天塩静内.日 高 聯 lll、

元浦河.三石新冠数生.白老i男払名駒知内.
厚沢部長万部遊楽部a.川青別)

3 ケ 所  ( 西別. 標津、打内)

1・3 1 5・9㎡ 根室 5 a8 2 5-9㎡十勝  3 a7 8a5ma 合計 g 4 3 0 5言9}
1.814.9 千歳 6 l l l l . 7  極 450 .4

l 0 ㎡Ja下
l l ̃ 5 0 r r l9
5 l ̃ l 0 0
l 0 1̃ 3 0 0
3 0 1̃ 5 0 0

5 0 Onf以上

-70-

ケ所数

2 0

2 1

l 0

l 1

8

7

〇 用 水 の 区 分

a )  河川水利用 -・・ア3ヶ所
ポ ン プ ア ッ プ…・一 6 ヶ 所
導水路i:i:水…… 7
自然流入 ・ --・ 7
河川内設置…… 5 3

b )  湖水利用 …・ 3 ケ 所
導水路注入…・ 2 ケ所
自然流入 -・ '

c )  地下水利用…一 l ケ 所
ポ ン プ ア ッ プ ・ ・  1 ケ 所

e r,i'当り放装尾数
5尾以下 2 l ク 所  陸上轄装池

6̃ l 0 ・ - ・;・・:・ 2 1ク所 板 囲 池
l l ̃20 1 2  粗 9S 池

2 1 ̃ 3 0  1 2  コ::'クリ→・池
3 l ̃ 4 l l; 5 円 型 池

4 l 以 上  3 3重eltl:;1議池
2 〟 ″

j何 l lil l 用 〟

函型浮生費

固定 "

1 7ヶ所(姫量離を除く )

m9当り平均 6尾  坪当り平均

//

//

//

//

/

//

l・
/

放 養 尾 数

北見管内 22 . 0 1 0尾 根室 1 4 a 4 l 0 尾

天塩管内 4. 9 5 0  千歳 1 2 . 4 5 0

4

4

cc

2

7

5

7

oo

2

1

//

//

/

//

/

//

/

//

十勝 7 1.o C 0尾
} 合計渡島 1. 6 8 0

尾0

3

3

6

7

3

6

9

0

2

l

l

2

2

l

8

6

尾
2 6 a5 0 0

( 2 )  親 魚蓄養成観

Cイ) 館親魚蓄養成績の概況

''t1'1lf度陸親魚の蓄養を行つた採卵場は岩尾別外65 ヶ所で、率総捕獲教 ' 7 3 . 3 8 9 尾 の
う ち 1 4 9 7 2 8尾 (要蓄養数の9 7 0 % )を書養し、 1 2 a l l l 尾 ( 寄 養 数 の 8 5 . 5

% )を採卵に供し、更にこれに即日採卵使用字l a 8 l 3 尾 ( 捕 獲 数 の ; 0 . 8 % ) を 加 え

合 計 l 4 6. 9 2 4尾を採卵したo蒂養魚の中、利用不能親魚は21. 6 l 7 尾 で あ り 、 こ の

内訳としては蓄差中の第死数14. 4 4 7尾逃逸数5 . 3 3 3尾等が挙げられる。

この発死尾数は寄無数の'Sl.6%に当つてかり、 この発死率を低下高せることが今後の重要

な課題の一つである。
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鮭 蓄 養

、、
社、、、 項、
卵 、、、目
場 、、

l l
捕 獲 数 l . 1_________ ___ _ l 即 日  即 日
i ,

字 l 3 l 計 l 使用率 l 便用基

lSi)

総 使

用 数

字

『 能 l 率
率

使用率

岩 尾 別

斜 里

藻 琴

網 走

面 網 走

常 昌

i勇 別

清 滑

與 部

:・発 内

211書1 l lg薄、4 l伊l 1?l 811 l 4f l 4gi l 9?f l 21手
1364 l 1.147 l 2511 l 77 1 5 J l 1287 l 1287 l l 0 的 1 1250
l 6 l 1 103 l 264 1 4 l 25 1 157 l 1 5 7 . l 0 0 0 l l 6 ll 1 l l l ' l l
l 14286フフ2 l l ll0 0 l 2 1 4 l la l l 1 4 l 4 l l 1 . 4 l 4 - l 0 0a l 11A69

l l 2 1 - l 1 1 11. l 2 6 , 8 8 , l; z 0 l 2 1 o 8 5 l 342 741 i 74l l l 0 0 0 , 1.06 l
l l l 1 l 1 , l

5,a49 ; 5596 f 11.02l 5 l 2 2 4 l 4 . l 5 2 2 5 l 5 2 0 8 l 9'97 l 48、4
! i j l 1 l

11289 l '1581 l 22870 l l l l1289 1 l1.l55 l 9a8 l l a449
1 M l 1.894 1 35l 0 l 278 l 17.2 1 13 38 l 1338 l l 00〇 1 1S57

l 1 l l l 1 1 15 ,  4 : 9 l 5 5 . 100.0l 0
1 i l l l l l

890 l 79l l t6Rl l 30 l i 4 l e60 j 860 l l 0 l 1 0 l 8 5 6

%
9 9.5

91.,6

l000

9a6

94.l

8a3

926

963

962

合 計 1 33フ46 2a973 l 62フ19 1 1389 1 4.1 132357 132205 1 99.5 31834 943
ル サ l 2 1 1 1 3

1 l l
羅 自 l 2047 l 1フ90 l 3837
春 刈 古 丹 l 179 l 95 l 274

1 ‘ ・

植 別 l 1376 ; 692 1 2068
' l !

元 時 無 異 l l 2 1 9 l 21
崎 無 異 l 1526 l 938 l 2464

1 ' 1
表 別 的 先 l 4523 1 l 1.l21

l古 多 線  48 l 52 l l00
l l

忠  類 ,  56 l 9 7 l 1 5 3

l伊 茶 仁  5 l 8 l 252 l 770l 標 津 的一l 的 l 7

当 幌 2535 l 2.169 l 4フ04
l l

春 別 l l 3 8 l 88 l 226
床 丹 237 l l27 l 364
西 別 l 28304 132508 16a812

l178 l

28

297

6

4 l 8

1.637

5

2

43

367

95

l
l

l 6200

l 2 1 l l 1

82.0 l 266 ; 1 l l 4 . l , l . 7 8 8
l l

156 j l 5 l l l51 1 lOa0 l 179
214 1 1079 l la7l l 99.3 l 1365
5a0 1 6 l 5 l 833 1 /

' l l2lll4 l 1.l03 l 1.079 9 1ll.3 ' 1482
l i l

248 l 4961 j 48“ 1 9a5 6 3 6 7l i l 1'°4 43 1 43に l 44
36 54 l 5 4 1 0 的 l 52

l 的 l 475 l 475 l l 0 的 l 515l 43 l a1 解 l 的90 ll 9路 l 的70l的 l 2 4 4 0 2 4 4 0 l l 0 的 2 5 0 6
1 2 8 l 2 8 1 l 0 的 l l36
l 237 l 237 1 l 0 的 2 設

l 22 l22.l04 l20948 1 948 l 2 ,6530

8Z3

l oao

9912

91.11'
97 l

965

91:7

9219

9 9.4

941ア

. 988

9a5

978

91i7

-71l-

成 績 表

審 養 内 訳

蓄 養 数 1 率 そ の 他

字 0 1 計 l 発 死 ; 率 1 解 熱
l l l

率 逃達 老魚 調査 用 1成熱
l不能
審養
不能

4。F l 2列 6fl l

1287 1 621 l 1908
l l

157 l 8 9 1 2“
l

l 14 l 4 l 的81 l 14495
74l l 580 l 132l
l l

5 2 0 8 , 1.96 5 l 7173l
1 l

11.l55 l 52t2 1 1 6367
i ,

13的 1 869 l 望07
一 l l
〇 l 4 :  9
l l

8 6 0 l 4 2 8 1 1 2 8 8
l l

尾

64

- 'llb
50

l 40尾
l 1.l73

l 1:5

1

l 676
l 4590
ll 10'll!49
ll 1279
l 826

'll
l 0 0」0

914

l000

986

912

8a1

93フ

956

9的

尾

45

尾 尾
尾 1 尾 l 与

5 l l 知 1

14 l 13 l l 7
72 l l l34
l ll l
l :

l :o l

l 4

506

546

46

20

al

97

49

配

23

y

25

65

85

l 3

88

5

4

32205 l12878 1 45083 1 1.196 3a445 945 l / 0 98 l 22 9 l l 143______1 '_'一一一
l
l
l

l

l

l
l

l
;
l

8 l l 47
l :

l 3

l 3:
l 2

1 5

l

l52

2

255

7

l

29

75

64

1 l56

l ; '
1 l : 11
:

151 1 8 l

lt0172 4 7 7

5 5

1079 l 590
l

48a6 l 3379
43 l 45
54 l 70

l4 7 5 2 2 6

l
8 0 9 0 4フ 9 6

2,l l 4 0 l.121

1 3 8 6 2

2 3 7 l 0 3

2 0 9 4 8 j 9.l51

2:: l 4 1 364 l 15: l l::l
1549 l l la68 l 99.6 1 4
f l i = l al 5
: l l l :: l ::
l 2::: l 63 l 的 l Z;:::l
:: l , l ::::l
30= l 6 l 8 l 的 l 2::1 9::l

23

1

5

-7 3-



、、、、、、、

採gi
捕 獲 数

即 日

使用 1ll

率

総 使

用 数

g

使用率

即 E

使用・基

率

字

1
0 l 計 願 税 l 率

矢 自 別

風 蓮

別 当 賀

与

3320

4671

3髪

4416

4636

尾
41

7.736

9.307

尾 % テ
3320

4653

, テ
表52 0

4る48

%
l000

10l10

g lll.9

尾

2932

4494

%

8a3

96318 39

合 計 60095 60223 l20818 10a97 18 49 l98 41ll.604 968 56J03 944

別 寒 辺 牛

Oll 路

阿 寒

茶 路

音 別

十 勝 太

東 33  号

千 代 田

東 1 5  号

打 内

利 別

幕 別

願 舟

記90

-;.593
464

465

23

t073

a433

8033

24

3a268

96

1.935

356

i l 8 l

7.842

743

52l

32

1.4l2

4フ43

7440

77

46350

161

2:607

454

687l

15435

1207

986

55

2,ll85

al 76

15473

l 0 l

7 9.618

257

4542

810

978

90

265

12

217 l 2

1ll.503

464

465

21

1.073

1i433

的3 l

l l

ll3 268

93

1.9l6

57

21l17 l

2397

464

465

2t

1.b2,l l

334l

7.951ll

;・0

32S4t

83

te92

°3o

9lll8

9a6

1000

100()

1oao

95A

9 1ll3

91;l1

909

97.8

8a2

9フ8

526

“t0 l 9Z.8
“32 l 8 i 4
4 l 2 8a8
l

37l l 79B

1 3 5 6 5

2 6 9 2 5 . l

2 9 l 8 - 8 5 0

的 2 3 8 5 0

23 l 958
1'1l . 9 9 5 6 0 . l

1
4 l 1 42フ

l1 . 7 4 6 9 0 2

l3 2 9 9 2 4

2 8フ

2

13

3

、9
299

0

542

a,
t0

839

合 計 60ll53 75563 360 l6 1406 23 5lll.047 51;.897 9a1 42887 7o9

徳 志 別

北 見 幌 別

屯 別

違 別

中 川

天 塩

l 4 4

767

252

9

2965

1」D05

l54

t693

263

3

2y40

1391

298

2360

515

l 2

5.705

2396

6

3 l 1

42

406

l28

456

252

' -9
:292ll1

如05

f36

451

203

2887

744

986

989

3a6

9フ14

700

l12

575

203

2335

655

812

749

80l5

788

652

39 0.l3

合 計 5.l42 6.l44 l1286 356 a9 9 8lS 442l 924

2的

9a6

99.7

3 880 755

i i
l

l =
l 2523

的20

t601

1.929

4347

3.177

4452

l
30

l l054

l 19

ll 41,8

132f

1546

1.469

3t6

1524

ll64

72 l 54
l

1.477 l 9 y
l
:

25 l8 l 92.8

書 養 内 訳 蓄
養
不
能

蓄 養 数  l 率 そ の 他

字 l 0 計 発 死 率 1 催,議 率 逃逸 l 老魚 l 調査 1 来熱 l 票望
民
7

15320

4643

f
1,413

2522

月
10

4フ33

1l l l70

F %

1o l:t1
尾

29311

4,ll76

%

e“
963

尾 尾

5

29

尾 尾 尾 l 尾
3的 l
l67 l 5

4「.604 24055 71.659 692 14 45806 962 l 9 5 8l 972 1594

2167t

7397

464

465

2 l

t024

3341

7.95S

l 0

3254l

83

'tf192

3 0

2lll53

t687

82

101

9

91

690

1694

5

2344

13

309

4

5324

'll.084

546

566

3 0

1.115

403l

9.652

15

34a85

96

2201

34

2632

6242

4 l 2

37l

l l

269

2918

6826

10

l9995

38

11727

30

935

844

888

79S

524

2163

8Z5

858

1000

61.4

430

913

1 oao

57 l :l l:
1 l
1 j 49
l i ;;
l 727

1 l
2 l l 10

l l :;

728

52

94

3

743

411

1.132

8006

l 4

165

9l8

112

2a2

l 4 3

725

l 23

l 42

24.6

14,4

8フ

l 85 137

7

盗境

l 2

-来日S1晶
45a0
28 l

57B97 'll682 6l1l.579 11348 t9.6 41'48 l 71'6 4772 150 59
一j7 l 1?5i」
「 一2
l 5
l 49
l 9

l 2:

136

45l

203

2887

744

42

9、5

84

479

l5o

178

54,l1

287

iる66

894

5271

30

5 l

0

591

89

22.l

l 13

l0、6

264

203

7a0

575

l oao

7 9.5

88」0

13 6

200

10」0L

2296

655

4421 850 76l 11:2 .i524 71;l.7

228

949

1 oao

l36 365

316

1524

1464

4

697

1;'42

320

222l

2A06

l69

77

535

5.l

72

1,447

1.464

盗難
75

i

1
l
l

1.011

22

5
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ii、項
卵 、、、日
場、

捕 獲 数 l 即 日 1即 日
使用1i' 1使用率

1 -

率

?書養数1 率
字

総 使

用 数

字

使用率
字 3 計

:幌 別

元 浦 河

三 石

静 内

新 冠

itS 川

勇 払

自 老

敷 生

,8f
360

107

2022

206

528

246

l48

273

37il
885

75

1358

263

525

258

153

310

,. . 屋

・ . '556

1.l95

l32

1ll380

474

t053

504

30l

583

4f l 2f
1
l 2 6 l 406

l

42 l 39S
92 l 45
1

l 6 1 Z8

l
:
33 l l i 4
i
l29 j 8Z2
l

l 4 7 l 538

,4明 ,4多
:

l84 l l31

16 5 6 0

1到 1J87

190 l 7 1

5 2 8 5 l 0

2 l 3 l l91
l

! 9 l 19
l26 l 126

0

l00.0

712

923

926

90」0

9“
8'5l 7

1000

1000

最l

204

94

. 1.702

l l 0

412

224

145

268

%
100.0

658

8Z9

842

53.4
7a0

91.0

9ao

9a2

合 計 '5l452
l

l 0.;'52 l 20204 1;7l 3 1 lal 7.739 6441 8a2 1l4 l 2 7a4

名 的

朱 太

冷 水

厚 沢 部

長 万 部

遊 楽 部

茂 辺 地

ll 川

知 内

45

53 ・

3 l 2

570

44

652

2456

l l 0

259

57

78

340

437

68

193

電08

l2C

22o

l

1 102
l

l 131
ll 652
l 1.007
1 l 2

845

l W64
l

l 230
l 482

l
l
l
l

l

l
59 1 l a9
l
67 1 IZ7
1
l

l380 5a3
l

2329 l 948
84 l 765
l
l

133 I 51.4
l

45

53

253

503

44

272

l27

26

l26

39

52

239

503

22

228

10

68

86 J

98.1

94.l

10l:l0

5a0

8的

385

540

39

50

297

570

20

608

2329

94

201

e e

9al

94.!

loao

455

935

948

855

77.6

合 _ 計 4S0l 4824 9.325 的52 61ll.8 1.449 1.160 7'Sl5 4208 935

総 合 計 l73389 186979 36a368 l的13 108 54576 l 49728 969 14a924 84j'

(':') 桜館親魚書養成組1の概要
桜總の審養を行つた個所は、岩尾別外l6 ケ所で,始親魚捕獲数 3. 0 9 7尾のうち、

2,7 6 2尾(要書養数の9 2・8 %)が書養 '; tれ、 2 . 2 6 2 尾 ( 蓄装数の8 ,. 9 % )を採卵

に供し、更にこれに即日採卵使用率120尾を加え、合計2 . 3 8 2尾を採卵した。・ :本魚種

- 7 l'・一

蓄 養 内 訳

蓄 養 数 字 そ の 他
審
養
不
能

;

字 i 0
l

計 発 死l 率 :

催 熟 , 率 逃逸
i

老魚 l調査 1 成熱
未熱1 不 能

,毒i l 屋

13l l 29

60 49

t787 1 561
17l l l68

l

510 l 238
l
l91 j l82
l 9  1

l 26  l8
l

羅2

160

109

2348

339

748

373

20

144

尾
0

20

5

35

37

98

%

153

83

1916

21,6

l9.2

屋1
78

52

1,6l0

94

412

l 9 l

l 6

121

l ,oo言
l 525
l 8 9
l 9oo

l ::l l 0 的
l 8 4 2
l
l 960

尾

解
33
解
3

142

揚
40

尾 尾 尾 l 尾 1 尾
l l 53
l l

1 l l 4:

l 1 9l l 8
l 2 2

1 l

l . 1
3

5 46

a41 2955 91396 446 69 l 5699 885 296 1298

39

52

238

503

22

228

l 0

68

50

67

137

412

8

67

9

42

1ll9

1 l 9

375

9 l 5

30

295

l 9

110

l 39
38 l 50

1 j8

9・1 l

1 2必

l 0

1 68

l 000

962

tOa0

1 oao

909

l000

1oao

100.0

l 6
l l
l 15
i
l 2 2l 44

1 ::58
l

2

2

1.160
l
792l 1:952

I
4 Cl3 1.l56 9l1l7 289

l 49728 512、2
l
l、200940 14447 '96 l 2al 1 l 855 5333

l

277 l l27
l
23l 1202 ,ll848

は蓄養期間が長いため、蓄審成績が悪く, 第死率は 1 7 2 ,:n,であつた。

率使用率は総体で76,9 %と i t り、前年度より1. 8 %向上したが、天塩、北見両支:場管内

採卵場の使用率がより向上すれば8 o %を上理ることも容易である。

- 7 7-



桜 鱒 蓄 養

、、

、・ 項
操、、
卵 、、、日
場 、、、

'、

捕 獲 数
1

l
即 日l即 日
使用字 l使用率

l

l

l l
l 字 1

率 1 総 使 1 率
--- '---r' --一r-l 用数1使用等
解 l 審養数 l 率 l l字 l 合 l 計

岩 尾 別 l 2界
斜 里 l i56

i
清 滑 l 643
幌 内 l 16

,解
95

453

5

序

25l

t09ll1

21

尾

2

% l. 2界
l

128 l l54
1 643
l l 6

2好

154

564

l 6

92g
l ooa

8「.7

l 000

2が ; 91.多
l139 8'9 l
1

364 l 5“
l 6 1 l 0的

合 計 1.l06 699 1‘S05
l

2 1 (L13
l

1.l04 1」0 l 7 92! 786 71.1

. 標 津 l 350 l l 50
当 幌 l l 7 4 l 1 l3
春 別 1 l 69 l 7 6

l
床 丹 l l 3 l l 55
西 別 l 64 l 26

l ,
風 蓮 l  17l l 77

別 当 資 l 114 l 84

500

337

245

186

90

248

198

1
l
l
1
l
l

l
i

6 1 9.38
l

1
7 0 l ll11A0- ・一一一十一一
76 1 6d8

350

l74

l 69

l 3 l

58

l71

4 4

t097

350

l 7 4

168

126

48

l 7 l

44

1.08l

l oao

l oac

904

962

828

1oao

l00」D

9a5

254 l 726
・ :

153 l 8 Z . 9

151、894
l

120 1 916
50 1 7a1

1l 68  9a2
l
l

l l 4 l l 0 00

合 計

徳 志 別

北 見 幌 別

中 川

遠 別

1.i 73 581 1.754 1a10 l 8,6,1
74 l 56 l 130
l 1

93 : ?1 7 l 3 1 0
1 l
42 l 62 l l 0 4
l 7 l 6 23

5

的 1 :l 42
l l 7

66

86

40

0

95フ

925

952

0

l 9 1 2Z5
50 l 538
23 l 54A

。l 。

合 計 l 226 1 34 l 567 5 22 22l 192 l 85a 1 92 ・ 40フ
名 駒

朱 太

太 總

見 市

4フl

36

83

2

146

l 3

35

3

6 l 7

49

l l 1ll

5

37 l Z9
1
1

l

434 l . 423
36 l 36
l
83 l l 3
l
2 l  0

9l1'5

1oao

l5.7

0

460

34

0

0

9 1ll7

94A

0

0

合 計 592 197 789 l 37
l

63 555 472 85.0 4 ,  19 4 i  8M_ -_ 1 ----
2382 l . 7619総 合 計 3a97 1 l lt8 l 8 , 4 9 1 5  . l20 1 a9

l l
2977 l 2フ62 1 928

t1 樺太1解親魚書養成績の概要 .

樺太解の審養を行つた個所は岩尾別外25ケ所で、雌親魚捕獲数l a 9 2 7 尾の う ち 、

l a l 8 1 尾 ( 要蓄審数の 9 9. 6 % :.;).が蓄養 ◆1tれ 1 'l、6 7 、尾 ( 審養数の 9 1 . 7 % )を-7 8-

成 績 表

内西' -a- 「 J y、 l

書 養 数 率 1 そ .・の 他 基
' 不
能率 0 計 斃 死 率 催 熱 率 逃逸 老魚 1 調査 1tl,, 1 成熟

l 未 ,,,、 l 不 能

2解

l54

564

l 6

,好
56

l07

5

35
21 l.

671

2 l

l,g;
l 7

l89

s多 1 2序

l11. 0 l 3 7335 364

1 l 6

9名

8a9

645

l 0的

尾 尾 ,基- 1 尾 ; ‘ 尾 l 号

, 1 i i 79

1.0l7 272 1289 222 213

2f.4

l2.l

l al

48

a3

13

784 7;l.l 0
l -
' l . l t 0 l 0 .. l S7

350

174

l 6 8

126

4.8

t7l

44

l12

l l 3

76

54

25

57

29

462

287

244

180

73

228

.お

96

2 l

l 7

6

4

3

254

l53

l51

120

44

l 6lR

44

726

82.9

89.9

9 5:2

9tフ

9a2

10010

l
l

l
l
l
l

l1 1
l 1 ・ l

i l 1 5

. 1 i 1 ,
l 1 l .

1.08l 466 1547 l 47 l ;部 934 86.,4 l l 6--- - l-_ ・一 --
l 3
1
i .
l 7
l
: 2
l .

l l 7

66

・ 86

40

0

l92

6

27

l 9

0

72

l l 3

・59

' 0

24ll

55C

4il

.15

0

52

36

17

0

105

0

2

0

0

7a8

419

425

0

544

l 4

50

23

0

87

423

34

0

0

457

212

58:l

5フ.5

0

4,6.652

1423

36

13

0

472

l33

13

2

0

1l1

61l.
0

・1:a

a4

l000

944

0

0

l
1
l

13

l 3l48 620 2 968 l l ・ 1 8要.

2フ62 938 3.700
l

476 1 1'l2 2262 1 l
81.9 l l 3  l l l l 1 2t5

採卵に供し、 更にこれに即日採卵使用率l 5 l 尾を加え、合計1  6 . 8 2 3尾を採卵したo

字使用率は総体で8 a 9 % と な り、前年度より l 2 . 9 %も上理る好成績をあげたことは - -今
後のふ化事業送行に誠に有意義であつた。̃_



樺 太 鱒 蓄

、 ・、

採 、、.項

卵 、、ミ場 、

捕 獲 数

字 l 0 l 計

l
即 日l即 日

使用字 l使用率
9 字

l 1購要'
l 1:2

l 2209
l 1326
l 1568
0

i l 85
l 468

率

使用率

,o話
954

8a0

9aァ

865

85S

733

0

845

7 7.、

癌 l 蓄養数l 率
岩 尾 別 l z5 lj “好 l 142o好
斜 里 634 420 l 1.054
漢 琴 1 2 l 0 1 130 j 340
箱 走 l 467 l 478 1 945
常 呂 l 2553 l 1o35 i 4488
湧 別 l 1546 1 2060 l 3.606
糖 滑 l 2a331 2850 l 49'88

l l

興 部 l 4 1 27 l 31
難 武 l 2 l 9 1 266 1 485
;幌 内 l 607 l 658 l 1.265

36尾 l 046%
21 l 331

l
1
l
l

l
1
l
l
l

l
i
l

l
i
:
l

l

7,48好 l zd? l 1o?
6 l 3 l 613 l !000

l l
2 l 0 l l 9 7 : 938

l4 6 7 ・ 4 6 7 1 lOa0
l '2553 2553 l 1000
l l1546 l lA68 950

i l

2 j 38 1 2001 i 91i6
i l
4 l 0 l 0

12 l 9 l l86 849

i l607 5 2 2 l 8 6 0

合 計 l !5893 155l7 31.4l0 5ll1 035 l5837 、5A87 97.fi 1 14507 913
サ / ., イ l l 9、l 1 1i7 l 338
審 刈 古 丹 l 200 l 175 1 375
植 別 l 68 l l f7 1 l 8 5
忠 額 1 l05 l l28 j 233

l l ,

標 津 l 2S l 67 l 95
武 佐 l l0l2 l 135 1 237

幌 l e0 1 8 l l l 6 l当 l
春 別 l l 2 l l 2  24
床 丹 l 62 1 49 1 / l
西 別 l 520 l 938 1 1458
風 蓮 l l 0 6 1 44 l 150
別 当 賀 l l 0 6 l 152 l 258

l
l
l

i
l

l l
l
l

l

l
l
ll
l

l
l

l
8。 j ,54

l

8 l 754

l91 l l 9 l 1 10a0 l l l 5
l l , l

2 0 0 l 2 0 0 , 10ll0 , 159' l i
67 l 6 4 l 9 5 5  47
l ' 1l 05  96 l 91.4 l 8 l
l l l
26 l 28 1 l 0 0」0 l l 7
l l l

1 0 2 ! l C 2 , 1 0 0 . 0 l 93
l i l
80 l 8 0 l l 0 的  80

l
12 l 1 2 l 1 0 0 0  12

1 i
62 l 62 l 0 的 l  62
4 4 0 : 3 8 0 l 8“l 365

l l ll 0 6 i l 0 6 1 100」D , 85
l l l
9 8 l  98 l lOa0 l l 06

602

89.5

69.l

7Zl

60フ

9112

l000

1oao

lOCl0

720

802

l oao

合 計 15a0 2045 l “25 89 5,63 1.491 14 l 9 952 1222 77.3
風 烈 布

徳 志 別

北 見 幌  別

屯 別

中 川

違 別

102

833

118

373

l 7

l l

145 l 247
t,495 1 2328
326 l 444
52l l 894

l

37 l 54
4 i l 5

6

l02

827

1 l 8

373

17

l l

54

824

l07

273

17

0

529

7'96

90フ

7a2

l 0 00

0

10

740

66

266

l 2

0

7.8

89.5

553

713

71.6

0

0フ

合 計 1A54 2528 31982 6 l),4 1.448 1275 1 8al 1.094 752

総 合 計 l a927 l 20090 39.017 l 151 08 l、a776 la181 1 96B l 1 6823 8a9

-8 0-

- 需 番 _内 _ __ 1ii''1. _ _ _ l 落---:装1一發l-一数一一一一一字一一 ' そ の 他 」 ''t__-一 商 ''' -- lOt' l -,一一一ァ ー一十一 --r--r:--- '・一 '--i- 1ljj-1j1l1- ・ 不
字 1 3 l 計 l 発 死 1 率 l 一催 熱 1 率 l 逃逸 1 老魚 1 配  l 未熱 l業能1 l 能
- z48o屋 l ls場

l
6 l 3_ l 220
:

197 i l l 1
l467 149
1

2553 l 68e

1468 1 553
l

200l j 573
l

' l

186 l 86
1 591l l 2 2 :  2-

g品l 尾 i % l z.屬
833 l 29 l 4フ3 l 584
308 l 28 1 l421 1 169
6 l 6  5 l 128 l 462
3 2 4 l 3 / l l220 l 2209
2021 1 53 l a95 l 1326
2574 l 7 8 l 的 9 l 15“
: l l
272 1 1 1 l 85
7 8 l :  1 l 468

l o話 l 尾 l 尾 1 尾 l 尾,l 尾 l 尾・
953 l l 1 l l
853 l l l l 1 l 391l 7 l  l l i l l

l l ' l i l

8 的 1 l l 25 l 8 1 l
89.8 l l 8 4 l l , 7 8

7a4 l 355 l 1 1 l l t37
1 l 1 l l l 4

9 9.5 l l j ,1 l 1 33
8 9.6 l l 5 4 1 l l 1 85

15,487 l 4626 20.l13 5 l 0 329 l 44S0 1 9153 1 355 1 54 l 110
l :
8 i  0 1 350l .

191 l 76
;

200 1 100
64 99

l
9 6 l 9 5
l
28 l l 9
'02 92

t1 ;80 1 8 l
l 2 l e
62 l 35
、3S0 1 250
l 06 l 44

l
l : ';l8 l 96

267 l 76
l

300 l  4 l
l

162 1 la
1

1 9 l j  15
l

47 l l1

l 9 4 l 9

l61 l

2; l
9 l630 : 71
l50 l 2 l
194 1 ..

39.8

2a5

2a1

l 54

39.2

8a

la7

l';l.8

/ 5 l 602 l l 1 l l 1
g l  l l ' 1 l 1
l 5 l 79. 5 l  l 1 1 l l
46 1 71.9 l 1 l i 1 l

8 l 1 843 l l 1 l l l 3
! 7 1 6C.7 l l l l l l 9:3 l 9;2 l l l l l 1
,: l ;:: l l l l 1 l
62 l l000 l 1 l l l 1
28S l 7的 1 l 5 t l 19 l 60

85 l 802 1 l l j l 1
98 l 1000 l l l 1 l l

l 14t9 l 994 2a l 3 262 1a5 l」33 79.8 5 l 9 72

54 l / l 65
1 設4 1 508 l 1332
107 j 26 l 133

. 273 l l 0 2 i 3 7 5
l 7 l / l 28
l l i l

10

734

66

266

12

1a5

89.1

61.7

974

706

37 7

4

l /

l

l

l
i
l
l

48

3

1 l

100

1 l

75

4 l

7

5

'91

a3

26

12lll4

・ l 4 的 658 1.933 128
1

l cl0 l 1.038 853 37 11 i l l l 173
1 laフ76 :6278 l 24459 l 900 50 i l“71 l 91.7 392 l 70 1 l l 0 1  8 1 30 595

養 成 績 表
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(二 )  ひめます親魚著養成續の概要

雌親魚 1 5 . 0 5 2 尾のうち、 l 4 . 6 8 7尾 (要蓄養数の 9 9. 5 % )を蓄養し、 l 4 . l 2 0 尾

( 蓄?数の 9 6・1 % ) を採卵に供した、これに即日採卵使用? 2 9 5尾を加えると、率使用総

数 は 1 4 . 4 1 5 尾。使用率9 6 、'llbである o

t;J', め ま す 蓄 養 成 績 表

、表K 1 捕 獲 数
l
i i

即 日 l即 日l, i 率

使用字1使用率トー一一 ---一= - -
l l-鶏義数 1蓄 基 数 l 率

l  l  l

l

率 1総 使  字

用 数 l 使用率
:Pぺ l 1 l

1 率 l 0 1 計

支 笏 湖 1 l 5o5量 l 219量 1 3z加f
. ! 1
; i 1
l i 1
l l 1 l

尾 l % ' 尾 l 尾 l ・ % j 尾 1 %
295 1 20 l l4フ57 l14687 l 99.5 l 1 4 l l 5 l 958
' l l l l il l 1 l ' l
l 1 l i l l

, 1 l 1

合 計 1 15052 l 2 1.95 4 i 3「.006 1 2 9 5 1 20 1 l4フ57 l l 4687 い9.5 l l 4a15 l 95B

1 o 鮭 .鱒 種 卵 の 移 .殖

(1) 移殖の概況

本年度の能は各支場表、、 卵子収容設備に満たなかったため、 各支場からの管外移殖は下表の

如<北見支場と十勝支場との交換移殖及び根室支場から渡島支場(知内川埋没)えの:移殖のみ

であつたo

さくらますは米l室1ヵ ルフオルニヤ州立フンポルト大学あてに移殖したのみであり、 からふと

ますは日本海棒太船資源培養対策として新潟、 山形解に移殖した。

ひめます種卵は例年に比して採卵成績が良かったので道内、 本州え移殖を行つた。

( さ け )

北 見 支 場 管 内 ( 管 内 移 殖 )

l
移殖月.日 l 供給地

l

受給地 l 移殖卵数
l

収容前死卵数 収 容 卵 数 l縣望 l 備 考
38 .11 .15 1 常 昌
1 1 . 1 8 1 常 昌

1
11.27 l 北 見
1 2 . 3 l 網 走
1 a1 1 l 網 走
1 2 . 1 8 , 網  走

l

, l 粒湧 別 9 9 4. 5 0 01

清 滑 l 7 4 0 .o 0 0
湧 別 l1.66 a 0 0 0
藻 琴 1 . 4 7 '9. 0 0 0

藻 琴11.o 4 o.ooo
l

漢 琴 l 8 69. 4 0 0
計 3.38 a4 0 0

粒
1 9 , 5 0 0

2 0.0 0 0

29, 0  0 0

2l〇,0 0 0

6 4.4 0  0
1 1 3,4 0 0

粒
9 7 5.0 0 0
7 2 0 , 0 0 0

1 , 6 6 0 , 0 0 0

1,450,0 0 0

1.0 2 0 l 0  0 0
8 0 5.0 0 0
3.2 7 5.0 0 0

%
2,0

2.7

2.0

2.0

1l1. 4

3.3

受相lll.後9f

/ /

発 限 9f

//

受構直後5f

/ /

12 . 17 網 走 岩尾別

管 内 計

510.0  0 0

7. 29 2.90 0 1 5 2.9 0  0
5 1 0 , 0 0 0

7, 14Cし000 2.1

内 訳

審 養 数 : 率 そ の 他
器
不
能

字 l な l 計 l 斃 死 l 率 1 催 熱 1 率 1 逃逸 l老魚 l調査 l 未熟 成熱不能
l 1 i 1 1 1 1 尾 1 尾 l 尾 l  尾 ' 尾

14687 1 21825 l 365121 317 l 22 1 14120 1 96.l 1 l 1 2S0 l 1
' 1 i l ・ l ' l

: l i l 1 1 1 l l l
: 1 l l i i l 1 ,
' 1 1 l , ' 1 1 l l l

尾
70

l 4 687 l 211S25 l 365 l2 1 1 i l l 1 1 l
3 l 7  , 22 l l4.1201 96.1 1 , 1 250 l :

l ' l ' l
ll0

-8a-

( 管 外 移 iE )

移殖月日 l 供給地
l

受給地 移殖卵数 収容前死卵数 収容卵数
収容前
死卵率

備 考

38.12. 6

39. 1.24

十勝支場

總 走

網 走

十膀支場

3,0 0 0,0 0 0粒

3.0 2 1 , 5 0  0
3 0a0 0p 粒a 7 0 0 , 0 0 0

3l.0 2 1 , 5 0  0
1 af1 発 限 卵

l

1 "
l

管 外 計 ,6.0 2 1 , 5 0  0 3 0 0.0 0 0 1i,7 2 1 , 5 0 0  1 5.0

・ 1

l l
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根 室 支 場 管 内 ( 管 内 移 殖 )

移殖月 日 供給地 受治地 移殖卵数 收容前死卵1llx 収容卵数 収容f-3l! l
死 解 l 備 考

38'11.  6

8

9

1 1

意 別

/

/ /

/ /

伊茶仁

/ /

/ /

/ /

言 i:

1 ,428.4 0  p-
1 , 3 42 , 2 00

7 1 3l.6 0 0
2.1 3 l;l.3 0  0
1i,6 2 3 , 5 0 0

1 0  0,90 p
49.7 0 0
2 3l.6 0 0
1 0 1 , 8 0 0

2 7 4 0 0 0

粒1.3 2 1l l 5 0 0

1.2 9 2.5 0  0
6 9 0 , 0 0 0

2,03 1l l 5 0 0

5,34 1l l 5 0 0

7. o f
3.70

3.30

4.76

4.91

受精直後卵

''

/ /

/ /

/ /

1 a :l 標 津 1 伊y仁

1 5 l :l "

' 9 l ″ I ″
2 4 l ″ 1 ″
2 6 l 〟 l ″
2 8 l ″ : ″
1 1 1 l ll " i ″
4 l .″ j ″

7 l ″ l ″

9 1 ″ 1 "
1 1 ″ l ″
1 4 ″ l "
1 7 " l ″
2 0 l ″ l ″

2 2 l " l ″
:; : l :
2 9 ″ l ″
1 2 . 1 " l "

5 l 〟 l ″

7 ″  ″

1 o ″ l "
1 4 ″  ″

1 8 ″ l ″

5 a5 0 0
6 5.6 0  0
3 2 a6 0 0
3 3 5 , 3 0 0

2 7 0.0 0 0
5 1 0 , 6 0 0

7 3 1 , 0 0 0

756,.6 0  0
6 9 2 , 5 0 0

8 1 8 , 1 0 0

9 6 4 , 6 0 0

1 ,096.5 0  0
1 ,181 ,300

7 8 0 , 9 0  0

1 , 0 ' l l l B 0 0

1 , 614 , 50  0

2.4 41l 7 0  0
2,1 9 6.9 0 0
9 0 4 , 8 0  0

2 4 1 , 8 0 0

3 9 4 , 8 0 0

6 5 4 , 8 0  0

3 68,0 0 0

2 1 4,4 0 0

1 06,9 0 0

・ 5 0 0

3' 1 0 0

28.1 0 0
1 5.3 0 0
1 0 , 0 0 0

2 8, 1 0 0

2 1.3 0 0
29.1 0 l;1
1 2 5 0 0

2 5.6 0 0
3 4.6 0 0
2 1 , 5 0 0

3 8l, 8 0 0

2 0.9 0 0
5 0.3 0 0
6 4 , 5 0  0

77, 7 0 0

8 4 9 0  o

4 4.8 0 0
2 4 , 3 0 0

1 4 , 8 0 0

2 2 , 3 0 0

1 5 , 5 0 0

1 4 4 D 0

9, 4 0  0

5 0.0 0 0
62 , 50  0

2 9 2 , 5 0 0

320 ,0  0 0

2 6 0 , 0 0  0

4 82,5 0 0

7 09.7 0  0
7 2 1l l 5 0 0

6 7 5.0 0 0
7 9 2.5 0  0
9 3 aC 0 ・0
1,07S ,0 0 0

1.1 4e5 0 0
7 6 0 . 0 0 0

9 6 75 0 0

1.5 5 01,0 D 0
2.3 7 0 , 0 0 0
3.1 1 0.l'l 0 0
8 6 0.0 0 0
2、1l 5 0 0
3 8 0 , 0 0 0

6 32,5 0  0

3 5 2.5 0  0
20C1,0 0 0

9;Z 5 0 0

9. 9 0

4 .72

8.76

4.56

3.70

5,50

2.91

部 5

2.53

3.13

3.59

1 . o 6

3.28

2.68

4.94

4.0 0

3.17

3.96

4.95

l 0.0 1l;

3,75

3,4 1

4.21

6 .72

a8 0

/ /

/ /

/ /

/ /

/ /

/ /

'l

/ /

'l

/

/ /

/ /

/

/ /

/ /

//

'

/ /

/ /

/ /

/

/

/ /

a・

/ /

l 計
1

1 a.7 3 llll.5 0 0 1 7 1 9 , 3 0 0 1a,0 1 l,2 0 0 ・,8 4 / /

-8 4-

解 月 日 供給地 受給地 移殖卵裁 収容 -前死卵数 収容卵数 収容前死卵率 備 考

3 8.11 . 25

12.  3

1. 4

9

西 別

西 別

西 別

画 別

伊基一 仁
根 室

/ /

/ /

計

續
2 , 5 6 5.2 0 0
6 9 llll, 4 0  0

1 l l1 2.4 0 0
3 a5 0 0
8 29.2 0 0

粒
1 4 5.2 0  0
1 2 3 ' 9 0 0

25 ,40  0

1 1 , 5 0 0

1 6 0.8 0 0

粒
2 , 4 2 0.0 0  0
5 7 2 , 5 0 0

7 1l l 0 0 0

1 B.9 0  0

6 6 8 , 4 0  0

%
5.6 6
1 .ll. 8 0

2 48 0

3 :l l.83

1 o . 3 9

受構直後卵

/

// l

/ /

/ /

12.29

1 a2 6

10 . 1 8

11. 2

西 別

風 連

別当賀

別当賀

中標津

虹 別

伊茶仁

/ /

計

' 1 8,6 0 0

4 8 4 ,g 0 0

2,C ll1 1 ,500

_
6 1', 6 0 0

l fる 6 7 o , 1 0 0

4 8,6 0 0

27.4 0 0
5 1 , 5 0 0

22:, 6 0C

74,10 0

2 7 0.0 0 0
4 57.5 0 0
2,01 a 0 0 C
5 9 51,00  0

2 , 605 , 00  0

f l /

15 . 2:)

5.65 l ″
2.5C1 〟

3.66 l "

2 . 7 7 l  ″

1 0 . 2 4

2 9

別当賀

別当賀

虹 別 j 8 8 5.i'0 0
〟 l-. 4 0 0
計 3.0 8 2 , 3 0 0

1 8l, 4 0  0

6o , 90  0

82 , 30  0

8 67,5 0  0

2.1 3 2.5 0  0
ao oo.oo o

2.08

2.91

2 . 6 7

/ /

/ /

1.11 無 別 中標津 4.0 0 「、.6 0 D 1 4 5 , 6 0  0 M 4.4 0 0 1 ◆64
I

発 眼  卵

1 l 管内計 3 8l,3 1 9.0 0 n
l l

1 ,679, 3 0 0  l3 6.6 4 0 , 0 0 0 l 4.3

( 管 外 移 殖 )

移殖月日 l tf能 受給地 1 移殖卵数 収容前死卵数 l 収容卵数
l

収容-重 ; 備 考
死卵率:

12. 5
l i 粒

虹 別 l 知 内 l ,, 6 775 0 0
l l
l l

粒 l 粒
7 2 5 0 0  l l , 60 a0 0 0

1
l

%
4,62

l 管外計 1 1,67 1l l 5 0 0 7 1l l 5 0  0 l 1 ,600.0 0 0 4.62
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十 膀 支 場 管 内 ( 管 内 移 殖 )

移殖月日 供治地 受給地 移殖9fi数 収容前死9臓 収容卵数 収容ilfi
死卵尋 備 考

3' 8.12.16

12 .26

12 .29

別寒辺il
/ /

/ /

l 組
動 開 1 1,65 a0 0 0
" l 8 6'l, 0 0 0

″ 1 8 5 i 0 0 0
計 1 3 , 3 7 2 , 0 0 0

粒
8 1 , 2 0 0

4 6 , 8 0  0

5 Z 2 0 0

1 8 51, 2 0 0

粒
1 , 5 6a8 0 0
8 2 0 , 2 0 0

7 9 2 8 0 0

3.1 8 6.8 0 0

多
4.9

5.4

6.7

5.5

受精直後1lll
/ /

/ /

12 . 24

39 1. 7

鶴 是

十勝支;場

ll''期電業場

'構
6 5 0l,0 0 0

3 2 1l,3 0 0

4 5.0 0 0
27.3 0 0

6 0 5 , 0 0 0

3 0 0 , 0 0 0

4 , 091 , 8 0  0

6.9

8.4

発 眼 1llf
'・

管 内 計 4.3 49, 3 0  0 2 5:l1 5 0 0 5.9

( 管 外 移 殖 )

1l多殖月日 供給地 受給地 l 移確 卵救 収容前死卵数 収容卵数 収容前 l ..

死卵粒 l 如u 考

對 粒3.4 7 1 , 5 0 0  4 7 1 , 5 0 0
1

3.3 0 2:.5 0 0 l 2 8 1 , 0 0 0
粒

1),0 0 0.0 0 0
3.0 2 1 ,5 0 0

%
1 3,6

3,4

発 限 卵

/ /

38.12. 6

39. 1.24

十li18支場 l開
開 l十l游支場
1 l管-外計 l 6,7 7 4 , 0 0 0 l 7 5 2 , 5 0 0 6,021,5 l ll 0 21.0 l
天 塩 支 場 管 内 ( 管 内 移 殖 )

移殖月日 解 地 l 受給地 移殖卵数 l収容前死卵数 収容卵数 収容1lll
死卵率 備 考

38.:r2. ;l聞
l "

″ 8 1 ″
" 9 l "

1
l
1

. 1 粒中ll開 1 , 5 27, 3 0  0

〟 8 67,3 0 0
1
″ l 1 , 1 7 4.5 0 0

l
″ l 1,417, 7 0 0

l

計 l 4 , 9 8 6.8 0 0

p l 1 , 5 2Z 3 0書
0 l 86 7.3 0 0

10 1 ,174 ,5000 1.4 1 フ1 7 0 0
0 1 4.9 8 6.;1l 0 0

%
0

0

0

0

0

発 眼 1lll
f 「

/r

//

39. 1 .27

3 a1 0 . 2 2
1 0 . 2 8

11. 5

10 .30

商

朝 l 期勝

//

f 「

!t境電iE場

l:li別l機l易

解

//

/

//

計

5 9 4 , 7 4 0

21 t t0 0 0

1 7 2.5 0 0
9 t 0 0 0

1 0 6l.7 3 0
5 79, 2 3 0

0

5,000

4,500

8 0 0

0

10l, 3 0 0

5 9 4 , 7 4 0

2 0 5,0 0 0

, o ao o o
8';l,20 0

1 0 6, 7 3 0

5 6 8 , 9 3 0

0

2 . 4

:2:. 6

6. 9

0

1 . 8

//

受精直後1l;1
//

f 「

発 限 11;l

管 内 計 6.1 6 0,7 7 0 1 4 3 0 0 6 , 1 5 0.4 7 0  l 1.フ
・一8 6-

( 管 外 移 殖 )

な し

渡 再b 支  場 管 内

( 管 内 移 殖 )

な し

( 管 外 移 殖 )

移殖月日 供給地 受給地 移殖卵数 収容前死卵数 l 収容卵数
:

収容前
li,iil,l障 備 考

38.12. 5

l虹 別

l
l

l

l 粒
知 内 l 1 .67_
管外計 l 1.6 7 1l l 5 0 0

i

7_fi l ,, 6oa。o。粒
7 Z 5 0 0 l 1.6 0 0.0 0 0

%
4.6

4.6

発眼卵

(

北 見 支 場 管 内 ・

( 管 内 移 殖 )

な し

( 管 外 移 殖 )

さ く ら ま す )

移殖 ;月日

l

供給地 l 受給地 1 移殖卵数 収容前死卵数 1 収 容 卵 数 聽、備 考
38 .10 .11 斜 里

l
l

l
l

l 担
米 国 l 1, ooo

l
計 1 1, o o o

管外計 1 1, ooo

粒l 粒l %
l 1, ooo l
l l
l
l 1 , 0 0 0 l

l

1 1, ooo ;

. 発眼卵
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( か ら ふ と ま す ) ,

:iヒ 見 支 場 管 内 ( 管 内 移 殖 )

移殖月日 l 供給地
l

受給地 移殖卵数 l収容前死卵数
l

収容卵数 差鍵 l 備 考
l 1 1 粒

38. 9. 1 0 l 斜  里、網 走1 1 (- 0
l

10 .21 l岩尾別 l 斜  里 l 5 0ス50C
1 l 1

1 0 . 2 4 l ″ l 〟 : 8 1 9.0 0 0
1 0 . 2 7 l ″ l ″ 1 2 0 4 , 5 0 0l l

l l 計 1 1 ,531.0 0 0
l l 管内計 1 1 , 5 4 1 , 3 0 0

l

粒
3 0 0

1C,000

1 9.0 0 0
4.5 0 0
33 , 500

3 3.8 0 0

粒
1 0 , 0 0 0

4 97, 5 0 0

8 0  0,0 0 0

2 0 0 , 0 0 0

1,4 97. 5 0 0
l. 5 07. 5 0 0

%
2.9

2.0

2.3

2.2

2.2

2.2

受精直後卵

/

/ /

//

( 管 外 移 殖 )

管 外 計 6 0  0,C 1「、 0

移殖月日 1 供給地 1 受素会地 l 移殖卵数 l 収容前死9贓 l収容卵数  l第第望 備 考
: ' l 料 粒 l 粒1 %

38.12.1 4 1北 見 1出 形 県 l 3 0 010 0 0  j ; 300・C00 :
12.14l ″ l新潟県 l 3 0 0 ・ 0 0 0 1 l 3 0 0 0 0 0 l

1 1_ . _ . l 1 l _ 0 _ l6 0 Q 0 0 0

根 室 支 場 管 内 ( 管 内 移 殖 )

移新fi月日 1 解 地 1 受給地 l 移 殖 卵 数  1 収容前死卵数 1 収容卵数  1発言第製 備 考
o8. g. 8 1 西 別 1 中標津 l 1 0 , 4 0 0粒l 4 0 0粒 l l a0 0 G 粒 l 3,85%l

i i 1 ・ l l
1 ″ 1 ″ l . 5 8 , 7 0 C ・  1,200 l 5 7,5 0 0  l 2.04
i 1 l 1 1 l l
l 1 計 1 69, 1 0 0 l 1 ,600  l 6 7, 5 0 0  1 2.32 l
l 1 管内計 l 69, 1 0 0 1 1,600 1 67, 5 0 0  l 2.32 1
( 管 外 移 殖 )  な し

天 塩 支 場 管 内 ( 管 内 移 殖 )

移殖月日 供給地 1 受給地 l 移殖卵玻 1収容前死卵数 l 収容卵数  1聽 1 備 考
38.10.22

38.10.23

朝 聞l構
″ l ″

l
l 計

i 管 内 計

2 4 5.7 0 0粒
2 1l 1 0 0

2 7 2 , 8 0 0

2 7 2.8 0 0

0粒 : 2 4 5 , 7 0 0粒 l %
l :
0 1 2 Z 1 0 0 l

:
0 l 2 7 2 , 8 0 0  l ・

1 1
0 - l 2 7 2 , 8 0 0  1

発眼卵

/ / .

・ 'a i 」  0 治 ,- 、 上 l
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(i) 種 卵 の 部
ひ め ま す 種卵及び稚魚 の移殖分譲一覧 表

供給場名 受 給 者 移 殖 卵 数 備 考

千オ支場
//

l//

/ /

/ /

/ /

; / /

/

/ /

/ /

' /r

/ /

/

//

, / /

/ /

/ /

/ /  .

/ ″

青 木 湖 漁  協 l 1 5 aooo粒 l 長野県(青木湖;放流) 、_
自 根 養 魚  場 l 1 oaooo l 講馬県(管沼 " ) 、・

- 1福島県内水面水試 1 o 0ooo 福島県(槍原湖 " )
沼 沢 沼 漁  協 2 5 Qooo 福島県 (沼沢沼〟 )、/

淡 水 魚 增 殖 場  l 1 oaooo ネ標l県 (芦の湖〟)-

入善町養鮮組合  ・ 2- o l 富山県(池中養-殖)
岩 倉 組 3 o,ooo 北海道(マツカ沼放流)、/
木 崎 湖 漁  協 1 oo,ooo 長 野 果 ( 木 崎 湖 〟 ) /

栃 木 県 水  試 5 o,ooo l 相i'木県(五一十里湖〟) ・
虎 杖 浜 漁  協 2 ooooo l 北海適?多楽湖〟)
洞 爺 湖 漁  協 l 2 5a0 0 o ″ ( 洞爺湖″  )
野 村 甚 作 l 1 oaooo 〟 (地中養殖)
西 昭 二 l 4 0 , 0 0 0  " ( ″ )
北海道、l,,f ,:産3i,化場 l 2 8i,,,4 0 0 " C動湖サケとの変配相i)
" l 2 oo,ooo 〟 (様平湖放流)
″ l 5 o 0.oo 0 " (桂沢湖 " )
" l . 5 0 a0 0 0  1 〟 ( 二 胸 端 〟 )

:北海道大学水産学部 3,,ooo l 学 術 研 究 用
・anl 路 _ 事 業 場  l 5 oo.oo 0 l
合 計 l 3.4 8 1.- (実際の移殖分 l基i19tl1li又 )

(i) 稚 魚 の 部
上記以外に下記ケ所に稚魚を活.1ま、1,輪送の上放流したo

稚魚放流ヶ所名 l 放 流 数
錦 多 i医: 川 l 2 0 , 0 0 0 尾

千 截 川 l 2 9. 3 o o  尾
美 深 町  一 町 沼 3 5 , oo 0 :民

計 1 8 4 3 0 0  尾

十 勝 支 場 管 内

ま す の す け

移殖月日 ・・ 供 給 - 地 l 受給・地 ' 移殖卵数

38 .11 ,22 、米1l国ワシ ン ト ン 州 1 札内事業場 i 1 0 0,0 0 0 円 1 空輪、 放流数7 2:'4 0  0 尾

l 1 l 給細後十勝川え放流

-3 9-



1 1 鮭 鱒 稚 魚・飼 育 事 業

本事業は前年度から新規に実施したもので、本'la=度は2年目に当り、飼育尾数の増大に伴

い餌料の改良、給解操作の改警等を行い、全道各事業場の中で給tll:後放流が特に必要な6ケ

給 解 放

基, 飼 育 1 魚
事業場 1 種

給解計画 l 収 容 数 1 実

尾 数 l 卵 数 1 浮 上 稚 魚 1 % 給 餌 尾 数

iヒ 見 北 見 1 サケ 8,0 00,,0 00 9.9 7 2 , 9 0  0 1 8.2 0 5. 0 0  0 82.3 8,205,0  0 0
湧 別1サ ケ 9,0 0 0.0 0 0 2 2:638, ,600 l 1 8 , 2 9 3.2 C 0 8 0.8 l 8.9 0 0 , 0 0 0

根 室

十一illf

伊茶仁 l サケ l 2 l:7 8 !i.0 t1 0 l 29.61フ1500
l 'fi三1 2 1 5.0 0 0 1 2 2 2 , 5 0 0

2 6 , 8 2 6 , 5 0 0  l 90 .6
1

2 1 9 , 0 0 0  j 98 .4

2 6.82,6,.5 0  0
2 19.0 0 0

慕 別 1サ ケ l 11 ,0  0 0.0 0 0 1 4 , 4 1 1 , 0  0 0 1 2.2 4 5 , 8 0 0  l 85.0 l 1 1 , 0 0 0 , 0 0 0
1 札 内 1 サケ 1 5,0 0 0.0 0 0 3 4.7 9 4 , 5 0  0 3 0.4 3 0 , 0 C 0  l 8 7 5 l 1 51, 0 0 Q 0 0 0

天 塩 l 中 川 1 サグ 1 5,000,C00 1 5.1 8 3.2 0 0 l 4 , 8 85 , 2 00  l 94 .3 j 4 , 8 8 5 , 2 0 0
合 計 1 7 6.0 0 0 , 0 0 0 1 116,84 0, 2 0 0 1 1 0 1 , 1 0 4 , 7 0 0  l 86 . 5 1 7 5.0 3 5 , 7 0 0

各 場 の

規 育 1 浮 上  時 魚 体 給 解 量 飼 育 水

事業場 l 体長 1 体量 l 総 重 量 総 量 l 1 尾 当 全尾i
り
1 8

最 低 最 高

北 見 1 3,61 l 0 3 2 l 2・6 2 5 , 6 0 0 l
: ; l ( 8 , 2 0 l5.0 0 0 )

4,500時 l 0 . 5 5タ
1

5.0 ̃ 11.5

湧 別

伊 茶 仁

1 i 1,,2 9 3,0 0 0
3,31 l 0L 3 7  1, l ( 8,90 a0 0 0 )

l
5 ,400  1 0. 6 0

l

2 0 7.0 ~ 1 l、.0
l 1 8 , 8 52 , 7 40

3 , 4 5 1 0 . 3 3  l
1 l ( 2 a 8 2 6.5 0 0 )

1 2 , 7 2 0 0.47 l 1 6
t

6.9 ̃ 12.1

( ヵ ラ フ  j 4 0 j 0 。  i 5 0・3 9 0
ト マ ス ) 1 3' l -'- 3 1 ( 2 1 g 0 0 0 ) 8 0 0.40 1 3 1.6 ̃ 9.0

幕 別 l 3,8 0 1 c 4 5 l 4 ' 9 5 0 ' 0 0 0
l i l ( 1 1 , 0 0 a0 0 0 )

4 0  0 0
l

0 .55  l 1 8
l

40 ̃ 8.0

札 内
1 , l 6 , 1 5 a0 0 0

4,1 1 0 .・i 1 1
1 1 ( 1 5.0 0 0 , 0 0 0 )

8,40 0 0.56 1 9 1 8.5 ̃ 1 1.e
中 川 3.7 l 0 3 6, l 1,75 a6 7 0, l ( 4 , 8 85 , 2 00、 3,0 0 0  l a 6 1

l
2 0 3.3 ̃ 1ll.5

計及平均 l 3,6 i 0L 3 6 8 1 27, 6 8 0 , 3 6 0  l 4 0.1 0 0-'「スを含む)! l 1 ( 75,0 3 5,,7 0 0 )  j

l ・ l

a 5 3 1 8 5.2 ̃ 10.0

g 0-

所にisいて、浮上構 魚 7 5,. 0 3 5,7 0  0尾に給国し 7 2, 4 4 a 6 0  0尾を放流した。

流 成 績

l

i

放流水系 l ィ的li 考
施

5

結 果 i

一歩留一 l 飼 青 期 間発 死 確 聽 l 放 流 尾 数
102.6 9 3 4.7 0 0  l Z 2 7 0 , 3 0 0 88 .6 2 / 2 6  4 /  8 常 呂 川 l
98.9 4 2,0 0 0  1 8 , 8 5 8 , 0 0 0  l 99.5 3 /  1 4 / 1 0 湧 別 川 1
96.6

101.9

1 , 1 7 l l l 6 0 0

6 0 0

2 5 , 6 4 8l, 9 0  0

2 1 8 , 4 0 0

95.6

99. 7

3 / 2 7  6 / 1 4 :  伊茶仁川l1 i
2 / 2 6  3 / 2 5 l 〟 1

100.0 l 3 4 5 , 0 0  0 l 1 0,6 5 5.0 0 0 9 6 . 9 1 / 2 7  3 / 2 5 十 勝 川 l
10 0.0 8 0.0 0 0  l 1 4 , 9 2 n0 0 0 99. 5 4 /  1 4 / 2 5 / /  1

97.7 1 1 5.200 l 4 , 8 70l,0 0 0 9 9. 7 2 /  5 5 / 1 0 天 塩 川 ;発a良卵でil1l、容
9e.7 1 2 , 5 9 5.1 0  0 1 72 , 4 40 , 6 0  0

' l
9 6 . 5 1 1 / 2 7  6 / 1 4 l .

温 i=-l 增重量
平 均 ・;

放 流 時 魚 体
:

增重 i 餌 科
l

倍 率 l 系数
飼 育  1
_ : l 備 考
区 分 l

l
体 長

Cni
4 .27

体 重 l 総 重 量
l '

6.3 l 0 . 1 8
l

9
0 . 50

3.6 3 5.1 5 0  9
( Z 2 7 0.3 0 0 ) 0.56

l l
3.50 l 3 1 湧水

l

71 5 29, 3 0  0

( 8.8 5 8 , 0 0  0 )
1

1.30 l 1.25 5 l 電11ll水地下水
i

8.4 1 0.48 4.38 0.85

9. 5 0 .32 4.26 a. 6 5 1 6.6 7 1 , 7 8 5
( 2 5 , 6 4 8 , 9 0 0 )

a9 6 1.47 1 2 l 河川水
4.4 0.09

1
3. 4 0  l 0 . 3 2

I
69.8 8 8
( 2 1 a4 0 0 )

0.39 4.44 1 / /

/ /5.6 0.36 4.40 0.81
8 , 6 3 0 , 5 5 0

( 1 0.6 5 5l, 0 0 0 )
l

0.80 l 1.53
l

1

9. 7 0. 4 2 4.80 0.83
1 2 , 3 8 1l,, 6 0 0

( 1 4 , 9 2 01, 0 0 0 )

l

1.02 l 1 . 3 3
l
1

1 //

5.5 0 . 3 0 4.60 0 . 66
3 , 2 1 4.2 0  0
( 4.8 7 0 1 0 0 0 )

0 .83 2.03 2 地下水

; l

7.0 1 0 . 3 5 1 1 4.40
i l

l 5 2 , 1 3 4 , 4 7 3
0 . 7 1 9 l
: ( 7 2 , 4 4 0 , 6 0 0 )

0 .954 l 1 7t1

※ 培 重 量 は 1 尾 平 均、 単位は 9l : そ の 他 (

-g 1-

) は 尾 数

l

，l
l

、'、



fl: 料 成 分 表

種 類 1 原 料 l 配 合 率 形 状 使用量 1 使用区分
単一解料 l・ タ ーフ 19l'e子 l 1 00 % l冷凍 j 12,5 ooM9、初期解付用

1 l l 3 5Cn X 2 0 CmX 8(n.4lfgl l l
1 l

配 合 解 科 l タラすりみ l 4 0 . 0 1 、27.6 0 0 1 Elll.長促進用

に=「1 ':: l 同 上 1 l1
l こ う 母 1 5.0 l l l
l l 1 1 ll肝 油 0.5 l

l ミ ネ ラ ル l 0.3 l l l
1 記 化 剤 1 4.2 1 l l
1 水 分 1 30.0 1 l 1
l 1 i l 1
1 i : 4 0.1 0 0 1
l 合  1 計 1  ' 1

成 分 權 1 水 1 カ日 ビ タ  ミ ン 類  ミ ネ ラ ル 類

f可料 言 1 務 1p 1 議 1分 1 分 1 1J l v;A 1田 1 1_2 l vi lp205 F e 〇a
l % l 9 l % l % l % l % l識1 ,t9f l a,解
l 1 l 1 l 1 1 l l

単 - l 1西 6 1 1.42 la61 lOf)24 l 1.19 1 8640 l 6 015 l -1 -
l 1 1 1 l l l l

配 合 1 21S3 1 452 1196 l 001 3941aS5 11465 11的00 1 034
; 1 1 1 ' l l l l

a解 lい l解 l a聯 l 呼%
l i l l
- l - 1 -- -
: l l .

a71 1 223 1 e81.491 58中M
l l .
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1 2  調 査 試 験

さ け、ますの增殖事業はこれら魚權の母 )11回帰,性を根拠と して、特定地域に?'る稚魚の生
産量を増大し減耗を少なくすることによつて、回帰觀魚の量を增加出来るという前提に立つて、

人:[llel化放流事索及び各1組iの保譲対策が進められている。

現在行なわれているさけ、 ますの增殖統は、 過去に得られた研究の積重ねによつて著しく有

効に行な:l一ノれているが、未だ多くの問題が残されていて、特にこれら魚種の淡水生活期にぉ?け
る減耗状況の究明は大きな課題である。

本年度の調査研究はさけ、 一ますの生理''ll二態とこれら、 滅耗原因との関係並びに対策の解明に重
点を置いて進められた。

これらの1l11i果については現在検1i、l「整理中で、今能次取組め次第研究報告と して発表の予定で

あるが、 年度内に行なわれた差翻動結果概要を示すと次の通りである。

(1 ', 天然審殖に ,差1iするl;1?
;1l1;l11l l適の河川に沂上して産卵するサクラマス及びカラフ ト マ ス の'繁殖実態を明らかにし、
適 -的な增殖対策を紐ずるため産卵の生態觀地_びに発生量に展ける調査を行なつた。
本年はマスの保1lli水面に指定一された幌内川産卵場を利用し、第装魚の1fi:上産卵、発生等に関

する資科を得たのでそ の概要を報告する。

① 統魚沂上期

幌内川にぉけるサクラマス第現魚の河川1選ll::は据年四月より9月に及び、 大きな群の沂上

は融雪による增水期間中が最も多<、 4月中に i境に主群の ilff上が終る。
カラ フ ト マ スは7月以降9月来iiiの出iに流I二 し、 8月末から9月上句の間一力 1股も多く t?上
する。

@ 産 動 l 期

サ ク ラ マ スの産 9開は8月末より、 9月上旬に互 !1l 、 4 月̃ 6月に折上した親無群は3

̃ 4ケ月の間、河川内で過し、 7月下旬より体色の変化を生じ更に本支流の最上流:地区迄

析上する。

産卵は稍々急流で行なわれ、流速 4 0 ̃ 5 0 Cn/ Seeで水深は30~ 4 0Cmの処に多い。
カラフトマスは更に急流で水深の稍々深い処に産卵し、何れもサケの産卵場の様に、河

床より種水のあるmを、特に選定していないことが知られた。

-9 3-



1 9 o 3 . 9. 1 3

,:,f ,,, l 卵 床 内 1 河 川
魚 種 l 水 深

1

l

流速
' °一 l °c 1 o

l l 2
P H 1 o C

1
0 2

P-H-
サ ク ラ マス l 2 0Cn

l
カラフトマス 1 6 0Cm

1

1

11 9 6 3 . 1 2 . 1 .

サク ラマ ス 1 20Cm
l

カラフトマス l 1 50al

5 0  Cl1l/eeし

6 oen/se,l,
砂 利 l1 3 . 5 o 0 l1 0 . 5 PPm l Z.0 l 1 3 . 5 oC 110.1PPm l r0
砂:lu l1 3 . 5 o C lm l 「.0 1 1 3 . 5 o 0 l 9.6PPm l z0

1' 1 1 l l 1l : 1
1 l l l 11 1 l ,

砂 利 l 4 . 5 oC l - l -l 2 1 o 0 -l-
1 1

砂考1j l 4.5 CC 1 - l - 1 2 . 1 o 0 1 - 1 -
(註 水深マイナスf:1i砂利が水面上に難出 11

③ 産卵行動

サク ラマスの卵床はサケの:iit合と同様に雌のみが堀り、 i電iは他の雄或は山女魚の成熟雄の侵

入に対し警戒するのみである。

併しヵラフ  トマスの雄の侵入に対しては極めて消在的で、 雌を見捨てて通走する状況が見ら

れた。 またサケの雄に対するような攻準は見られない。

サクラマスはサケに較べ流速の速い処で産卵するため卵床は稍々大きく、 在多、利の移動量も ,lll,

々多い。

〇 卵床の構造

サクラマス及びカラフトマスの卵床は略'同様の形態を示し、 カラフトマスの方が稍々大き

いo

サク ラマスの卵床は、長 さ 2 0 OCm:、 rt] 1 0 O Cnで、 カラ フ ト マ スは 長 さ 2 5 0ca、 :t t,0 0

Caiで河f?面 よ り 約 2 0Cn1il1い、惰円形の山を呈し、 頂部 よ り 4 0 ̃ 5 0clitの深さの処に卵の坦

蔵が見られた。

卵床を形成している砂-考lは両油共径1Cn以下の砂利30 % 、  1̃ 3cm 4 0 %、 3cm以上の砂

利は3 0 % を示し、泥土、或は大型の玉石の処にはあまり認められない。

⑤埋蔵卵及稚魚

卵床を堀起し埋蔵卵を3iべ次のような結果を得た。 卵の発生状況は良好であるが埋蔵S贓 は

-9 4-

著しく少ない。

これらの採集卵は何れも●商 ( g a s  t r u l a  s t a  g e)に達していて水温の状況から

見て産卵後4 ̃ 5日を経たものと推定された。

魚 1種

サ ク ラ マ ス

カ ラ フ ト マ ス

魚 種

サ ク ラ マ ス

サ ク ラ マ ス

カ ラ フ ト マ ス

採取卵数

7 1 9

7 3 4

未発育9e
2 2

1 5

採集卵(稚魚 ) 数

5 7 9 ( 卵  )

2 5 ( 稚 魚 )

1 4 1 ( 稚 角、 )

正常発育卵 備 考

6 9 7  ) 1 g 6 3 . g. 1 3
7 1 9

価 考

発 限 卵

卵黄吸収略 1 / 2

/

1l 1 9 6 3 .  1 2 .  1

・ これらの卵床は何れも 2 - 3回に分書l産卵されたものの1 部と考えられ、 発育状況は良好
で稍々すみゃかである。

院内Jlは報魚の発生時期と河川の渇水期とが重なるため、 稚魚の砂利、 脱出が補々困難な

状況を皇することが予想されるが、 僅かな時間の水位の上昇を利用して i沙利を前i・れるものと

考えられ、実除には重大な障害となることは少ないと 1li1、われる。

この調査は更に引移tき実施rPでこれらの状況についても詳細な研究を進める予定である。

l21 税 魚 の 生 必 . 能

lイ、 ifT_上1et魚生理生態翻査
河川内の析1,・1,11 i魚の生態、並びに総派上量推定の資科をうるため、 ill li年に引続き十勝川で

我角.の標識放流試姨を行なった。 その投能聯は次の通りである。

標識 9 月 2 1 日  1 0 月 1 日  1 0 月 1 1 日 の 3 回 で、 計4 4 1尾を放流した。

標iSl魚は長臼描獲場 の捕獲魚を使用し、著しぃ外像魚を除いて無作為に抽出の上、 ト リ
カ イ ン ( M S 2 2 2 ) に よ つ て麻酔 し 、 体長測定 ( フオーク、 レ ソ グ ス ) の後 、 スパゲ ッテ

イ 、 タグを魚体に附け生費に移しそこから自然にifi:上させた。 再捕は河川内の各描獲場消岸

定置で行なつた。」j;f捕の結果は第1表、第2表の通りである。

第 1 表

放流月日
放 流 尾  数 再 描 尾 数 再 捕 率

1i ; ? l 計 車 な 計 率 6 計

3 8 .  9 . 2 1

/ / 1 0. 1

/ /  //  1 1

7 4

1 1 5

5 3

6 7

8 5

4 7

1 4 1

2 0 0

1 0 0

4 7

4 4

1 2

4 7

3 6

1 4

9 4

8 0

2 6

63.5

33.3

22.6

70.1

42.4

2 9.8

66 .7

4 0.0

26.0

計 l 2 4 2 ll 1 9 ・9 4 4 1 1 0 3 9 7 2 0  0 42.6 48.7 45.4-9 5--



第 2 表 再捕場所別再描尾数及び経過日数

放流月日

l

l 器言言 定置並びに他河川
l

種 牛 l 長打内蓄養池

9 l 3 1 計 章 l お 計 9- 1 容 計 率

l再捕尾数
3 8 . 9. 2 1 1l 経過日總1 期e尾数
3 8 . 1 0 . 1

経過日数
1
1 新 尾 数3 8 . 1 0 . 1 1
終i偽日数

1 開 提 数

計 l 解1,爲日数

2 1 2 l 4
3̃ 7 1 4̃ 7 1 3̃7
1 1 3 : 4
9 1 8̃1 31 8̃1 3
l 1
l l
3 1 5 l 8
3̃ 9 1 4 ̃ 1 3 ; 3 、 1 3

1

2

l 12

1
l

l
1

l
l

o l 1
i

1 2

l ;
1̃8 l 1

i
2 1 2
1̃8 1 1

1、 l 3l °
3 l 1 3
1~8 l 0̃ :

l
l

・ l

4 1 6

1~8 l 0̃ 1
l

1

2

(ロ1 蓄養技術改善試験

蓄賽技術の改書、 成讚向上を日的として、 十勝川及び石狩川水系の流上_魚並びに蓄一表1:魚にっ
いて、次の事項について生理学的な検1iiを行なつたが現在までの整理の結果得られた知見の概
略は次の通りである。

① 沂上魚並びに蓄養魚の標準的酸索消費;量の調査

a、酸素消費量-は水温9.5~ 1 5 . i  °oで 6 0 . 8 9̃ 1 6 5 . 2 8 C  c / 時 / h r で あった。
b、雌雄による酸素消贊量のill,tr iあまり銀著にみられなかつた。
C、低酸素下にあつて、 さけ1観魚は1.5 ~ 2 . 0  C C / ,eで.S,t上げ現象を示し1.0  c c/ .eで
酸素消費量は0となり、 豊息死する。危 解 界 は 3 C  C / .e前後と考えられる。.

② 成熟に伴う生理的な変化

抽獲魚並びに蓄養魚にっいてその成熟過程を追つて血液性状(血球容積、 血色素量、 血清
蛋自量その他)にっいて調査した。

a 、 血清蛋自以外にっいては個体差が著しく 、 有意の関係は認め難い。

b、血1ll極 ;自についても個体差は著しいが、成熟;魚と未熱魚の限界は4~ 4 . 59 / d?近
にあるものの様である。

o、 31は 11l-に比して血浦蛋白量は各成熟段階を通じて約 o. 49 / d.e多い。
d、石狩・?ま池の成熟魚の血清蛋自が4.5 9/ dleであるの1'比し、西越捕獲場の即?卵
魚は 3 . 5 5 9/ d,eであったことから、書養成熱魚と 1lfi:上中の自1'11熱魚に差異があること
が予測されるo  尚このことについては測定尾数が少ないため今後更に検討を要する。

総ai自量だけからの判定は困難であつて 、 ア ル ブ ミ ン、 グ ロ プ リ ンの比その他の蛋自組成
の検討が必要である。
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l l

旅 来 1 束 3 3 号  l 幕 別 1 千 代 田
な 1 計 車 l 容 計 字 l 谷 1 計 字 l 6 l 計 1 ♀ 1 容、 計
5

0

5

0̃ 1

8

0

1 8

0~ 1

2 6

0̃ 4

8

1

1

1

3 5

0̃4

1 8

0̃ 4

7

1~6

3

0̃4

2 8

0̃6

4 4

0、 4

1 5

1̃6

4

0̃4

6 3

0~6

9 1 1 o
3 ̃ 5 1 2 ̃ 7

l
1 2 l 1 0
4 ̃ 1 3 l 4̃6

l4 l 1
l

0̃7 l 4
2 5  2 1

0̃1 3 2̃7

1 9

2̃7

2 2

4̃1 3

5

0~ 7

4 6

0̃1 3

3

4 ̃5

4

7-- 1 ,ll
0

7

4̃1 6

5

4 ̃1 7

6

6̃2 2

3

4̃1 7

1 4

4̃2 2

8 : 3 l 6
4̃ 1 7 l1 6 2̃ 115̃1 8
1 0 l 4 l 4
6̃ 2 2 8̃28 l 4̃2 1
4~1 3 7 7 ;̃0 l 6 :̃6
2 1 l 1 4 l 1 7
4̃ 2 2 1 7 ̃ 2 8 l4̃ 2 1

9

5 ̃ 2 1

8

4̃2 8

1 4

6̃3 0

3 1

4̃3 0

1 0

0̃1

2 6

0̃ 1

③ 各種条件下に:1;け る1lei魚の代融lt並びにその排泄物と親魚生理との関係、にっいて調査した。
a、規魚の酸素の消費、 o 02の排泄には日周変化的な変動が認められ夜間の消費、排泄が

いくらか大である。

b、水量や刺」,段が多い場合は体組織を構成する蛋白'i l11、 炭水化物の分解が促されて疲労が大
き くなる。 一方水量の少い場合は体内で蛋自質、 炭水化物の不完全分解物が審積されるも

のの様でその間接的な害が考えられる。

c、 さけ減魚の基礎代謝抽は水量の多い場合7. 5 oa .e/ d a  y /峨商後、少い場合は6.2
c a 1 /a a y/時前後の計算値が出た。

※ d 、 人偽的li1l境下にま, かれたサケ親魚の蓄養可能量は一般的に供給酸素量と魚の酸素消費量
との関係から次に:示す式で推定される。

__ 9. 6 (t、十l;6 ) ( b-a 0 2 ) 1 0- 6 S- ( A 0 2-B 0 2 十 a 0 2 、)0、_ .
Ko2十 a 4 1 8 5 ( e0 . 1 2 0 2 6 t-1e0 . 1 2 0 2 6 t 2 )

t 1=水表面の源時°C , b=水温t 1の酸素飽和量, B o 2=注水の溶存酸素量C0/L
a =水量.e/ m l n  , a o 2=池水に含まれる溶存酸素の安全量 o C / L (:-3.5 oo/ L )
S =水表面11litc,最 t =池水の種度 °0
A o 2=刺較が魚に加えられる状態の時 2 . 1 4 7 ,刺救がない時 0 . 3 8 6
K = 〟 0 . 6 1 9 , 〟 0 . 8 1 6

t 2 = ″ 8 . 4 5  , 〟 8 . 1 3

例えば、魚に対する溶存酸素の安全量( a o 2 )を 3 . 5 0  0 / L と し 、 上 経 1 2. 8 m 、下

経 1 2 m 深 さ 1 . 3 m、 水深1mの円形蓄養池に、 溶存酸素量 ( B o 2 ) が 6 . 7 3 C  C / L の

水が毎分2. 8 nf注入され、且つ水温がt= t 1= 13.9 .°oの時の審養可能量は、蓄養作業や

-9 7-
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その他の刺較がひん索に行われる場合は ? 1 3 0 ? 、刺較がない状態に魚が:ll,,かれる
場合は 5 2 9 5 'Kfが計算される。

然し水温が低くなるに従い魚の 1fililtする酸素は減少し、他方表面より福入する酸素

は增加する。 このため上式で計算した魚が書養される場合は、 水温の下降に伴い池水

に含まれる排泄W操度が増加する。従つて上式による蓄養量の推定には排泄物にょ

る最11響を常に考慮しなければならない。

t1 稚魚標識放流試験と阿捕

昭和3  8年度に回帰を予想された標識放流魚として北海道では昭和3 3年に実施した標津

川6年魚、昭和35年の十勝川4年魚、昭和37年の勇払川2年魚、本州では昭和35年に

岩手県大槌川よりの標識魚が4年魚として期待され、 各地に啓能伝の上再捕協力方を依頼

した結果、 現在迄にさけ69 5尾 (符票を附したものを含む)律太ます7尾再描の報告を受

けた。このうちさけ6 9 5屋を放流河川別(そうでないかと思われるものを含む)に分ける

と下記の通りである。

十勝川放流魚 ( そ う で ないか と思われる もの も含む ) 5 8 3 厚

標津川放流魚 ( 〟 ) 1 尾

期A川放流魚 ( ″ ) 1 1 尾

大槌川放流魚 (. ″ ) 1 9 尾

符票を附した魚体 8尾 (米国5尾、 カナダ 1尾、 ソ連 1尾、 日本1 費1 )

放流河川不明魚体

†

7 3 尾

6 9 5 尾

さ らに放流河川の判明した十勝川、 標津川、 勇払川、 大種川及符票を附した魚体の内一捕場所

別再捕故は次の通りである。

十 勝 川 ( 改流数 7 8 8 . 0  0 0 尾、 現在迄の再浦数7 2 5尾 )

、で場所
欠除部入

標

津

治

岸

西 1 風
1
別1蓮

l

川 1川

別
当

資

川

根 l別
室 1 寒
治 1辺:牛
岸 1川

昆
布
森
治

岸

金li;

路

il1l

岸

庶

路

消

岸

原 1茶 l萬
'il J言 1差

尺

別
'il:i

岸

厚

内
i i i

岸

十
勝
太
治

岸

大

津

消

岸

十

勝

川

大 l天
樹 i
j1: j、塩
岸 l川

常

昌

治

岸

斜

里

川

計

脂li、両腹館 1 2 1 1 1 1 4 126 3 20 153 2 323

脂第、右腹'l 3 1 1 2 1 3 14 1 6 33 1 1 1 6B

脂的、左腹表 1 8 1 5 t 1 24

右 腹 第 2 2 5 6 5 1 21

左 腹 購 2 2 7 1 12

両 腹 1li

賠 M

1 1 1 2 1 1 7

1

6

2

4

1

9

27 26 6フ 1 1 128

計 2 2 2 1 l 1 1 2 3 1 1 184 15 l7 l 263 4 2 3 l 1 583-9 8- .

標津川は

勇払川

大槌川は

符票を附した魚体は

伊1事,t1lii岸にて 1尾 ( 放流数 5  1 3, o o o尾、現在迄のFi捕数

1. 2 4 2 尾 )
勇払 J l 脯獲場にて 1 1尾 (放流数 3 2 4 , 8 0  0尾  現在造の再捕数

1 1 尾 )

釧路治岸にて1尾、厚内「ロi岸にて7尾、大津1lli岸で1尾、十勝川で

1 o尾(放流数2 a, o o o尾 現在迄の再描数計19尾)

羅自治岸でソ連のもの1尾、米Eilのもの1尾、走古丹治岸、標津消

岸、風蓮湖、長萬部消、岸で米国のもの各1尾づっ、 西別治岸で、北

水研のもの1尾、細走川でカナダのもの1尾、計8尾が再浦されて

いる。

この他に北111ltlill船式流能業にて再捕された標識魚が3  6 5尾報告されたが、こ の う  ちに
1一是il,川より放流されたものと判明したもの20尾、そうでないかと思われるもの14尾、
大植川より放流されたと判明したもの1尾が得られた。

(31 サケ稚魚の生構査

(イl 仔角.期にi;・ける生長にっいて

i.化し .た仔魚は各自の卵黄で発育して稚魚となるが、 その過程に;11''ける管理条件によつ
て体重に変化が生ずることが明らかにされた。即ち砂構l中への埋没(天然産卵条件)、流

水中 ( ア ト キ ン スふ化器利用 ) 、 暗、明の所(立体式ふ化器不l明1)で管理した場合、 o 2

量、水温が等しいにも拘らず同腹の有魚の体重に変化が生じ、 臍ll収時には生体重、 乾

燥体重とも砂磯中に埋没したものが最も大きく 、流水中で管理したものが最も小さい結果

が得られた。 このことから稚_魚に運動を与えることが発育に大きな損失となることが明ら
かにされた。又02量の多募によつても稚魚の成長に影響することが確認されたo o 2 量

3 . 8̃ 4 . 9 p  P mの水で管理された仔魚は o 2 量 1 o. 3 ̃ 1 o. 5 P ;P mで管理されたそれ

ょり、生体重、乾燥体重が大きく成長する。随つて高い酸素量は仔魚の新線代謝機構の促

進をうながし、 その結:果連動量と同様、仔魚の発育に或る程度のェネルギ一的損失を与える

ることが暗示された。 又炭酸ガスもその発育に影響することが考えられたがこれ等につい

ては更に検討したい。

(ロ) 稚魚の海水への抵抗力について

ふ化後9 0 日1:1負より稚魚は海?対する抵抗力が減少し始め、 1 2 o~ 1 3 0 国 頃 最 も

弱くなることが知られている。しかし1lli-魚期に 0 2 量、0 P P mで管理された稚魚は130
日頃最も抵抗力が弱まり解が大き< な るが 0 2 量 4 . 9̃ 3 . 8 P -P mで管理された稚魚は
1 6 0日前後に最もその抵抗力が弱くなることが観1llllされた。随つて ・i'1lヒ並びに仔魚期の

o 2量も海水に対する安全期間の長短を規制する違因の一つとなることが知られたo
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,l,・l 西別 Jllにi;けるサケ補1魚の生態調査

西別川に:11 けるサケ稚魚の移動状況、 成長、食件itびに降海iltについ て 3 8 年 2 月̃ 6月

の間調査した。 ・

④ 稚魚の移動は上流域に :i;いては1月中旬̃ 6月中旬の間、叉下流域に:i,いては3月下句

~ 6月下旬の間に夫々行なわれる。そして稚魚の降海必は融雪期の4月であることが明

らかにさ加た。稚魚の移動通については程象?流の結果降'tai,盛期には91 KmlZ)流程を -建
か 1 o日間前後で,移i i1llするこ とがl・1lllらかにされた。

⑤ 生長については降tis:の初期、?には大きな生長度を示さない。そして平均体重は下流

への移動に伴つて小さな値が示された。しかし5月、 6月の降海後期には急激な生長が示

された。

(01 食性にっいてはサケの一般的性状としての明らかな雑食性を示し、 ユスリヵ成虫、幼虫

カ ゲ ロ ウ 、 ト ビ ケ ラ、 アブラムシ等が主に捕食されている。その摂解r量は上流域の2月̃

4月は1 . 6̃ 4 8 . e叫、 5 月 ̃ 6 月  2 . 1 ̃ 8 0 . 7m1lであるo 又体藍に対する平均摂解

は 0 . 3̃ 5 . 8 %を示した。一方中流下流域にぉ、ける3月、  4月の聞量は 2 . 7̃ 3 7 3 呼

5 月̃ 6 月 には 2 . 1 ̃ 3 7. 61n9、平均擬解率は0.8̃ 4 . 2 %を示した。

擬餌量は全般的に多いとは考えられない。 そして特に降海盛期の摂解量は少< なる1lii向が

示された。

0 稚魚の降海量にっいては放流点より約81 Km下流の14線に ;i,,いて観測した能、 約
5 1 3萬尾の通過が推算されふ化1重ll1( 3 5 , 4 5 4 0  0 0 尾 ) に対して約 1 4 . 5?の通過率

となり、養魚池から河川内を通じての減耗が種めて高いことが知られた。

?1 サケ稚魚の迷入防止に1iiiする研究

サケ稚魚の降海移動中の減耗要因の一つと考えられる農業、 工業、火力発電等の用水への
迷入を防止するため. 気泡幕利用による遼断効果・の実験を行なつた。 実験y:i解化水精を用い
水深 2 0Cnで行なつた。 究泡管は塩化ビニール管 (口径1 2 m m ) を用い噴出孔は  a 5 m n

各孔の間隔は2Cnと し、 コ ン ブ レ ツ サ ー (日立製べビコ ン ; 4 5 0  W , 5 0 1e ) による送気
量は1孔当り大凡0 . 4 2 1e/分~ a 2 1 .e / 分 と し た。
実験の結果、 夜同能暗い条件下に ,ilいては、  気泡による明らかな連断解が認められ、 そ
の, 11;l深は気泡の密1ifが高い程?的であることが知られた。又満りのある場合にも(透視度

3.0̃ 6. oCm )気泡の通l1l 1lr効果のあることが確ll11l.さ :れた。随つてサケ稚魚の降海移動時にも

気泡幕の活用が充分意義あることが明らかにされた。 一方照明の点減による稚魚の連断効果

は気泡幕より低く、むしろその照明部に稚魚が集まる傾向が認められた。

(4) 勇払川サケの生態並激境に関する經

調査河川として上流にゥトナイ沼をもっ勇払川を速び、その支流美々川に放流されたサケ稚

魚の降海に至をまでの動態とその生長環境の関係を解明するため1962年よ !;l調査を実施し_ l 0 0-

ている。 本年度は特に放流サケ稚魚の移a1リと生長を調査し、 また生長の場と してのウ ト ナ イ

沼勇払川の水1lll1、 害魚 ・水生植物 ・プラン ク ト ン .廣接動物の調査を現能続実施中である

が、 現在までに得た結果の概要は次の通りである。

(イ) サケ稚魚の生態

稚魚の移動ならびに生長にっいて

勇払事業場から1月下旬に放流した稚魚は3月上旬頃からゥトナイ沼に入り、勇:i i、川を
経て4月上旬頃からiii岸に分布移動する。稚魚の降海盛期は美々川にi,・いては3月下旬l:--
4月上旬、勇払川に :;1,・いては4月中旬̃下旬の間であって、他の河川に比べてその移動に
顕著なピークが見られない。

また6月下旬まで一部稚魚が残留する。 稚魚の生長は5月~ 6月には種めて急速である。
性か1か月に体長が放流時の1.5̃ 2 倍、体重が4̃ 6借に生長する。従つて湖沼を有す

る。 従つて湖沼を有する河川の生長度は通常一般河 Jlに生産さ1Lた稚魚に比べて非常に大

きいことが明らかにされた。

(ロ1 水理化学条件

美々川 . ウ ト ナ イ 沼 .勇払川の周辺は広大なョシの湿原が火山灰地に発達した勇払原野
特有の性'質を示し、 過マン ガ ン酸ヵ リ消費量 ( 8 . 5̃ 1 9. 2 0  o/ 1e ) と 硅 酸 塩 ( 3 7. 2
̃ 4 2 . 3 P P m ) が 多 く 、 リ ン 酸塩 ( 0 . 0  0 1 1 ̃ 0. 0 0 0 4 P P m ) と ヵ ル シ ュ ウ ム塩

( 5 . 2 --7. 6 P  P m )は微量である。またP  H値は1lliili1:植物帯の一部で高いアルカリ性 (
P H 1l l . 9 ) を呈し、格,存酸素置も過解aであった。その他の地域は大体P H 6 . 4̃7. 1 で

特に美々川で低い値が演l1定され、溶存酸素量は82~ 1 0 1 %の總 一,a. ,a_ ,,、し,一度を示し.た。

t1 生物学的条件
勇払川環:境調査の一象として生息魚類の生態を調べた。魚類の採集は1963年度サケ

稚魚の降下調査を実施した際にサケ稚魚と同時にトラップに混入したものを採集し、 また

5月 2 4日に約6mの曳細をっかって数ヶ所で採集した。 これらの魚種はコイ ・ フナ ・ ウ

キ ゴ リ . ビ リ y ゴ .チチブ. ヨ シ ノ ボ リ . フ ク ド ジ ョ ウ ・ エ ゾ ホ ト ケ ・ カ ジ カ ・ ウ グ イ ・
ャ チ ウ グ イ . イ ト ョ . イ バ ラ ト ミ ョ . エ ゾ ト ミ ョ 外 : ウ ナ ギ ・ ワ カ サ ギ ・ イ ト ウ ・ サ ケ で あ
つた。 なぉ・この他にも当然この河川に生息すると思われるものがあるが、 今回の調査では

採集されなかった。

魚類の採集にはかたょりがあり、 小形魚が多かった。採集魚類中で最も多かったのはビリ

ン ゴ、次いでフナ . ョ シ ノ ポ リ . ウキゴリの順であった。採集結果から生息1魚種は甥新に

ょり、また時解よつて魚類の移動状況がことなり、 例えば ョ シ ノ ポ リは ゥ ト ナ イ沼 と美

々川に多く 、 ウキゴリは勇払川に生息し、 美々川には始んど発見されていない。害魚によ

る被害はサケの大きさと害魚の口の大きさによつて異ると思われ、現在までの調査でこの

河川の採集魚でサケの稚魚を食害していたものはゥキゴリだけで使か2例しかなかった。_ l 0 l -



なぉ審魚の胃内容物の解能物については現在分析中である。

ウトナイ沼は水深1m内外の平地の沼であるため治岸一帯は水生械物に富んでいる。今回の
調査によつて採集されたものはネムロコウホネ ・ ヒシ 、 ヨシ . ミ ズ ト ク サ . ヒ ツ ジ グ サ . ヒ
ロ ハ ノ ェビモ等であった。 ウトナイ沼は水深が浅いためか深度の大さい湖沼に見られる 11ll1生

相物のように湖岸から沖に向つて前・沈水・浮棄植物帯のような区分で分布せず湖岸の一
帯に広がつている

ウトナイ沼を含めてプランクトン出現權は大体温水性の種類であるがサケ稚魚の解料生物と

して特に重要な大型甲解ブ ランクトンの出現量は少ない。ま た能物と してはュス リ カ

幼虫とィ ト ミ ミズが優先種であり、時期的には3 ̃ 4月に美々川かよび勇払川で必的豊富
であつたo

(51 漁獲解 成ヨ電査(魚体演1定調査)

湖上するさけ親魚の資源の動態等を知るための生物学的基礎資科を得るため、 主装河川、

1 6 ケ )llについて 3 0  o ̃ 5 0  0尾の魚体測定並びに採解を行つた。

昭和 3 e年度の年令組成は下記の通りである。

昭 和 3 8 年 度 年 令 組 成

年 令 %
河川名

2
l

3 l 4 5 6 計

石 狩 川

天 ・ 塩 川

親 . 別川

常 昌 川

額 .走川

様 津 川

西 別川

別:lil'i'川
illl,路 川

静 内 川

遊楽部1ll

茂辺地ll

知 内 川

十 勝 川

0 . 8 (  2 )

0 .3 (  1 )

0 . 3 (  1 )

2.7( 5 )

0 . 4 (  2 )

a 7 (  4 )

CL4 (  2 )

a 7 (  2 )
( )

2 1 . 3 ( 6 1 )

1 .0 (  3 )

1 li6 ( 1 5 )

1.3 (  3 )

1 3 . 5 ( 2 4 )

1 4 . 2 (  3 5 ) l 74.4 ( 1 8 3 )
1 a0 (  3 0 ) 7 3 . 3 ( 2 1 9 )

8 a 2 ( 2 3 9 ) 1 5 . 8 (  4 7 )

49. 5 ( 9 1 ) 4 4 . 6 (  8 2 )

4 'il 0 ( 2 2 9 ) 4 'll. 7 ( 2 3 2 )

. 2 6 . 0 ( 1 4 0 ) 6 6 . 0 ( 3 5 S )

37. 2 ( 1 7 2 ) 5 3 . S ( 2 4 7 )

1 4 . 7 (  4 3 ) 7 5 . 4 ( 2 2 1 )

2 4 . 7 (  3 9 ) 7 1 . 5 ( 1 1 3 )

2 1l1. 0 (  6 6 ) 4 6 . 3 ( 1 3 3 )

3.B( 1 1 ) 89. 6 ( 2 5 8 )

,6 6 . 7 (  6 4 ) 9. 4 (  9 )

2 4 . 6 (  5 8 ) 6 8 , 6 ( 1 6 2 )

2 a. 2 (  3 6 ) 59. 0 ( 1 0 5 )
l

1 0 . 6 ( 2 6 )

1 6 . 1 ( 4 8 )

3.4 ( 1 0 )

3 . 2 (  6 )

0 . 9 (  4 )

5 . 8 ( 3 1 )

8 . 9 ( 4 1 )

'll. 2 ( 2 7 )

a5 (  4 )
9. 4 ( 2 7 )

5.6, ( 1 6 )

8.3( 8 )

5 . 5 ( 1 3 )

6 . 2 ( 1 1 )

1 0  0 ( 2 4 6 )

1 0 0 ( 2 9 9 )

1 0 0 ( 2 9 8 )

1 0 0 ( 1 8 4 )

1 0 0 ( 4 6 ア )

1 0 0 ( 5 3 8 )

1 0 0 ( 4 6 2 )

1 0 0 ( 2 9 3 )

1 0 0 ( 1 5 8 )

1 0 o ( 2 8 1り

1 0 0 ( 2 8 8 )

1 0 0 ( 9 6 )

1 0 0 ( 2 3 6 )

1 0 0 ( 1 7 8 )

0 . 3 ( 1 )

a 3 ( 1 )

1 . 5 ( 8 )

_1 . 3 ( 2 )

1 . 1 ( 2 )

'ai; ( )内は標本尾数
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(61 マスノスケの調査について

1 9 5 9 年 マ ス ノ ス ケ 卵 を ァ メ リ カ か ら,統ふ化放流してか ら 4 年目にあたる 1 g 6 3 年の

8 月̃ 1 1月の間に数尾の標能が採捕された。 採捕魚中調査した3尾の内、 2尾は十勝川千

代田で採捕された雄魚で、精巣も大きく充分成熱していたが、 他方一日高消岸幌泉の定置で捕え

られた難魚は卵巣も極めて小形で、 その卵果重量は僅か5 l 、  卵.径1m  m位で未だ成熟年令に
送してい .なかった。

調査標本の全長、 体長は次の表に示す如くである。

・ 採捕月日 採捕場所 全 長 体 長 標 識 程 度

1 9 63. 8. 2 5 十勝川 千代田 52.1 Cm 4 6 . 8 Cm 脂びれ;不完全、両腹びれ完全に欠

10. 2 6 十勝川 千代田 47. 3 43.0 脂びれ完全に欠、右腹びれ略完全に欠

11 .  2

日 高 幌 泉 ' 4 a2 4 0.9 ll旨びれ完全に欠、両腹びれ正常

1 9 6 3 年 2 月 2 9 日 に、 1 959年以来千オで淡水飼育している数尾を測定した結果その全

長範囲、平:tlllは2:2:6̃ 3 1 . 1 Cm:( 2 5 . 9 4Cm ) 体長 1 9. 3̃ 2 9. 7 ( 2 2 . 7 g )、頭長

5・ 1 5 ̃ 7・ 0 5 ( 5 . 8 1 ) 、体高4.2~ 6 . 5 ( 5 . 1 6 ) 等 で あった。尚これら生殖果重世は、

精果で平均 a l 9 「、 卵果はo. 2 8 9  rで上述の再捕魚と同年令であるが比較にならぬ程小さ

い精巣であつた。更にこの魚1tlliが陸封になり得る可能性はャマべ、 ビワ -,, ス 程強 くないが、
過? 飼育中にどんどん1i多liすると云う事実からみて魚の生理生態上の特性によるものと考え

られ淡水中で完全に成熟するかどぅか疑間である。 この点も改ot)て調査する必要がある。

l 71 サケ ・マス交西0f重試験

サ ケ 属 -1lll聽間の品種改良、 新種固定の 一可能性及び種の系統的位置を確実に把握するために、

ふ化した年に降海する配を持つているカラフ トマスとサケの交配試験を 1 9 6 1年度から継

続実施しでいるが、 1 9 6 2年渡は同年秋に交配したサケ l91 ヵ ラ フ ト マ スe1 9 0 , 9 3 4 尾 、
及び逆交l l l聽58 . 2 5 0尾を飼育後、 1 9 6 3 年 4 月 1 0 日 幌内川 と ォ サ川合流点に輪送放流

したo 又19 6 3年秋の交配は9月27日から1 0月4日までの期間に昨年と同様の方法で実

施した。その成績内容は次の如くである。

- l 0 3-



l

ふ 出 期 同 1 採 卵 数 l收容前死卵数 ll 収容卵数組 合 せ  l . 採 卵 期 間
1

発限月日

力ラフトマ率 )
X

サ ケ t3)

. 粒

1 0 1.6 8 0 粒
1 , 680

粒
1 0 0 , 0 0 09~2 ・7 1 Q 2 3 1 1 . 1 4

サ ケ l章l
X

カラフトマ布 l
9. 2 7̃ 10 .4 10.17̃10.25 11.12-11.20 1 0 2 . 8 4 4 2.8 4 4 1 oao oo

上表のふ出.l基数は略1 9 6 1 年度の成績と同様であり、 稚魚は飼育指で現在給解飼育中である。

両組合せ を比較 し てみ る と 1 9 6 3 年 度 も 1 9 6 1 年、 1 9 6 2 年度 と同様 、 サ ケ l章1x カ ラ フ

ト マ スt2;、1の方がカ ラ フ ト マスe、xサケe)よりも良いふ化率を示している。角i育中名t魚の全長、
体 -地 囲、 平均体重は次表〇如くであつた。

組 合 せ  1採取月日 .全長範囲 平均全長 体長範國 平均体長 -'l:均体重
g r

0.51

0.66

C1l1

2.2 ̃2.7
2.8 ̃3.25

Cilt
2 . 3  8

3.0

Ci1l
1.9̃2.3

2.4̃ 3.0

cm
2.0 6
2,66

カラフトell,1サ,ス3l
サクe )Kカラフトt3')

1 9 6 3

1 2 . 1

力ラフ ト l8t'(サク、Sl i 1 9 6 4  l 2.75̃3.2、3.1
l

サク1gt;lくカラフトl容1 1 2 . 3 l 3.5 ̃4.1 1 3.5
2.4̃2.7 1 a 6
3.0̃3 . 4 5 l  a 11

0.2

0.4

上表の平均体重の 1 2月の方が重いv1)は、 稚魚に印黄が付いているためである。

次 に 1 9 6 3 年 秋、 晩内川で 8月 1 5 日̃ 1 0月3日までの1u1に 1  3 0尾の交配組らしき雄
雄が採描されたが、漁期は 力 ラ フ ト 'マ ス と サ ケ1lll1l盛期の略々中lE,jに当つている。 また採前魚

の」i日lによる年令登定からみると採捕.能始んど2年目であつて、超まらく前年晩内川から放流

したものの回帰魚と nlli定される。 な,i,・ 1 9 6 2 年春の放流尾数 ( 1 9 6 1 年度交配程 l ) は
1 7 11l・5 7 0尾 (両組合せを含め )であるから2年目に母川に回つて来たとすればその割合

は 0 . 0 7 %になる o  これら交配魚の形態形質についてはこん 1表評細な検討を要するが現在迄

?内川以外の部lf電川、湧別治算-、斜里治岸、定速tで採られたものを調べた結果、湧別のはギ
ンザケであつたが、 他2ケ所のものは明らかに交配魚であつたので治岸では稍々多くのもの

が漁獲されている ものと思われる。

(8) 1:1i:場i湖は我国に 一:ll'ける唯一の ヒ メマス原松漁 :11l1lであつて、この資源を永久に維持解する
ための研究を行い、 あわせてその結果を海洋サケ、 マス研究への導入するにある。 本年も前

年からの?続調査,lll,t項として、 落・.内にかける t::. メ マ スの贊源的態を把握するため漁獲魚、産

卵裁魚の体長・体重 ・年令等の測定、 解料生物としての動物性プランクトンの発生状況と一
設湖沼經を行つた。
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発限前死卵数 j第良後死卵数 ‘1死卵数合計 死卵率 -ふ出尾数 ふ 出 率 備 考

粒
9.1 8 7 粒

8l, 8 2 1
粒

1 8 , 0 0 8
f

18 . 0
尾

8 1 , 8 8 2
%

82.0
平均水温

12.4 o〇

3l.8 4 0 1 , 8 8 1 5,7 2 1 5,7 2 9 4 , 2 7 9 94 .28 / /

tイ1 漁獲量及び魚l報 l1定
本年のヒメマ ス も -基1l漁でいまだ正確な計数は終了していないが、的?尾数は 4 0 ̃ 5 o萬
尾に達するものと推定され、秋季の採. 卵 用 報 魚 の 、  採捕尾数 .も1i- : 1 5.o 5 2 尾:、
?: 2 1 . 9 5 4 尾、合計 3 7. 0  0 6 尾 で 前年 ( 3 7、. 5 4 5:民ll ) とほぼ同様であつたoまたフ1.
8月の2か月間千オ市に依額して行つた採捕試W結果は、累計延べ745反の刺細で

5 0 , 6 0 6屋一が採捕され、 旬月lJの反当り i確細率は45 .0̃ 8 3 . 2 尾、平均63 .7尾を示し、
時期的に減少の願向を示さず、生き殘り量の多いことを示した。採捕魚の年令は総計約8 o o

尾を測定したうち3年liluft 1 %に満たず、 4年魚が最も主1ll11となつていた。産卵親角.の年令

流の結果では♀、3ともに4年魚が多数で、 5年魚の章は5.0%、 谷は2.6%にすぎなか

つた。また本年の産9開魚字 : 2 5 8 尾  容 : 3 4 2尾の演 l1定結果は4年魚 1)体長1ァ均章

2 2, 1 4Cm ( 1 8 . 7̃ 2 3 . 7 )、容 2 3l. 3 4Cm ( 2 1 . 0̃ 2 3 . 8 )、体重?均? 1 8 2 , 8 9 r
( 1 5 0 ̃ 2 1 5 ) 、 8 1 8 4 . 8 g r ( 1 4 5̃ 2 1 5 ) で 前 年 よ り一月書小型である。な ぉ
本年の親i1,は 4 年、 5年とも当年に入つてからの生長が停滞していることが,(1,1,体測定:i,よび
地から推定一された。

(ロ1 ギンケ流下魚について

過去数ヶ年間の流F現象と湖水の環境条件との関係から、 春字にDaph n  i a の多い年に
1・

は流下魚が -性少である こ と が 1l1」1定された。本年は冬:準から審字にかけてDaP h n  i a の出現

の多いことから流下現象は活滾でないことが予想されたが、流下魚は4年魚のみ2 o o~
3 o o尾程度流下したにすぎず、冬季から春のDaphn  i a 量と流下現象にっいての予 :la11は
正しいことが確認された。 なぉ・本年の流下魚である4年魚はすべて生殖果の発育不全で、 こ

のことから流下現象と性成熟に何か関系がある1;1li:が推定された。
t1 湖水の環境
前年と同様に春から秋にかけてのAo a n  t h o  d i a p  t o m u  s P a  c i o u  s の出現は豊富

であり、 D a p h n i a  は僅少であった。また冬から春にかけてのDaphn  i a  は比較的豊富

で特異な状態を示していた。 このD a p  h n  i a の豊富であった原因は産卵後の解にともな

う海出業費塩と何らかの関係を有することが予測された。 また秋季の湖の観演1藤l i果から 1 5 o

m ld か ら 3 5 o m迄にリンの成1量していることが確められた。これは2年統きの登漁による
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発死魚の分解にその起源をもっも ので1l,:,ろ う。
ド1 ク ッ タ ラ 湖 の ヒ メ マ ス

支i笏湖のヒメマスと対比するため、 ク ッ タ ラ 湖 の ヒ メ マ ス にっいて引続いて観察を続けた。

uli:iu 2 9 ̃ 31年に支場湖で出現したと同様の大型の老令魚(6年魚)の優勢出現が認めら
れ、 今後の異常卵巣親魚の出現が予想されるe な t,,ク ッタラ湖でも支場湖と同様冬季同に
Da P h n  i a が多<出現する現象が本年早春に観察された。

l 3 資 料 の 刊 行

事業、 その他一般の参考に供するため下記資料を印刷配布した。

標 題

魚 と 卵

ふ化場研究報告

番 号 発 行 月 日

1 0  0号̃ 1 0 5 号  昭和 3 8 年 5 月̃ 3 9 年 3 月

l 7 号

-1 0 6

昭 和 3 8 年 l  2 月


